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秋田県には、豊かな自然、とともに育まれてきた文化遺産が数

多く受け継がれております。これら先人の大いなる足跡は九時

として埋蔵文化財として大地に刻まれ百我々の目に触れること

なく伝えられております。

このたび¥琴丘町内でほ場整備事業を実施するにあたり百対

象地域内に家の下遺跡が含まれることになりました。そのため

本教育委員会は、工事に先立って発掘調査を実施し、遺跡を記

録保存することになりました。

その結果、縄文時代中期から晩期にかけての集落跡を確認す

るとともに、旧石器時代の石器が多量に出土し、 2万年にもわ

たる人々の暮らしの様子が明らかになりました。

本書はこの成果をまとめたものでありますが、文化財に対す

る御理解と歴史研究の上でいささかでも役立てば幸いと存じま

す。

最後に、発掘調査から本書の刊行に至るまで御指導、御協力

下さった秋田県農政部山本農林事務所@琴丘町教育委員会なら

びに関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

平成7年 3月

秋田県教育委員会

教育長橋本顕



例

1 本書は県営ほ場整備事業琴丘地区に係る家の下遺跡の発掘調査報告書である。

2 家の下遺跡の発掘調査は平成 6 年 5 月 16 日 ~ll 月 25 日まで実施した。

3 本報告書では縄文時代の遺構@遺物について報告することとし、!日石器時代の遺物につい

ては、後日報告する 0

4 ~第 5 章 自然科学分析Jはノミリノ・サーヴェイ株式会社に業務委託した分析報告書であ

る。

5 図版に使用した空中写真はNRC岩手空撮に業務委託したものである。

6 本報告書挿図中に使用した土層表記法は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修@財団

法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖 1989年版』を使用した。

7 本報告書に使用した地形図は、建設省国土地理院発行25，000分の 1I鹿渡」・ 50，000分の

1 I森岳」、秋田県農政部山本農林事務所作製1，000分の l工事計画図、琴丘町作製1，000分

の 1および5，000分の l管内図である。

8 本遺跡の調査ならびに報告書刊行にあたり、秋田県立五城居高等学校教諭栗山知士氏から

は、遺跡周辺の地形・地質について終始有意義な御教示を頂いた。

9 本書の執筆・編集は高橋学および五十嵐一治がおこなった。

凡 例

1 本報告書に収載した遺跡実視IJ図に付した方位は磁北である。

2 本報告書で各遺構に付している略記号は以下の通りである。

S 1 (竪穴住居跡) S K 1 (竪穴状遺構) S N (石閉炉@焼土遺構)

S D (i碍跡) S K (土坑) S KF (フラスコ状土坑)

S R (土器埋設遺構)

3 土層註記は基本層位にローマ数字を用いた。

4 挿図中に使用したスクリーントーンは以下のとおりであり、それ以外については偲々に凡

例を示しである。

地山(N層)凹地山層) 焼土 炭化物

11 



自

言

例

次

1

序

例

凡

日

第

次

はじめに....

第 l節 発掘調査に査るまでー

第2節調査要項-

遺跡の立地と環境...

第 1節遺跡の位置と立地.，

第2節歴史的環境-

第3章調査の概要..一

第 2

第4

F

H

U

F

O

 

第

第

1

i

1

i

1

4

q

J

内

J

q

J

司

i

ウ
t

ウ
t

Q

u

q

J

q

U

4

4

A

U

-

-

ハU
F

h

d

1

1

1

2

4

4

 

1

i

1
ょ

1
i

第 l節遺跡の概観…...

第 2節調査の方法…-一

第 3節 発掘調査の経過…・・

調査の記録-

第 1節遺跡の基本土層・

第2節検出遺構と出土遺物...

第3節 遺構外出土遺物・・…・

自然科学分析-

まとめ.....一.........

写真図版 1~22 

挿国目次

第 1図 家のド遺跡と周辺遺跡の位置
第 2図 地形図及び調査区位置図
第 3図 !日石器時代遺物平面分布図 I区北西部
第 4図基本土層図
第 5区! 遺構配置図(1) I区
第 6泣i遺構配置図(2) I区北部
第 7図遺構配置図 (3) IJ区南部、 III区
第 8図遺構配置関(4) II区北部
第 9図 S 183住居跡
第10尽1 S 183内に位置する遺構 S R83B、焼

土A・B'C、SK55・91・96
第 11図 S 192住居跡
第12図 S 1219竪穴住居跡、 SK229::l二坑、 SN245 

A~D焼土遺構
第13図 S 1273竪穴住居跡、 SN267焼土遺構
第14図 S K I 4竪穴状遺構

第15関 土坑・フラスコ状土坑分類基準模式図
第 16悶土坑 (1 1) SKF6 
第17図土坑 (1-2)SKF6・8・24、SK31 
第18図土坑 (2)SKF1・2・3・45
第四図土坑 (3)SKF7A、SK7B、

SR7C土器埋設遺構
第20図土坑 (4-1)SKF21A・21B・35A'

35B 
第21図土坑(4… 2) S K F35A・35B・28A.

28B 
第22図土坑(5 -1) S K F 22 A . 22 B、SK89・

90、SK I 23A • 23B思穴
状遺構

第23図土坑(5 -2) S K F 22A・22B、SK29・
30・32、SK 123A竪穴
状遺構



第 24区1

第25図

第26図

第27関
第28図

第29図

第30図

第 31図

第32図
第33図
第 34図
第 35図
第36図
第37関
第38図

第四国

第40図

第41図
第 42図

第43図

第 44悶

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

間

ζ

u

p

b

ワ
t

Q

U

Q

U

ハU
1

1

つω
円

J

A
吐

F
b
F
b

ワ
t

只
U

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

 

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第59図土坑 (6-1) S K F25・22A.22B、
S KF26A~ 1 

土坑 (6-2) S K F26A・B・D・F• 第60図
H' 1 第61図

土坑(6 -3) S K F 26 B ~ E . G、
S K36・37、SKF38 

土坑(7) S K F 27 A ~ D 
土坑(8 1) S K F 33A . 42・58A.

58B、SN33B石田炉
土坑 (8 2) S K F33A・58A• 58B . 

46、SK47
土坑 (9-1) S K F 34A・C'D、

S KF41A、SK34E、
S N34B . 41B石囲炉

土坑 (9 2) S K F 34A・C'D、
S KF41A、SK34E

土坑 (10)S K F 39・49、SK48・52
土坑 (11)SKF40A・40B・50、SK51 
土坑(12)S K F 43、SK44・53・54
二i二坑 (13) S K F 56・67A、SK67B 
土坑 (14-1)S KF59A'C~F 、 S K59B 
士坑 (14-2) S KF59A.C~F 、 SK59B 第72図

土坑(14-3) SKF59A.C~F 、 S K59B、第73図
S K57、SKF63 第74図

土坑 (15)SKF61A・61D .62、SK61C、 第75I.Z! 
SN61B焼土遺構 第76図

土坑 (16-1) S K F 64A~ F . H' J • K、 第77閤
S K64L 第78悶

土坑 (16-2) S KF64A~F 第79図
土坑 (16-3) S K F 64 G . H . J . K、 第80図

S K64L、SKF68 第81図
土坑 (17)SKF69A'69B .70B、 第82図

S K70A . 72 第83間

土坑 (18-1) S K66A . B、 第84図
S K F 66 C ~ E . H' 1、第85図
S KF78A~C、第86 図

S K78D • E、
S R66F土器埋設遺構、 第87図
SD66G溝状遺構 第88図

土坑 (18-2) S K66A . B、SKF66C 第四図
~E 、 S D66G溝状遺構 第90図

土坑 (18-3) SKF66H 、 SKF78A~C 、第 91 図

SK78D、SD66G溝状遺構 第92図

土坑 (19)SKF71A・D'E、SK40C、 第93図
S KF73A、SN73B焼土遺構 第94図

士坑 (20)S K F74A ~C 第95図

土坑 (21)SKF75・77、SD97溝状遺構 第96図

土坑 (22)SKF84、SK86 第97図

土坑 (23)S K F 85・88、SK87 第98図

土坑 (24)S K101・102・104・105・109
土坑 (25)SK103・106、SN108焼土遺構 第99国
土坑 (26)S K201、SK F202~204 第100図

土坑 (27)S K F205・207・210、SK206 第101図
土坑 (28)SKF208、SK212・215・220、 第102国

S N217焼土遺構 第103図
士坑 (29)S K F 216A • 216B . 221・223、 第104図

S K222 第105図
土坑 (30)S K F224・226、SK225・227A 第106国

.228、SN227B • C焼土遺構 第107関

第62悶
第63区i
第64図
第65図
第66図

第67図
第68図
第69図

第70区i

第71悶

lV 

士坑 (31)S K230・231・233、SK234・
235 

土坑 (32)S K F 236~239 
土坑 (33)S K F244・247、

S K243A .248、
S N243B' C焼土遺構

土坑 (34)S K250・251・255・256
土坑 (35)S K252・253・254
土坑 (36)S K F 260~262 、 SK263 
土坑 (37)S K F269・270A. 270B . 274 

土器埋設遺構 SR5・7C・60・65・76・
80 

石間炉 S N33B • 34B・41B
焼土遺構(1) S N 9 ~18 
焼土遺構 (2)S N20・79・81・82・93・

94・95・98・99
焼土遺構 (3)S N21l・ 241・242・249・

257・258・264
焼土遺構 (4)S N265A・265B・266・

268A・268B・271・272A・
272B 

遺構内出土遺物(1 )土器(1) 1区
遺構内出土遺物 (2)土器(2) 1区

遺構内出土遺物(3 )土器(3) 1区

遺構内出土遺物 (4)土器 (4) 1区

遺構内出土遺物(5 )土器(5) 1区

遺構内出土遺物(6 )土器(6) 1区

遺構内出土遺物(7)土器(7) 1区

遺構内出土遺物(8 )土器 (8)II区
遺構内出土遺物(9 )土器 (9) III亙
遺構内出土遺物 (10)土器 (10)II区
遺構内出土遺物 (11)土器 (11)II区
遺構内出土遺物(12)土器(12) 江区

遺構内出土遺物 (13)土器(13)II区
遺構内出土遺物 (14)土器埋設遺構(1 ) 
遺構内出土遺物 (15)土器埋設遺構(2 )・

石間炉

遺構内出土遺物 (16)土製品 I~III 区

遺構内出土遺物 (17)石器(1) 1区
遺構内出土遺物(18)石器(2) 1区

遺構内出土遺物 (19)石器(3) 1区
遺構内出土遺物 (20)石器 (4) 1区
遺構内出土遺物 (21)石器(5) II区
遺構内出土遺物 (22)石器 (6)II区
遺構内出土遺物 (23)石器 (7)II区
遺構内出土遺物 (24)石器 (8)II・III区
遺構外出土遺物(1 )土器

遺構外出土遺物(2 )土製品(1 ) 

遺構外出土遺物(3 )土製品(2 ) 

石器(1 ) 

遺構外出土遺物 (4)石器(2 ) 

遺構外出土遺物(5 )石器(:J ) 

遺構外出土遺物(6 )石器(4 ) 

遺構外出土遺物 (7)石器(5 ) 

遺構外出こが遺物(8 )石器(6 ) 

遺構外出土遺物(9 )石器(7 ) 

遺構外出土遺物 (10)石器(8 ) 
遺構外出土遺物 (11)石器(9 ) 
遺構外出土遺物 (12)石器(10)



第 1節 発掘調査に至るまで

第 l章はじめに

第 1節 発掘調査に玉三るまで

琴丘町は秋田県の沿岸北部に位置し、かつて日

隣接している。

2の広さを有した八郎潟残存湖の東部に

今回、秋田県農政部により町内におけるほ場整備事業(琴丘北地区・琴丘南地区)が計画さ

れた。これは農業の近代化すなわち大規模経営を目指したもので、農地の大区画整理とともに

-用排水路網の整備を進め、農地の集団化により農家経済の安定向上を目指したものであ

る。

本事業の計画地域内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、県農政部は文

化財保護法に基づきこの事実確認と今後の対応について秋田県教育委員会に調査と指導の依頼

をした。秋田県教育委員会はこれを受けて平成4年度に計画地域内の遺跡分布調査を実施し、

事業計画地域に係る理蔵文化財包蔵地と推測される地区を 1箇所発見し今後範囲確認調査が必

要であることと、範囲確認調査の結果記録保存が必要な場合には発掘調査を実施すべきことを

した。

その結果、平成5年度に家の下遺跡の範囲確認調査を実施し、平成6年度には家の下遺跡の

発掘調査を実施することになった。

第 2節調査要項

跡名称

所 在 地

調 期間

遺跡面積

調 面

W~ 主体者

調 担当

家のド遺跡 遺跡略号 3 1 N S 

秋田県山本郡琴丘町鹿渡字長信田家の下 1-5外

平成 6 年 5 月 16 日 ~ll月 25 日

15，OOOm" 

6，500m2 

秋田県教育委員会

高橋 学(秋閃県理蔵文化財センタ

五ト嵐一治(秋田県埋蔵文化財センタ

藤津 昌(秋田県埋蔵文化財ーセンタ

栗j宰 光男(秋田県埋蔵文化財センター調査課文化財主任)

-1  



第 l章はじめに

総務担当者 藤肥良清(秋田県理蔵文化財センター総務課主査)

佐藤 広文(秋田県埋蔵文化財センター総務課主任)

須田 輝樹(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

調査協力機関 秋田県農政部山本農林事務所

琴丘町教脊委員会生涯学習課

琴丘町鹿渡土地改良区
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第 1節遺跡の位置と立地

第2章遺跡の位置と環境

第 1節遺跡の位置と立地

琴丘町は八郎潟残存湖の東部に隣接し、出羽丘陵の北東辺に位置する(第 l図)。平野部は

八郎潟残存湖に沿って広がるが、極めて狭小なものであり、そのため旧来の沢すじは水田化さ

れ、地形の改変がなされていった。各所に残された堤は谷あいにあたり、それを追っていくと

原地形を復元することができる。

遺跡は琴丘町の長信回集落西部の、水田中に取り残された低丘陵上に位置する。現在は大規

模な区画整理によりその原地形をとど、めていないが、集落の人々の話や古地図によると、遺跡

は小さな沢にはり出した舌状の地形であったものと推測される。 遺跡の標高は23~25mであり、

丘陵と現在の水田面との比高は 2~3mで、ある。

遺跡周辺の丘陵地を構成する段丘面は、従来から八郎潟西部に広く分布する潟西層に相当す

るものと考えられていた。しかし最近の研究では八郎潟東岸部における潟西層の分布および段

丘構成の細分化が試みられており、家の下遺跡の立地する段丘面は降下火山灰から約13万年前

に形成された下末吉相当面と考えられている。また遺跡東部の石倉山を連ねる丘陵域も古八郎

潟縁辺に発達した古砂丘であることが判明している。

これら八郎潟沿岸部の段丘群は温暖な気候下における高海面期の沿岸成堆積物であることが

知られている。 遺跡の立地する段丘の堆積物は砂層ないし最大径6cm程度の水平層理の発達し

た砂磯層(基本層位V層参照)で、その最上部2mほどは風化生成物による黄褐色粘土~砂混

じり粘土(基本層位W層参照)となっている。またこの層準の上部40cm程度は風化が進んでお

り (Na層)、更新世末期の周氷河活動の痕跡をたどることができる。本調査における!日石器時

代遺物包含層はIII層(地山瀬移層;層厚約40cm)および前述のNa層で、あり、遺物の出土レベ

ルの乱れ(最大75cm程度)も、周氷河活動のクリオターベーション(凍結融解作用)によるも

のと考えられる。

第 2節康史的環境

八郎潟東岸~米代J11流域にかけての地域は海成段託がよく発達し、また沿岸部には北一万に向

かつて能代砂丘が形成されている。この段丘および砂丘にある旧石器時代から縄文時代にかけ

ての遺跡を概観してみる(第 1図)。
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第2章遺跡の位置と環境
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第 1国 家の下遺跡と周辺遺跡の位置
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第 1節遺跡の位置と立地

旧石器時代の遺跡は、浅i均台地上の能代市此掛沢II遺跡、成合台地上の山本町逆}11遺跡@八

竜町鴨子台遺跡、米代川湾岸段丘上では能代市館下 I遺跡、二ツ井町竜毛沢館跡、および八森

町土井遺跡で発掘調査が実施されている。

此掛沢II遺跡ではナイフ形石器や米ヶ森型台形石器を含むブロックが検出され、その他に石

刃・石核など1，750点あまりの石器が出土した。逆川遺跡では昭和56年度に実施された範囲確

認調査において石刃@石核等が出土した。館下I遺跡では杉久保型のナイフ形石器2点が、土

井遺跡では彫器が 1点出土した。また竜毛沢館跡では調査区内の盛土中からナイフ形石器1点

と剥片が11点出土している。鴨子台遺跡では4ブロックの遺物集中地点があり、 2側縁加工の

ナイフ形石器をはじめ、掻器・彫器@石刃@石核@剥片などが1.000点あまりの石器が出土し

た。

縄文時代の遺跡は、家の下遺跡と同じ段丘面で琴丘町高石野遺跡@宝竜前遺跡@中の沢遺跡

および山本町在舘堤頭遺跡、の発掘調査が実施されている。

高石野遺跡は縄文時代後期後葉~晩期前葉にかけての集落跡で、該期の住居跡@二|二坑@竪穴

状遺構などが検出された。現在、遺跡範囲は ]R奥羽本線線路によって限られているが、踏査

の結果、地形的にも同一台地である東側にさらに広がることが明らかになっている。

遺跡No 遺跡名称 種別 日寺 代 遺構;遺物

A 家の下 集落 i日石器・縄文 本文参照

B 泉沢中台 集落 古代 柵チIJ.土坑，土師器，鉄倖，石錘

C 中の沢 集落 縄文 土坑・焼土遺構;縄文土器(前・後・晩)，お器

18-2 中野館 館跡 中世 空堀・段築

18-4 真111野 包含地 縄文 縄文土器

18-5 陣場野 包含地 縄文 縄文土器

18-6 鯉川両石野 包含地 縄文

18-7 両石野 包含地 縄文 住居跡・土坑;縄文土器(中・後・晩)，石器，土製品，石製品

18-8 兵ケ沢 包含地 縄文 石器

18-9 館の越館 館跡 ~þtlt 空堀

18-10 狐森 包含地 縄文 縄文土器，お器

18-11 北!:I二 ~J 包含地 縄文 縄文土器

18-12 古館城跡 館跡 中世 空堀・段築・チ|二戸

18-13 諏訪長根 包含地 縄文，古代 縄文土器，石器，須恵器

18-14 鬼沢口 包含地 縄文 縄文土器，石器

18-15 玉，*"i十琶ム詩IJ 包含地 縄文，近世 竪穴状遺構・フラスコ状土坑・土器埋設遺構，縄文土器(中)，経石

18-16 地蔵長根 包含i1!l縄文 フラスコ状土坑，縄文土器(前)，石器

18-17 長信田 包含地 縄文 石器

21-39 市館堤 包含地 縄文 縄文土器，石器

21-40 古館堤頭 包含地 縄文 竪穴状遺構・フラスコ状土坑;縄文土器(中)，石器

21-41 東堤沢 包含地 縄文 縄文土器，石器

21-43 木戸沢館 館跡 中世 空堀

-地図および表中の遺跡No.は『秋田県遺跡地図(中央版)~による

・遺跡No.は、 "18-"が琴丘町内、れ21ーかが山本町内の遺跡を示す
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第2章遺跡の位置と環境

跡では縄文時代中期のフラスコ状土坑群が検出された。中の沢遺跡では土坑@フラスコ状土坑

が検出され、縄文時代中期後半から後期初頭の遺物が出土した。

古館堤頭遺跡は八郎潟残存湖により近く、標高は約23mで、ある。竪穴状遺構およびフラスコ

状土坑が検出され、縄文時代中期~後期の遺物が出土した。検出したフラスコ状土坑の周回に

は柱穴様ピットが巡るものがあり、その上部構造に関する復元が試みられた。

古館堤頭遺跡から南東に約 1km、家の下遺跡から南西に約1.5km離れて立地する地蔵長根遺

跡は家の下遺跡と同じ段丘面に立地する。現荘は牡丹集落の児童公園がその一角を占めている

が、公閤造成工事の際に多量の遺物出土があったことが集落の人々の話から確認できた。また

公園に隣接した部分に大きく土取りされた部分があり、その削平面には30基を超えるフラスコ

状土坑が確認できる (11頁下写真参照)。

参考文献

白石建雄ほか「秋田県北部日本海沿岸地帯の段丘群J~秋田大学教育学部研究紀要(自然科学) j] 

27 1977 (昭和52年)

秋田第四紀研究グループ米代川班「秋田県能代平野から藤里地域にかけての段丘群について」

『秋田地学j]27 1977 (昭和52年)

内藤博夫「秋田県能代平野の段丘地形J ~第四紀研究j] 16(2) 1977 (昭和52年)

藤本幸雄・潟西層団体研究グループ「秋由県北部沿岸地帯の古砂丘についてJ ~日本地質学会

第93年学術大会講演要旨』日本地質学会 1986 (昭和61年)

大沢穣ほか『森岳地域の地質』地域地質研究報告(5万分の l図幅) 1985 (昭和60年)
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小時尚『山を読む』自然景観の読み方3 1991 (平成3年)

秋田県教育委員会『此掛沢II.上の山II遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第114
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秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第93集 1982 (昭和57

年)

秋田県教育委員会『館下 I遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第62集 1979 (昭和

54年)

秋田県教育委員会

9年)

秋田県教育委員会
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秋田県文化財調査報告書第188集 1990 (平

7号琴丘能代道路建設事業に係る理蔵文化財ー発掘調査報告書III

一鴨子台遺跡・八幡台遺跡…』秋田県文化財調査報告書第230集 1992 (平成4年)
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第 1節遺跡の概観

第3章調査の概要

第 1節遺跡の概観

家の下遺跡の調査区は調査豆中央を走る農免農道により東西に大きく二分されている(第2

図)。元来はひとつの低丘陵状の地形を呈していたもので、農道東側を I区、また農道西側の

北部をII区、農道西側の南部をIII区とした(第2図参照)。調査はIII区→II区→I区の/1債で進

めた。

III区は松林となっていた部分で、倒木痕が多くみられ、他地誌に比べて遺構密度も低い。 II区

は牧草地および畑地として利用されていたが、元来は田地として関かれたものである。一角に

小さな制があり、その周辺のみが辛うじて開田による削平を免れ原地形を残していた。 II区の

北辺は!日来の沢すじに面する部分でもあり、遺構数は多いものの、開田の際の削平により遺構

の大多数は底部付近の数十cmしか残存していない。 1区でも関田による削平は広い範囲におよ

ぶが、北部はほぼ原地形を残していた。沢に張り出した舌状地形の先端にあたるこの部分から

は、 100を超える遺構が複雑に重捜した状態で検出された(第6図参照)。また I区北部の上部

(約700mりからは旧石器時代の遺物が15，000点あまり出土し、複数の遺物集中部分が

認められた(第3図参照)。

第 2節調査の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区の設定方法は、調査区内の任意の 1点(工事用杭

BM2 -8)を選定し、これを原点 (MA50)とした。この原点から磁北方向に基準線を設定

し、この基準線に直交する 4mx4mのグリッドを設定した。また5箇所の杭を して

レベル原点とした。グリッド杭には東から西に向かつて東西方向を示す・・・LS.LT.MA.

MB...というアルファベットと、南から北に向かつて南北方向を示す...48 • 49 • 50 • 51・・・の2

桁の数字を組み合わせた記号を記入し、 4mX4mの方眼杭の南東端をグリッド、の名称とした。

遺構外出土遺物は、基本的に出土グリッド傭出土層位@出土年月日を記入したラベルととも

に敢り上げた。縄文時代遺物包含層 (II層)以下の出土遺物については、さらにグリッド内に

おける東→酉 (X) .南→北 (y) .標高 (Z)を計測した。遺構内出土遺物は出土遺構名 a

@遺物番号@出土年月日を記入したラベノレとともに取り上げた。基本的に竪穴住居跡

のベノレトを残し、 4 した。 土坑は長lMlに沿って 2分割して精
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第3章 調査の額要

⑧ 

一8

Cコ
、口

〈

:? 

同
園

要高主

己『

=王国
c、4
S喪

. 
、



第 3節発掘調査の経過

した。調査の記録は主に図面と ょった。図面は基本的には 1/20の縮尺で平@断面

閣を作図した。写真横影は35mmのモノクロとリバーサノレフィルムを使用した。

室内における整理では、遺構は現場で作図した平@断面図より第2原閣を作成し、これをト

レースした。遺物は洗浄@註記の後に実測図@拓影図の作成、写真撮影を行った。

第3節発掘調査の経過

家の下遺跡の発掘調査開始に前後して、農免農道西側での区画整理工事も着手された。

が進捗するにしたがい、農道の西側部分にまで遺跡範囲がひろがることが判明した。文化課と

協議の結果、遺跡の立地する低丘陵部分全域を調査対象区域とし、工事区域内にまたがる農道

西側の区域 (II区およびIII区)から優先して調査を進めることとなった。

また家の下遺跡から西および、南にそれぞれ300mほど、離れた工事区域内においても新たに 2

箇所の遺跡(中の沢遺跡、泉沢中台遺跡)を発見し、文化課と協議の結果、遺跡部分への工事

って両遺跡の発掘調査を実施することになった。

5月16日 本日より調査を開始する。発電機とベノレトコンベアとの配線工事を実摘。センター

より発招機材到着。

5月19日 前年度実施した範閥確認調査時の排土除去を実施。調査区北西部より粗掘を実施。

5月23日 粗掘終了筒所からジョレンがけを実施。瞬く間に大量の遺物を検出。大部分が石器@

剥片である。

5月初日 LM57グリッドで魚化石の含まれた頁岩原石が出土(図版22右下参W，O。

6月6日 調査匿北部、削平を免れていた上部平坦酉で土偶の肩部が出土O

6月16日 調査区西側の松林 (3，500m2) および牧草地 (5，000m2) につい試掘トレンチ調査

を実施 (~17 日)。

6月20日 文化課と打ち合わせの結果、急逮本来の調査区についての発掘を調査を中断し、現

在工事が進んでいる問側部分(松林@牧草地)についての調査を優先して実施することになっ

た。また家の下遺跡から南方に約300m離れて立地する泉沢中台遺跡の

ても調査を実施することになった。

6月22日 県立五城目高校教諭栗山知士氏来跡。遺跡周辺の古地形・地質等につい

教示を受ける。

つい

6月27日 調査区西側の松林内のトレンチ調査を開始(~ 7月11日)。また家の下遺跡から西

方に約300m離れて立地する中の沢遺跡を発見。本日より重機による家の下遺跡の盛土除去を
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第3章調査の概要

開始する 0

7月11日 家の下遺跡西側の松林部分の調査終了。牧草地部分より土偶出土。また中の沢遺跡

も本日より調査を開始。

7月29日 調査区西側の牧草地部分について調査終了O

8月1日 かねてから要請のあった泉沢中台遺跡について、区画整理工事との関係から繰り上

げて調査を実施することになり、家の下遺跡の調査を一時中断する。

8月18日 2ヵ月ぶりに本来の調査区(農道東側)での調査を再開。 65ライン以北の上部平坦

面はIII層以下の保存が良好、!日石器時代遺物も散見される。

8月25日 調査区東端部にて鉄棒が多数出土。 55ライン以南の地形測量終了。

8月29日 65ライン以南の遺構確認面までの掘り下げ終了。引き続き遺構精査と、 65ライン以

北の遺構確認に入る。

9月2日 調査区北東部の遺構確認と並行し、遺構の精査に入る。 LM69グリッド付近は10以

上の遺構(フラスコ状土坑)が密集している。

9月6日 地山の黄褐色粘土 (N層)下の基盤砂層 (V層)まで掘りこんでいる遺構を検出。

遺構によっては砂質シル卜により貼床しているものもある。またW層地山面で掘りあげた地山

土を用いて人為的に埋め戻された遺構があり、遺構確認が困難であった。

9月9日 調査区北東端で土偶の頭部@足出土。北東端部は捨場と推測される。

9月12日 土坑が遺棄されてある程度埋まったのち、貼床を施して石を配し、屋外炉として再

利用しているもの (SKF33A. S KF34A. S KF41A)を検出。

9月14日 S KF28埋土中より旧石器時代遺物と思われる長IJ片が出土。この周囲が!日石器時代

遺物包含範聞と考えられる。

9月21日 調査区北東端の遺構集中部分がさらに広がるため、さらに北東方向へ表土(盛土)

除去を進める。すぐ下の田地では稲刈りが行なわれているため、作業進行に十分な住意、が必要

である。

9月26日 北東端 (LM71~73 グリッド)から続々と遺構を確認。 N層地山は希薄となり、 V

層地LL!を直接掘りこんでいる。

9月27日 埋没した遺構を再利用した屋外炉のうち、 SN34B . S N41Bは石関炉の中に埋設

土器を検出する。

10月5日 L T • MA67~69 グリッドの III腐を掘り下げたところ、 IEI石器と思われる遺物が多

量に出土する。

10月10日 本日より縄文時代の遺構精査と並行して調査区北部の上部平坦街において!日石器時

代の調査を開始、平坦部は約700m2で、ある。!日石器時代遺物包含範回の広がりを調査するため

-10-



書官3節 発婦拘置の経過

ゲリ y ドを設定したが、ほぼまんべんな く~fA(/)造物が tH 1→している。

10月Izn 滋械のtf& 1師や隊指1 .1リ y ドでnm~~. したと ζ ろ、 111 (j~例年代治物のよ1'， l:範聞は111婦か

らSOcmιW'l:の泌さまでのよ4うであるの

lOJi 18 U 111行総11年代遺物の:1¥H~Wft l制限はほぼ65 ライ ン までで、 地111(/)月IHl範11"と 1止す

る。

10月21n 1I 1 .(j~泌物IlLL:鈍聞はほぼ干川剖;令.肢の7oom'におよび、 4 ~ 6 限度のフ ロンクに

分れるよ丹である。2;四!日jでf.J2500点の111“お遺物を線認している。

10H28日 本Uにて縄文時代治憐の郎氏終{.")t11き絞きや:i1でIn“おl時代のAM1ttへととりかか

る。

llTlIFI 本 H よりf，J9i\M!~，治幼;周辺に総が散{Eするため、矧繁に銃声が鳴勺惣〈。符猟丹

も持動途ιl 'で絢fì:を眺めている。 泌~JII干のiUZを{記す 11 1 { î ;r.yl時代治物の1 1 \_l:~1主5. ()OO }，'，;，を

超える。

llJJ 2 u I!~ 十げがlVa勝に速 したころから 、 白い制めの 1 (Na' J陪)が散凡されるようにな吋

てきたυ これらは分布に巧ね内を拘つことが断n'iiから鋭然され、I，;JI時に，l'!物もその付近に集中

しているようである。 イ ンボリ ュ ・ ーションなどの)l~氷河活動と tlわれる。

11 H 14円 初'~Ii を1IJtiß.lJ ， 吹 E;が舞う中、 ~B土 した111石7.昔時代i世物は10 ，∞0点を~超える。

11}J 17U MA66ゲリ， t: ~t~(総の部分( 1 m阿 Jjlでは、 10cmUli門下げるうちに300uJ;J， 1: 

のJu4却を取り 上げた。" ~ ，-~ ・ チ y ザが争いが、ナイ 7 形6，器 ・;j(:，_ 'I!t J~台Jfni総 ':hメjな

どもHl1:する。

11月25U 事11をもって11111総時代のほ物色!~ï;'JI持続伐を係「し 、 家のドj監跡殺品目i\f/.l11:の令:ての

TI!~を終 (Lた， :I~I)宝した傑 l~tt50cmtJ.虫、 も っ と も冶物の集中した，郁分では75cmlニ達した、， Jll 

り|げた 11 1 イ ii鋒l時代造物め点~'íI4.'l75点にのぼるが、総:tll事(1;のi自憐内('il;1(，ilからu:上し
たものや1111詩(術移糾) 1:部からtJ:卜したものも含めると、 15.似ゆ点以 1-.1このぼると恕われる。

-11ー
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第 1節遺跡の基本土層

第4章調査の記録

第 1節遺跡の基本土層

遺跡の立地する段丘は砂層ないし最大径6cm程度の水平層理の発達した砂磯謄で構成され、

その最上部2mほどは風化生成物による黄褐色粘土~砂混じり粘土となっている。これらはそ

れぞれ本遺跡における基本層序のW層・ V層(地山W層・地山V層)に相当する。

調査区の大部分は開田時に大きく削平され、元地形を留めていたのは I区の北部(主たる!日

石器時代遺物出土区)および江区の A部(桐があった部分)のみであった(第2図参照)。表

土下の II 層は10~15cm程度の層厚を呈する縄文時代の遺物包含層である。一部では後世の撹乱

を受け、旧石器時代遺物も散見される。 III}曹は層厚30~40cm程度の漸移層であり、縄文時代遺

構の確認簡でもある。 III層以下の地UJ面 (N層 .y層)で確認された遺構も、本来的にはこの

層位から掘りこまれた可能性が高いと考

えられる o N層は地山の黄褐色粘土層で

ある。層厚は最大150cm以上にもおよぶ

が、!日来の沢すじへの斜面部(1区北東

部)では極めて薄くなり、消滅する o N 

層上部は風化が進み、粘土がブロック化

している (Na層)0旧石器時代遺物はIII

層およひ、Na層から出土する。またNa)習

中において白みがかった土腐のちぎれ・

うねりが観察され (Na層)、!日石器遺

物の集中する傾向が見られた。 y層は段

丘の基盤である砂層である。上部はラミ

ナのよく発達した細粒砂層であるが、膚

!享100cmを超える下部では国結し、一部

は砂岩化するようになる(第4図)。

Hニ 25.400m 1 

。

:::::::::0":渋泣辻と:::::::::::::::::::::::::::::::::・:・....

一人

-e一・一・一人・

---vv-一
人
-
一
人 2 m 

第4悶基本土層関

13 



第4章調査の記録

本遺跡の基本膳序は次のとおりである。層序@層厚はLS73グリッドの断面を基準とした。

I 層 黒褐色シノレ卜 (10YR2/3)地山粘土中粒中量含む;耕作土

II 層 黒褐色シノレト (10YR2/3)地山粘土小粒中震、炭小粒少量含む

III 層 階褐色シルト(lOYR3/4)地山粘土大粒中量、炭小粒少量含む;地山漸移層

Na層 黄褐色粘土 (10YR5/6)粒径15mm程度に風化、間くしまる

Na'層 Na}習に細粒白色土を中量含み、極めて間くしまる

Nb層 黄褐色粘土 (10YR5/6)やや粘性あり、閤くしまる

Nc層 明黄褐色砂質粘土 (2.5Y6/8)V層砂を少量含む、よくしまる

Va層 明黄褐色粘土質砂 (2.5Y6/6)N層粘土を少量含む、国くしまる

Vb層 にぶい黄色細粒砂 (2.5Y6/4)間くしまる

Vc層 灰オリーブ色細粒砂 (5Y5/2)ラミナ発達、間くしまる

Vd層 灰オリーブ色細粒砂 (5Y5/3)固くしまる

Ve層 浅黄色中粒砂 (5Y7/3)一部砂岩化、極めて悶くしまる

第 2節検出遺構と出士遺物

家の下遺跡で検出した遺構は、竪穴住居跡4軒、竪穴状遺構3基、土坑63基、フラスコ状土

坑120基、土器埋設遺構8基、石間炉3基、焼土遺構48基、溝状遺構2条の251を数える。各遺

構の構築時期は、遺物の出土がなく不明確なものもあるが、概ね縄文時代中期中葉から晩期中

葉までであり、主体は中期後葉から後期前葉と推定される。遺構の分布は、 I区北東部(緩斜

面部)と II区北部、すなわち台地北~北東端部に集中する。逆に台地中央~南部の 1 • II 

側とIII区は諌らである。

1 .竪穴住居跡

竪穴住居跡は、 I区で2軒、 II区で2軒検出した。 1区の2軒は、住居の周壁を確認できず、

柱穴や炉の配置から判断した。遺構の纏認面は、 II区S1273が第III層地山漸移層である以外

は、削平された地山町である。出土遺物から導き出される時期は、 S183が中期中葉、 S121 

9・273が中期後葉、 S192が後期前葉である。

S 183住居跡(第9・10図)

I区LQ. R66 ・ 67 グリッド周辺で確認した。径25~45cmの円形を呈する柱穴状ピット (p

1 ~21) が惰円状に巡り、内部に地床炉と考えられる焼土が分布することから住居跡とした。

規模は、柱穴問の距離で、長期h約13m、短期!J約4m となるようであり、柱穴配置から

14-
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第4章調査の記録
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第4章調査の記録

住居間側では一部建て替えも考えられる。長軸方向は概ね北西一南東にとる。各柱穴はその深

さが20crn未満の浅いものもあるが (P7・17など)、 P2・4・5・6・12・13・21は60crn以

上のしっかりした掘り込みを有する。柱穴で閉まれた内側には焼土・土坑がそれぞれ3基、土

器埋設遺構1基が位置する。このうち、焼土B.Cはその配置から住居に伴う地床炉であった

可能性が高い。焼土Bは一辺約50crnの不整形、同Cは長さ90crn、帳50crn程の精円形を示すO 焼

土Aを含めた 3基の遺構は、向上田が平坦で悶結しており、この面が住居の床面にあたると

えられる。その他、土坑 (SK55・91・96) と土器埋設遺構 (SR83B)は本住民に伴うのか

否かについては明らかではない。

遺物は柱穴内での出土はなく、柱穴P4から焼土A'C周辺の床面相当膚で縄文土器がやや

まとまって確認された。第72図 1・2であり、これらの土器が本住居に伴うとすれば、その構

築時期は中期中葉となる。

S 192住居跡(第11図)

I区LS69グリッド周辺で確認した。 S 183の北西側に位置する。径20~40crn程の柱穴状ピッ

トが特異な土器を伴うピットを中心にほぼ円形に配置されており、住居跡とした。規模は柱穴

問の距離で直径が3.6~4 m程で、ある。各柱穴は確認面からの深さが1O~43crnであり、平均の

深さは、 P1~9 まで、で、20crn となる。中央に位置するピット (P 0) は、径20~25crnの円形を

呈し、深さは約20crnで、ある。ピット確認面上には小さい土器が正立状態で検出された。土器は

接合の結果、最大径12.5crnの細口の壷形土器(第72図4)となり、しかも胴上部で切断された、

いわゆる切断土器であることが判明した。 4は口縁部と底部は欠落し、器外面には赤色顔料が、

内面には漆状の付着物が見られる。土器を埋納したピットには、焼土は含まれず、また土器自

体の特異性から、一般的な住居とは一線を画すると考えられる。

S 1219竪穴住居跡(第12図)

II区MN78グリッド周辺で確認した。 SK229と重複するが、新fE!は不明である。規模は東

西3.4m南北2.8~3.1mの不整円形を呈する。周震は緩く立ち上がり、その高さは25crn前後で、

ある。床面はほぼ平坦で竪く締まる。中央からやや東よりには炉が築かれる。正立させた土器

を埋め込み、10crnほど、離れた東側に周堤を伴う浅い土坑が掘り込まれる。両者で一対となる複

式炉の形態をなす。土器は深鉢形であり、確認面で、の径が26crno 土坑は幅、高さとも10crn前後

の粘土帯が径約35crnの円形土坑の外周に貼付けられる。粘土帝と部から坑底まで、最深で、15crnで、

ある。床面あるいは周壁面には径・一辺が 5~30crn程の円形・惰円形の柱穴状ピットが10数本

掘り込まれる。主柱穴やその配置は不明確ではあるが、床面西側に集中し、中央に向かうよう

に斜めに掛り込まれている。

住居内の出土遺物は、炉に埋設された土器を除くと、土器類は縄文土器破片が少量と土偶が

20-



第2節検出遺構と出土遺物
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第4章調査の記録

1点である。土偶 (120)は、住居の中央やや南西よりの扇平な台石に隣接する{立置で確認さ

れ、床面より約10crn浮いた状態で出土した。

S 1273竪穴住居跡(第13図)

II区M1 73グリッドで確認した。住居中央にSN267焼土遺構が位置するが、これは住居が

完全に埋まった後に形成されたものである。 住居は東から南側の周壁の一部を検出しただけで

あり、標高は南側で、最高36crnで、ある。西側の壁は水田造成のj擦に削平を受け確認できなかった

が、北側については精査によっても検出はできなかった。残存部分から南北3.8m以上、東西3.

2m以上の規模を有する。床面はほぼ平坦であり堅く締まる。床面から窪約1. 3~1.4m、深さ

0.2mの円形土坑が掘り込まれ、南端には土器を埋設した小土坑が位置する。土器に隣接する

北側の土坑底面は径30crnの範闘で、焼けており、両施設で住居の炉としての機能を果たしていた

と判断した。埋設士器は底部を欠落させた深鉢形土器(第73図7)を正伎に納め、その周りに

別個体の土器破片を突き刺すようにして並べている。この土器は接合の結果、 2個体分 (6 • 

9)あることが判明した。柱穴状のピットは4個確認したが配置などは不明である。

:炉に使用以外の出土遺物はごく鎮かである。 11の小型壷は、炉前庭の円形土坑内より得られ

ている。また 8は、住居確認面出土で、あり、

もしれない。

2.竪穴状遺構

中で確認したSN267焼土遺構に伴う遺物か

竪穴状遺構は I区で3基確認した。遺構は竪穴状の掘り込みと平坦な床面を有するものの、

炉・焼土・柱穴等を検出できず、住居と断ずることのできなかったものをまとめた。

S K I 4 (第14図)

LM58グリッドを中心とする位置で確認した。遺構の東側は開田時の削平により失われてい

る。検出できた規模は、南北が約4.4m、東西は3.2m(以上)であり、偶丸方形を呈していた

と推定される。度高は10~30crnあり、床面はほぼ平-坦であるが、全体的に東側に向かつて緩く

傾斜している。床面あるいは壁際に柱穴状ピットが16基認められるが、 P1 • 4 (径35~40crn 、

深さ30crn前後)以外は径が25crn未満で、深さもおよそ10crn未満で、あり、柱穴配霞は明確ではな

い。遺構内出土の遺物は確認できなかった。

S K 123A (第22• 23図)

L L69グリッドで確認した。 SKF22Bと重複し、これを切って構築している。規模は東西

3m、南北2.7m程の111各円形を呈する。確認聞からの深さは20crn前後で、ある。床面には東四1.4

m、南北1.2m、深さ0.15m偶丸方形の土坑が掘り込まれており、本竪穴に伴うと判断した。

その他にピット等は検出できなかった。遺物は土器の小破片が数点出土しており、後期前葉の

ものと思われる。
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SKI4竪穴状遺構第14図

(第22図)S K 1238 

した。両者の重複の有無、新11ヨは明らかS K 123Aに隣接するL L69グリッド、

との関係は不明であるが、後し、前2ではない。また SK F 22 A • 22 B • S K 89・90と

2者は本竪穴を切って構築している。規模、形態は、北側・東側で壁を確認できず不明確では

4m  以上の比較的大型の竪穴状の施設となる。確認面から床面まあるが、南北3m以じ

での深さは1O~25cmで、ある。その他、柱穴状ピット等は検出できなかった。また遺物の出土も
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調査の記録第4章

土坑@フラスコ状土坑(第16~65図)3. 

も検出例の多いものである。土坑63基(1区33、II匹23、本遺跡で確認した遺構のうち、

フラスコ状二l二坑120基(1 区92、II区28)を確認した。両者の識別は、断面形態によIII区7)、

る。すなわち前者は、断面が円筒状あるいは鍋底状を呈し、基本的に口径より底径が小さいも

これら遺構の口径より底箆が大きいものである。の、後者は袋状あるいはフラスコ状を呈し、

検出位置、規模、形態、出土遺物等については、以下に表形式でまとめる。なお分類の項には、

土坑の形態、底面における柱穴状ピットの有無やその位置・配置などからイ~トに類別し、

載している。第15図に模式図を示しであるので参照いただきたい。

イ:フラスコ状の土坑であり、底面が第V層(砂層)まで掘り込まれる類。

D:フラスゴ状の土坑であり、底面が第W層(粘土層)ヰlに収まる類。イより一般に浅い傾向
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ハ:フラスコ状の士坑であり、底面に柱穴状のピットが掘り込まれる類。底面は第V層まで達

する。中央に l基のピットをもつものをハ 1、中央と周壁寄りの 2カ所にピットをもつもの

をハ 2とする。また 1基のピットをもつが中央からずれて位置するものをハ-3とする。

ニ:フラスコ状の J二坑で、あり、底面から更に士坑・フラスコ状 ~I二坑が掘り込まれる類。子持ち

フラスコとでも称することができる。底面は第V層まで達する。

ホ:円筒状の土坑であり、平面はほぼ正円形を呈する類。底!剖は第W層中に収まる。シノレト

士で、人為的に煙められている例が多い。

へ:径 1~1. 4m程の円形あるいは略円形を呈し、壁際に小ピットが 4~5 基掘り込まれる類。

底面は、第W層中に収まり、士坑の掘り込みはイ~ホに比べて浅い。

ト:イ~への分類に納まらない土坑をまとめた。形態的にはへ類型で小ピットをもたない円形

土坑も存在するが、大部分は不整形で底面も平坦でない場合が多い。

チ:重複@削平などにより上記分類が不能のものを本類とした。

遺構観察表
挿図No.
図版No.
グリッド

重複

遺物

時期

凡例 (数字は単位cm)
遺構の平面・断面関の掲載挿関番号を示す
遺構の写真図版の指載図版番号を示す
遺構の検出位震を示す

は旧→新、(番号)は推定、?は新!日関係不明を示す
~-J]は出土遺物が無いことを示す
『土器(時期)J]は出土土器の帰属時期を示す
『土器』は出土土器が磨滅し、帰属時期が不明なものを示す
[数字]は出土遺物の実測図番号を示す
遺物の出土状況から遺構の帰属時期を決定した

ゴニ坑観察表 凡例 (P28~35 、 P72~75)
口径 『購XAJ]は長径×短径、(数字)は推定値を示す
深さ (数字)は上部が削平された土坑の深さを示す
分類 本文および第15図を参照
備考 ~:l:里TJ]は地山 (N. V層)士を用い、確認、面まで人為的に埋められた土坑を示

す

『貼』は地山V層まで掘り下げ、埋土最下層が堅いシノレト質土で貼られた土坑
を示す

時期 遺物の出土状況から遺構の帰属時期を決定した
?は埋土中の出土土器の帰属時期を示す
は出土土器が無く、帰属時期が不明な士坑を示す

土器増設遺構観察表凡例 (P90)
土器No. 埋設土器の実測図番号を示す
掘込面 遺構の確認面土層を示す
到達面 遺構を掘り込んで到達した土層を示す
供伴遺物 埋設土器内からの出土遺物を示す
時期 埋設土器の帰属時期を示す

焼土観察表凡例 (P91~92) 
確認面 焼士の確認面士層を示す
到達面 焼土の到達した土層を示す
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重複

SKF 1 I 18 1 6 1凶 62 1 230X200 1σ中 |ハ IJmN，lliI

~ 18 6 I LM60 ド30X 220 ¥(112阿国各円形 |ィ|貼

土器(後期前葉)，条IJ片 |後期前葉?

SKF 3 I 1児8 6， 1日1¥ 悶山6印o 1い1即7河伽0似X16ωo ¥(トい川(1ω仙削叫1ロm削叶2幻却21)1υ1)1川| |ハ|

土器[12，32J (後期中葉)，剥片;蝶;原石

SKF 6 トι17 6 ¥ω6い50X 220 ド531叫略円形 |ィ|

土器[33J(中期中葉)，石錘[160J;剥片 1 "ド期中葉?

SKF 7A I 19 I LR 71 150X140~叫略円形 |ィ|

土器[34，35J(後期前葉)，削器;剥片;膿 |後鵬?

~ 19 ¥ LR 72 70X60 ~50 I楕円形 ¥1' I 

土器

~ 17 6 ¥ LR 68 120 12:ド301円形 |ロ|

土器[13，20，21J(後期中葉)，長Ij片，黒躍石

SKF 21A I 20 6 山 o 1 150 I 84 1150 1円形 IS附 Aヤ SKF21B
1
1 
¥ 

土器(後期前葉)，磨石;凹石;剥片;牒;原石 |後鵬?

SKF 21B I 20 - ¥山o I 130 ¥74ド301円形 |ィ|

土器(後期)，暦若;凹石;剥片;牒;原石 |後期?

SKF 22A 12川一|山9 1 (120) 1(50)¥叶目印 i畑 6A→); SKF22B?;SKI23 1 ，( 1 

土器(後期初頭~前葉)，剥片;礁;)京石，黒曜石[129J |後期初日葉?

SKF 22B 122，23 山 9 1 (附ド43)11ω|岡山 1 SKF22A?;市KI山 |ハ|

土器[22J(後期初頭~前葉)点IJJ十;牒;原石，黒曜石[128J (後期l初頭~前葉?

~ 17 山 8 1 170x 150ト54)1190 1構円形 1 (->SK31) |ィ I Jm VJJ~
土器(後期)，1珠 l後期?
~ 24 11 1山 9 1 (150) 1050川楕円形

1
1 
1 

土器[14J(後期・晩期中葉)，出Ij器[130J;石錘[161J;磨石;台石;奈Ij片;陳，円盤状土製品[121J

SKF 26A 124，25 7 山 9 1 (川 I(叫川楕円形 i歩S悶 |ィ|埋W

土器(後期前葉)，削器;長IJ片 |後脚

SKF 26B 124，26 7 山 9 1170X150 1(82)1叫|明丸方形 1 SKF26D→叩6印刷G-> iィ|従i
土器(後期前葉)，融石;磨石;台布;長IJ片;牒，土偶[118J i後鵬?
SKF 26C I 山 9 1 (-) 

|叫叫 |ィ|

土器(後期前葉・晩期中葉)，剥片，原石

-28 
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重複

SKF 260十4，261 6，7 1 LM 69 1 (150) ド56)11601- 卜SKF25;→SKF26B;SKF26C→;SKF25H? |ィ|
土器[36，37，38，39J(後期前葉・晩期中葉)，条1]片;礁;原石

SKF 26E I 24，26 1 7 1 LM 69 1 仰) 1(98) 1叫略円形 IS闘いSK四回 |ィ|埋W
土器(後期前葉)，削器[131J;剥片 |後期前葉?

SKF 26F I日 1 7 1 LM69 1 (150) 1(77)ト501楕円形 1 SKl-<'Z6A→;→SKF26B |ィ|埋W
土器(後期前葉)，磨石市1]片;牒 |後期前葉?

SKF 26G 124，261 7 1山 9 1 ( -) いい |→SKF26E;→SKF26B |ィ|
土器[40J(後期前葉)，長1]片;陳;原石 |後期前葉?

SKF捌 124.251 7 1山 9 1 (160) 1(107川附杉 |ィ|
土器，謄石[162J;石核，長1]片

SKF 261 24，251 7 I山 91130 X 110ド巾 lイ 1埋W
土器(後期前葉)，長1]片 |後期前葉?

~KF 27A I 27 1 7 1 LO 69 1 (200) 1(17い |ハ21
土器(後期初頭~前葉)，石鎌[132J;箆状酒器[133J;台石;長Ij片，牒 |後期初頭~前葉?
SKF 27B 27 1 - 1凶 69 1 (1刷ド02)ド1011略円形 1 SKF2山 SK肌→ |ィ|
土器[41，42J(後期初頭~前葉)，石銑[131J;箆状石器[132J;奈1]片;瞭 |後期初頭~前葉?

~~F_2~ 27 1 - 1 LN 69 1 (110) 1ゆ1)11沖 卜SKF27B;SKF27D→ |ハ|埋W

~ 27 1 1 LO 69 1 (川 1(65)11501略円形 |ロ|馴
土器(後期前葉)，長1]片;礁 |後鵬?

SKF 28A I 21 1 7 1 LR 70 1180 X 170 115812仲間彩 |ハi
土器[山，山品](後期初頭~時);袖珍土器[凶削器凶日5;臨;枇

SKF 28B I 21 1 7 1 LR 70 1 120 1 94 1叶円形 |ロ|
土器(中期中葉・後期前葉)，長1]片

~ 23 1 |山8 1 120 ト21)1120 1円形 11' 1 

~ 23 1 7 1山 8 1130 X 120 1ω巾 |へ|
土器(後期前葉)，制片，陳 |後糊?

~ 17 1 1 LM68 1側十29)170 1 1 (SKF24→) |卜|
土器(晩期中葉)，剥片

~ 23 1 |山31140 Xl30 1 (38) 11巾 |へ|
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SKF 33A 128，29 1 8 1山 o1 (150)ド331叫略円形 |叩B歩S肌 |ィ|

土器(1晩期中葉)，長IJ}十

SKF 34A 30，31 1 |山11 (180) 112712巾円形 |→SN34B; SKF34C内部目的川6 |ィ|明

土器(後期前葉)，石錐;箆状石器[136・137J;磨石[163J;長11片;牒 |後鵬?

SKF 34C 30，31 1 一) 1叫 301構内形 |→SKF34A-'S問→SKF34D |ィ|

土器(後期前葉)，石錐;箆状石器[135・136J;剥片 |後鵬?

F 340 130，31 1 8 1 LO 71 1 (190) 卜0912内四 1 SKF34A?;SKF3 

土器，石錐;箆状石器[135-136J;石血[169J

SK 34E 130，31 1 |山11 (捌 152卜101略円形 |ト|

SKF 35A 120，21 1 8 1山 o1 (120) ド531叫略円形 1 SKF35Bシ;氾KF21 |ニ|馴貼

土器[46]，石核;長11片;操

SKF 35B 120，21 1 - 1山 o1 90x80ト451叫略円形 |ィ|刷

土器，礁

SK 36 I 26 1 8 1 LP 68 1川 01341801略円形 |へ|間出土

土器(後期前葉)，剥片 |後期前葉?

SK 37 I 26 1 8 1 LP 70 1 100 138 190 1円形 |卜|

土器[25，47J(後期前葉)，石肌;長11片;牒，鐸形土製品[117J |後脚

S府 38126181山 11 側 155 1140 1略円形 |ロ|

土器(後期前葉)，石匙[138J;砥布;奈IJ片 |後期前葉?

SKF 39 I 32 1 1 LO 71 1川 o11871叫楕円形 |ハ|馴

土器

SKF 40A I 33 1 11 1 LO 71 1 9ω  |叫901略円形 1 Sl叩→;SKF39? |ロ|

土器[15J(後期前葉・晩期中葉)，石皿;剥片

SKF 40B I 33 側 11351叫 i印 iニ|埋W
土器，剥片

SK 40C I 47 1 1 LO 72 側 124180 1略円形 1 (→SKF7lE |卜|

S府川|川 1 - 1山 21 180x 150 1叫 601楕円形
1
1 
1 

土器(晩期中葉)，削器[139J;敵石;凹石[164J;剥片;瞭;原石 |酬葉?

SKF 42 J 28 1 - 1山 o1 (捌|叫叶楕円形 |ィ|

土器(後期前葉)，謄石市IJ片;礁;原石 i後期

-30 
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SKF 43 I叶 90 161 1子小形 |ィ|

土器，剥片

SK 科 I~I 1 L070 Illo~ 川 ω| 達磨形 lト!
土器(後期前葉)，長IJ片;瞭 |後期前葉?

~ 18 l 山~X150 1(98)1叶略円形 |ハ|引鮎

礁

SKF 46 I 29 1 9 山 11 川ド371叫円形 |ロ l
土器(中期中葉・後期前葉)，剥片

~ 29 1 9 I日 71I (間)ド2111巾円形 !ホ l
土器(前期後葉?・後期前葉)，箆i犬石器;削器[141J;石核;長IJ片 l後期前葉?
SK将 I 32 9 山 1I 90 1361801円形 11' 1 

土器，剥)十

~-=I |山o1 80x70 ド~J 叶円形 |ロ i
土器(後期前葉)，揖器;長IJ片 l後鵬?

~-=-I |ωo 1 90 ド05叫円形 lロ|

~ __:_I 1 LQ 68 /130X~ ド~楕円形 /1' 1 

土器(後期前葉)，長IJ片;傑 |後鵬

~ -=-J 9J山 :_I80 22 1 70 1円形 |卜 l

S~.;~-J- 34 略
|ホ|

土器，剥片;1球

SK ;~]~I 1 LQ 67 1 (削ド~_I~ 略円形 lトl
土器，蔽石;磨石，際

~~ 1 LP 66 1 川~..I …間M |ト|

土器，剥片

~J35191 山1 1150 X 120 ド必ド市 1 { 1 

土器[48J(後期前葉)，1蚤器[142];長IJJ干 |後期前葉?

SK 57 Iぉ| |山2 い 74 卜~I 楕円形 lホ(
土器

SKF 58A 12=J |山o1 (削|叫巾円形 |山川;(->SKF58B) |ィ|

土器(後期前葉)，奈IJ片 |後期間
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重複

SKF 58B 28，29 1 |山o1 (170) 1叫201略円形 1 (SKF58Aけ
1
1 
1 

SKF 59A 136，37 1 1 LO 72 1 300 X 210 11751判惰丹形 1
1 
1 

土器[49J(中期中葉・後期前葉)

SK 5胞 136~381 |山2 1 (-) 11川一 1- |少SKF59川市船 iチ|
土器

SKF 59C 136~381 9 山 72 1 (-) 1叫-1- 1 SKF59D→→SKF59E;S附ワ |ハ|
土器(後期前葉)，石匙[149J;長IJ片 l後期融?
SKF 590 I日 1 9 1山2 1 (370) 1190ド501楕円形 IS悶→;叩 |チ|
土器(後期前葉)，長IJ片;牒 |後期臨?

SKF 59E 13~~81 9 I山2 1 ト~_180 I I |千l
土器(後期前葉) |後期締?
SKF 59F 13ト 381 1 LM52 681叫楕円形 ISKF肌 SKF59D? |ィ|埋V鮎

SKF 61A I 39 1 9 1 LO 70 1 (300) 1吋01略円形 |→SKF62→SN61ト叩 |ハ|埋W
土器[26，50J(中期中葉・後期初頭~前葉)，石槍口45J;石匙[144J;禁IJJ十・瞭・原石

SKF 61 C I 39 1 - 1 LO 70 1 付|叫201 |チ|
条IJ片;牒

SKF 610 I 39 1 |山o1 (一) 1531 -1 |千|
剥片;1喋

~~~~ 39 1 9 1 LO 70 1側ド351叶円形 1 i 1 

土器[51，52，53J(後期前葉・晩期中葉)，石槍[146J;制片・牒

~~~~38191 ぬ 73 1 (川 1851州i叩 |ロ|
土器[54J(後期前葉)，石蟻[147J;景IJ片 |後期前葉?

~~~_6~~_I 40 ， 41 1 11 1山 11 (-) 190 1 1 ISKF附
1
1 
1 

土器[16J(中期中葉;北陸系・後期前葉)，削器[148J;長IJ片;陳

SKF 64B 40，41 1 - 1 LM 71 1 ( -)ド221 1 l→S山 ;SKF64C-> |ィ l
長IJ片;牒

SKF 64C 140，41 1 |凶71 1 (-) 1971叫 |→SKF64B;(→S剛山KF64J? 11 1別

静、

SKF 640 140，41 1 10 1山2 1 290 X 240 1叶刈楕円形 11 1貼

土器[27J(中期中葉・後期前葉)，石槍[149J;石錘;磨石;剥片;牒
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第2節検出遺構と出土遺物

SKF 64E 140，41 1 1 LM 71 1 ( -) 1 91 1 -1 |ィ|

傑

S府 64F140，41 1 |山11 (-) ド1811601楕円形 lィ|埋N
土器，是Ij}t;蝶;)京石

4G1421-1山 11 (1制ド331叫略円形 |ハ|刷

剥片;牒，原石，

SKF 64H 140，42 1 |山11130 X 120 1120 1州 1 (S剛 c->);S剛

土器[55J(中期前葉)，剥片;際 |中期前葉?

SKF 64J 140，42 1 - 1山 2 1 付 1741叶- ISKF附 SK日4H?;SKF64K?叫ワ iチ|埋V
土器，敵石;剥片;陳

S府側 140，421 1 LN 72 (附 181 -1略円形 IS肌印刷J? |ィ|

牒

叫し 140，421 |山2 1 付 38 -1 |制叩 |チ|

剥片

SK 66A卜4，451 10 1山 3 1 140X 130ド271 IS邸6B->;SKF砂 |ホ|

土器[17，28，29J (後期初頭~前葉)，掻器[152J;削器[149J;剥片;牒 i後期初頭~前葉ワ
~ 44，451 10 1山 3 叫略円形 iホ|

石匙[150J;掻器[151J;謄石[167J;長IJ片，

SKF 66C 144，45 1 - 1山 3 1150 X 120卜6311判精円形 |制6B?叩倒;S蹴→ |ィ|

土器[18J(中期末~後期前葉)，石槍[151J;損器[153J;磨石[168J;[1:1]石;剥片 |中併後期前葉つ

SKF 66D 144，45 1 1 LP 72 (130) ド19 i叩 66B叩 66A lロ|
土器[30J(後期前葉)，長IJ片 |棚葉?

SKF 66E 144，451 1 LP 73 山 0011351叫惰円 IS附 C→SKF66B→→SK向日 |ロ|

土器[56J(後期前葉)，掻器[152J;剥片;瞭，黒隠石 |後鵬?

SKF 66H 144，46 1 10 1山 3 1 (削 1801叫略円形 |制6い;(→SK78D) |ハ|

剥片

SKF 661 1 44 1 |日 73 1 (川 146ド201橋円形 1 SKF66E?叩 66H |チ|

剥片

SKF 67A I 35 1 - 1 MA71 1 (130) 18411501略円形 |ロ|

土器(後期初頭~前葉)，石槍[155J;石鍛;石錐[154J;条IJ片 i後期l初頭~前葉?
SK 678 I 35 1 1 MA 70 1 90 X 70 1 21 180 1楕円形 1

1
' 1 

石拾;石鍬;剥片
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第4章調査の記録

SKF 68 I 42 1 10 1 MA  71 1 (21川3012001略円形 |ハ21埋W
長1]片

SKF 69A I 43 1 10 1山o1 (140) 171 1叶略円形 |ィ|
土器(後期初頭~前葉)，剥片;磯 |後期初頭~前葉?
SKF 69B I 43 1 10 1 LL 70 1 (140) 11461160 11略円形 |ハ|貼
土器(後期前葉)，剥片;礁;原石 |後期前葉?
SK 70A I 43 1 - 1 LL 70 1 (1側 130 190 1略円形 |ト|
際

SKF 70B I 43 1 - 1山 lい50X120ド101判楕円形 |ィ|貼
土器

SKF 71A I 47 1 11 1 LP 72 1即 10011061吋惰円形 |ィ|
土器(後期初頭~前葉)，打製石斧;剥片;瞭 i後期初頭~前葉?
SKF 710 I 47 1 - 1 LO 72 1 (-) 186 1 -1構円形 |→SKF71A; SKF71E |ィ|埋W
土器(中期中葉)，剥片

~~~ 47 1 - 1山2 1 (-) ド151-1楕円形 1 (SK40Cけ;SKF71D |ィ|埋W

~ 43 1 - 1 LS 70 1 110 x 80 123 11川楕円形 |卜|
土器[57J(後期初頭~前葉)，箆状石器[156J;謄石;長1]片 |後期初頭~前葉?
SKF 73A I 47 1 10 1山31180 X 170 11リ |ィ|

SKF~ 48 1 - 1山o 1 (110) 1咋川円形 |叩4B;SKF74C? |ハi
土器[31，78，59J(中期中葉・後期前葉)，長Ij片

SKF 74B J 48 1 - 1山o1 (100) 164 1叫臥方形 1SKF74Aシ |ロ|
土器[10J(中期中葉・後期初頭~前葉);袖珍土器[124・125]，剥片

~_~~2_~ 48 1 - 1町 o 1 (-) 1叶| |チ|

SKF 75 49 1 10川1M胤A67 1い(札佃畑棚l凶m附6ω刷0ω)十198咋|ド2州2却川0川| |ロl
土器[60，61J(後期前葉)，長I]j十 |後醐
~~F 77 j 49 1 |山4 1 130X110 166ド401楕円形 |ハ|

SKF 78A 44，461 10 1 LO 73 1 (150) 180 1 1楕円形 1 SD66G-'; SKF78C? |ィ|
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第2節検出遺構と出土遺物

SKF 78B 144，46/ 10 /山4 1 (酬ド051叫惰円形 |ィ|

SKF 78C 144，46 I I LO 73 I (-) 1叫| Is閉山 S鵬→ |チ|埋N

SK 780 ト4，461 10 1印 74 1 (150) 1351140 1精円形 1 (s肌わ);SK78E歩 |ィ l
土器[62J(中期中葉) |中限?
SK 78E I 44 I |山4 1 (nO) J ド~ |部川町即 |チ|

SKF 84 I 50 11 1ω1  1130 X 120 1 (紛)116011;町形| |ィ|貼
石匙[159J;長11片

~ 山11 110XIOO I 昨 0/'日刊 |ニ|刷
土器

~ 5~- 1 LQ63 1 (130) I(叫201略円形 |ロ|
土器

~ - 1 LO 57 1130 X 110 1ω巾 |ホ|

SKF 88 I 5~10 I LP 73 I (-) I I I |チl

~.2~1 山8 90x80 十22)180 /，日 |叩3B歩) |卜|哩V

~2~ |山~50)Jω~ 川円形 l叩3B→) |卜|

~9，~- I山71川 0133/80/情円形 11' 1 

土器

~ 9，10 - 1 LR 67 90x50 120 1川楕円形
/1' 1 
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ワ旬

7.5YRZ/l 炭中粒中最

7.5YR2/3 炭小粒
焼土小粒中量含む

7.5YRZ/l 炭中粒中量;
焼土小粒少量含む

7.5YR1.7/1 炭中粒少
焼土小粒少量含む

lOYR2/3 炭中粒多
燐土小粒少量含む

lOYR2/3 炭大粒多
地山粘土大粒少量含む

7.5YR3/4 炭大粒中
地111粘土大粒多量含む

オリーフ'褐色 7.5YR4/4 や
やしまる 地山砂ブロック
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S 183 P 10 
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SKF6 

第 2節検出遺構とI:Uj二遺物

SKF8 

1 黒褐色 lOYR2/3 締まり強地山粘土少量
含む
i務m色 lOYR3/4 地山科i士:多量に含む
黒褐色 lOYR3/2 地UJ粘土・炭化物多監に
含む

4 3謄より炭化物多く含む 土器・臣告も含む

2.5Y4/4 炭中粒少量含む

lOYR3/4 地山粘土中粒中量含む
吉む

3 オリーブ黄色 5Y6/4 炭中粒少量含む 地
JlJ長b
4 オリーフ'褐色 2.5Y4/4 池山粘土大粒少量
含む 3を中盆含む

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・，~~-- _.，.・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 踏褐色 lOYR3/4 地山粘 iτ大手立/レ量含む
3を極少量含む

・...............................ー ・・・・・・...................................................-.....・..・........・..・ ・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー"・・・・・・・・・.....・............................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・..........................................・・・・・・・・・・・・・・...............................................................・・・・・・..・..・・・・・.............................................・・ .・・...............................................................・・・・・・....................................................・..・.・...................................................曹・・..........................................................・.............................. 6 オリ 7':f{J1色 2.5Y4/4 地山砂二次堆績

SI83P10 

1 褐色 lOYR4/4 地l幻粘土多量に 炭化物少量
含む
2 1情褐色 lOYR3/4 地山粘土・炭化物やや多く
含む
3 H青褐色 lOYR3/3 -f位ほど締まる

営 SKF8
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調査の記録

SKFl 

第4章

一一一-25. 2()() r日
一一一-25.200川

J三三フニL斗斗」
三三:日..以:-:-:-:-:.Cぷ77717111111FTfjjj:;:;:

三長三=主二三;-11:::::::
SKF45 
1 11音褐色 lOYR3/3 炭小粒多量含む 地山
粘土小ブロック多量含む
2 ~実褐色 lOYR5/6 よくしまる 地山粘土
3 黒褐色 lOYR2/3 炭中粒中量含む 地山
粘土中粒少量含む

D A
V
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、y "" ~てグ'
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¥， 、，、11 け
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m 2 ini 検IILi立構と11¥1-.]立物

SKF7A 
l 黒褐色 10YR2/3 炭化物少量地
山ごく少量含む

陪褐色 10YR3/4 地l幻粘上多量に
含む
j黒渇色 lOYR3/2 地111粘土・炭化
物多量に含む
にぶい演渇色 lOYR4/3 池山粘土
二次堆猪

黒褐色 10YR2/2 地山粘土・炭化
物やや多く含む

6 明演褐色 10YR6/8 竪く締まる
地山粘土フロソケ

7 黒褐色 lOYR3/2 炭化物少量
地山粘土ごく少量含む

8 明資褐色 10YR6/6 i也山粘土二次
権積
9 オリーブ黄色 5Y6/4 地111砂二次

h 土佐僚

一二こ 10 黒褐色 lOYR2/3 地山土含まず

む含多やや物Lru
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SKFl 
1 r情褐色 lOYR3/4 炭化物少量含む
地山粘土と1I1護士の混合

資褐色 lOYR5/8 地山粘土二次段
償
黒褐色 lOYR2/2 地山粘土やや多
く含む
黒褐色 10YR2/3 地山粘土やや多
く(3層より多)含む

褐色 10YR4/6 地山粘土主
11音褐色 lOYR3/3 地山砂と[]層土
の混合貼床か

「

D
f
o

A 
一一一-:!S.400111

b-----~よ一一一\\\~(n?
10YR2/2 炭化物ζ く少量含む
10YR2/3 地山粘土やや多く含む
10YR3/1 地111粘土・炭化物やや多く含む

地山粘土二次堆積

地山粘土と61'脅土の混合
10YR3/1 地山粘土やや多く含む
2.5Y3/2 砂層と6層土の混合
lOYR3/1 地山粘土と6腐土の混合
lOYR5/8 締まり弱 地山粘土二次Jj上積
10YR3/4 池山粘土と6唐土の混合 炭化物やや多く含む
lOYR2/1 

10YR3/2 II層相当土に地山粘土と砂層土・炭化物 混じる
lOYR4/6 地山粘土:二次土佐積
リ』ブ'褐色 2.5Y3/3 竪く締まる

SKF3 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 

SKF2 
1 褐色 10YR4/4 炭化物少量含む 地111粘土多盆に
2 黒褐色 10YR2/3 地山粘土・炭化物やや多く含む
3 褐色 lOYR4/6 炭化物やや多く含む 地山粘土多量に
(1層より多)

4 黒褐色 10YR2/2 地111粘土・炭化物やや多く (2層より
少) 含む
黒褐色 lOYR3/1 地山粘土・砂・炭化物こく少量:含む
黒褐色 10YR2/3 炭化物少量含む 地山粘土やや多く
褐色 10YR4/6 J也山粘土多震に含む
す有褐色 10YR5/6 地山粘土主 主主色シノし卜質土が筋状
に入る

時有褐色 lOYR6/8 士山山粘土主 黒色ンノレト質土が筋
状に入る

1011音褐色 10YR3/Ll 締まり弱 地JlI粘土と II層土の混合
11 黒褐色 10YR3/1 地山粘土・砂・炭化物こく少量含む
12 黒褐色 lOYR3/2 堅く締まる 地山砂と[]隠土の混合
13 1情褐色 lOYR3/3 ~く締まる 池山砂とrr謄ごlニの混合
底箇(砂層)が凹f111しており12・131習で貼床したものと思
われる II層相当土と紗J習土の混合

SR7C士器埋設遺構SK7B、
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B 

8 

D 
9 

10 

11 

12 

る
13 t也LU (N!習)
14 精褐色 7.5YRL1/4 
地iお粘土大粒多量含む
貼っている
15 褐色 7.5Yl 
山砂ブロソク

粘性あり
16 陥褐色 7.5YR4/4 
地山粘土中粒多量含む
粘性あり
17 黒褐色 7.5YR3/Z 
池山砂ヰI量含む

第20図土坑 (4-1) S K F 21A . 21B . 35A .35B 
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第2節検出遺構と出土遺物

S K F35B 
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-
-
-

-・・.....................・.................................・・...........・-・・・・・・・・ー・・・・・・・・ー・・・・・・・・・.........・.・・・..........................・ ・..... ・・・・・・..............・.・・・..........................・・・・・・・・.......・・・・・・・・・・・ ••.. 
SKF35A 
I 寅褐色lOYR5/6 ょくしまる 粘

¥刊一-djコ/

¥ 百一19

ー、、、、、、、、、、
I 
1 
1 

I ， 
/ 
ノ
ノ
ノ

7 
8 

S K F28B 

9 
10 

SKF35B 
1 踏渇色 lOYR3/4 地山粘土小ブロ
ソク多量含む 粘性あり

2 黒褐色 10YR2/3 炭中粒中量含む
地山粘土中ブロック多量含む
3 オリーブ褐色 2.5Y4/3 地山砂多

4 
5 

2.5Y5/4 地山砂
10YR3/3 :tl!!.山粘土大粒中
粘1全あり

一一一一25.550川

SKF28A 
1 黒褐色 10YR2/3 :l也111粘土やや多く 炭化物少量含む
2 黒褐色 10YR2/2 地山粘土やや多く含む
3 ff音褐色 10YR3/3 地山粘土多量に含む
4 褐色 10YR4/6 :t白山粘土二次堆蹟
5 明黄褐色 lOYR6/8 箆く締まる 地山粘土ブロソケ
6 1<易色 lOYR4/4 地山粘土二次堆信 6層以下機多し
7 黒色 10YR2/1 締まり弱 炭化物多量に含む
8 黒褐色 10YR2/2 堅く締まる
9 黒褐色 10YR2/3 

SKF28B 
10 暗褐色 lOYR3/3 地山粘土やや多く含む
11 黒褐色 10YR2/3 2~4層とも地山粘土多量に 炭化物
少量含む

12 黒褐色 10YR3/2 2~4層境はっきりせず
13 黒褐色 10YR2/2 
14 黒褐色 10YR3/1 池山粘土やや多く含む

m 

第21図土坑(4 -2) S K F 35 A・35B・28A・28B
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第4章調査の記録

伝記
S K F22 A 

戸-，'" -、、、、 SK F22日/ -、、

一」、ヨー， 
/ ， 

a g ， ， ， 

A 

1 

¥ 1 
、包

¥ 
¥ 、
¥ 
¥ 
¥ 
¥ 、、

S K89 

旦-2cl.7()() 

4J35 dF 

C 

--/ / 

三}~立与主主
SK89 

九/

1 資褐色 lOYR5!8 かたくしまる 地山砂多量含む
2 オリーブ褐色 2.5Y4!6 かたくしまる 地山砂

C 

。ω¥}( ~よ.........__ナー\

~ーここ

。SK90 
S K90 

SK90 
1 黒色 7.5YR2/1 ややゆるい 地山粘土大粒少量含む

rn 

第22盟土坑 (5-1) S K F 22A・22B、SK89・90、SK 123A・23B竪穴状遺構
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A LS.L()()1l1 

第2i車検/I¥j宣構と出 L造物

B 

S K 123A 

…一辺川
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.--.--............................一九一一一一一................................-...-.-...-..............................................................................................................................._..._._._._..._. ...................................................................................................................... .................................................................................................................... 今会手ーー・ーー..・ ・・.......・ ..........・.............................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・ .......... . .一.一.一.一.一.一.一.一.一.一.一ー干 Eー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・.............................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・

~;} ノ・・・

SKF22A.B、SKI23A 15 
1 黒色 lOYR2/1 ややしまる 地山粘土大粒ct't主含む 16 
2 黒褐色 lOYE2/3 ややしまる 地山粘 iニ小粒多量含む 17 
3 オリーブ褐色 2.5Y4/3 地山粘土仁10粒多最含む 18 
4 オリ…ブ渇色 2.5Y4/6 :t也山/iP 19 
5 褐色 10YR4/4 j也山粘土中粒多量含む 地111砂中盤含む 20 
6 黒褐色 10YR3/2 炭小粒少量含む 地山粘土小粒中量含む 21 
7 黒褐色 10YR2/2 炭小粒少量ま含む 地山粘土小粒少量含む 22 
8 黒褐色 10'lR2/3 炭中粒中量含む 地山粘土小粒少量含む 23 
9 陪褐色 10YR3/3 炭中粒少量含む 地iJl粘土大粒少最:含む 24 
10 苦言渇色 10YR5/6 1也山粘土 25 
11 11音褐色 10YR3/3 炭中粒中最含む 地山粘土中粒中盤:含む 26 
12 黒掲色 7.5YR2/2 炭中粒多量含む 地山粘土小粒中量含む 27 
13 黒褐色 10YR2/2 炭小粒少量含む 地山粘土小粒少量含む 28 
14 黒褐色 10YR2/3 地山粘土小フロソケ中盤含む 炭中粒少量含む 29 

事 SK29 S K30 

nu 
q
L
 

K
H
 
S
1
2
3
4
5
 
nu 
q
J
 

部

1
2
3
4
5
6
7
8

SK32 
1 
2 
3 

10YR5/6 .tt!J，山砂':1"量含む
10YR3/4 地山粘土大粒中量含む 地山砂少量含む
10YR2/3 炭大粒中最含む 池山粘土小粒中量含む
10YR2/2 炭大粒中競合む 地iL!粘土大フロソク多量含む
10YR5/6 よくしまる I也山粘土
10YR5/6 ややしまる 池山粘土
10YR3/3 地iL!粘土大粒多最含む
10YR3/2 J也山粘土小粒中量含む
10YR3/2 炭中粒少量含む j也iJ_J粘土中粒少量;含む
7.5YR3/2 炭中粒少盆含む 11白山粘土中粒多盆含む

7.5YR2/2 よくしまる 地山粘土大粒少量含む
10YR2/2 ややしまる 地山粘土大粒多鼓含む
lOYR2/2 地山粘土火粒中量;含む
2.5Y3/1 地山粘土小粒少量含む

S K32 

A B 

::::'.:::O(lm 
D 

lOYR2/3 締まり弱 地山粘土多量に
10YR5/8 地山粘土ブ'ロソケ 1 ~31脅とも炭化物少量含む
10YR3/4 堅く締まる j也山粘土と砂の混合か

111 

第23図土坑(5 -2) S K F 22A・22B、SK29・30・32、SK 123A竪穴状遺構
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第4章調査の記録

骨
日J

S K F26 F 
//〆/ーーワ， ....， 

/ --剛一『岡崎』 、
/ ..，..戸- -...、、、

マメ〆 "" "， 

S K F26A .. )/1 

-・・・・・・・・・・・・・..・....・ ・・・・ー・・・・・・・・・・・・・.・.....・・・・・・・・・・・・・..................................・・・・・・・・.......................................・・・・・・・・・・.......................................・・・・・・・・・・・.・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ..•.•.•. ・.....・・・・・・・・...............................

/。

N 

---

l 褐色 7.5YR4/4 1也山:j'，';!二小ブロソク 11-)I，l: ~なむ ややしまる
2 .I!H!¥¥色 7.5YR2/2 1災'+'f.i/:少Ji¥:含む 地山粘 i人1立少hkf守む
3 11/)j-1昆色 10YR3/4 しまる 土也111料i-L:'-I't:iL'-f-1 h1:::;;-む
4 AI対局色 10YR3/2 i).之r:1:T1;_ú:_~:1_:1 111合む 地 111粘1:'-1'粒多h1:合む

o 
--、~

5 1I1~1!\\色 10YR3/4 10t"I-'粒少泣含む地11m;_f小ブロソク 'j-1lit合む
6 よ.1，¥褐色 10YR2/3 idと小牧少I-rI合む よ也1Li:j'，';J→ "IJ粒少1，¥:合む
7 黒褐色 10YR2/2 1災 rl~粒 1:1='1，\: 合む 地山粘!二太粒f-j-lfl¥合む
m 8 渇色 10YR4/4 11<'J、粒少1，¥ヲ含む 地 1I1料;1:<1'杭多 '_I!.合む
9 !.I:¥渇色 7.5YR2/2 成大粒少:-，_t合む 地山料iIソj、料少ht:守む
10 lIik褐色 7.5YR3/3 地山:j'，';1:大事¥'L多Ifl.合む
11 11l'f伺色 10YR3/3 炭 "1"絞少 '11.I ~I む 土也1I1:j'，';Iブ 1-'杭多i試合む

第24図土坑 (6… 1) S K F25・22A.22B、SKF26A~ 1 
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ム_~:，.:O()() S KF26F  

第2節検!l¥j立構と!日 Ljlli:物

S KF26B  
日

S KF26D  

・・L 1:， 
・:::S K F26A  :::::・...ジ.....
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・・・

•••• •..• ••. 
-
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-
-
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S K F26A 
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Dm-25l(川 SK F26 1 N 

t11 
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~:2-lりI)() S K F26D 
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K 
一一一一25.K511 rn 

L 

F 
SKF26A・8・D
1 !仏側色 2.5Y3/2 伏'_1_'粒 r+'h1合む 地J)1:i'ii1ブl'事長'1r(辻合む
筑褐色 10YR5/6 I火大粒少位合む 池山車内卜
オリ ブ褐色 2.5Y4/3 炭小平な少ftk合む 地山本ii)二大粒 r~l~l 1ft含む

4 掲色 lOYR4/6 地 111粘 i二大:ブロヅク ct:1ljl子合む ややしまる
5 古官事局在lOYR5/6 よくしまる I也111:!"Jil:
6 4とId]じ

7 11tH砧色 lOYR3/4 Jルj、f;SJ:'-j:lh\:~守む 地山砂少試合む
8 オリーブ倒色 7.5YR4/6 炭小1ψ1'1辻合む 地山砂多'_l_I_合む
9 7とI，t]じ
10 尚色 10YR4/4 炭火事、t少 ht;~む地il刷、少1[1-含む
11 樹色 10YR4/6 地IU粘 j 大粒多 h~: 含む よ也IIINT少_!1_I_台む
12 b'政局色 lOYR.5/6 ややしまる 土tl!.111才r'i)
13 11商事局色 10YR3/4 ややしまる 地山fii_l，大粒多h¥合む
14 1/作品色 10YR5/6 .t白山料iJ: 
15 J.H褐色 10YR2/3 炭人fわ jl-hJ合む地111恥"
21 J.H1<!托 10YR2/3μ!'I'料 l_j_III¥:合む地山料i
22 !H尚色 10YR3/2 がと rj-' j:'L 少 Jll:~なむ 地 i幻砂Aj，，'uYJiI:含む
23 11tH砧色 10YR3/3 民太平立少11¥含む 地山:1'，'， 1二人:約;多 H_(~:Zl む
24 オリ ブ渇色 2.5Y4/6 i次大粒少Jr¥合む よ自IIINT多守む
2.5 24とIi"Jじ
26 1t't備を!. lOYR5/6 炭 '-1'粒少tl¥→含む 士山11品目 1:
27 ?l!_褐色lOYR5/8 J)，!_ 'I'粒少li~合む地111:I'，'i1: 
28 褐色 10YR4/4 民大粒1-1-lllk~牛む 1也1-11粘土メゴ"/_少ht含む
31 J;lH砧色 10YR2/3 炭'j-'粒1:1-1lik合む地111料iJ:'I-'粒 rj:1J，¥:合む
32 tl'{f'砧色 10YR5/6 ょくしまる 土也1Li:l'，'i ) 
33 IIt~- 褐色 10YR3/3 伏 '_1_' 粒 ~+l IJI 合む地Ul:l'，'il:λ;粒多Irl合む
34 !l付g在 10YR5/6 ペコペコしまる
35 11ì~-樹色 10YR3/4 炭 r jl~;~'-I-jl-h\: 合むよtl!.IUf，'i )-.'1'悦 I-!-Ij_l_¥:介む

36 111料品色 10YR3/4 

SKF261 
1 b'l1<tl色 lOYR5/6 ややしまる .ttl!.111村上
2 IH'f尚色 10YR3/4 ややしまる がとιI't'，!:ノレJJt合む
3 1とI，，'Jじ
4 !.I.¥褐色 lOYR2/3 JJと'1'粒少守む よ也山本山 1:'1'1'.!L少 H'-合む

SKF26H 
1 J.I，¥溺色 10YR2/2 
2 オリ ッ尚色 2.5Y4/6

3 111料品色 10YR3/4 
4 !.!;¥'I<渇色 lOYR3/2 
5 褐色 10YR4/4 地 111料i 小ブロソク多ltl:合む
6 111料品色 lOYR3/3 

第25図土坑(6 -2) S K F 26A・B・D・F • H. 1 
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S K36 

向
A 

調査の記録

日

S K F26 D 

第4章

S K F26B 

黒帯色 10YR2/2 炭化物やや多く
含む 2層との境不明瞭
黒褐色 10YR3/2 南側に半拳大の
際10数個集中 炭化物少量含む

:::iiiK2当勾.......日00..............
::::::::::::::::::::::::・:::::::::::S K F 26 G ::::::::::::::: 

I!資褐色 10YR3/4 地山粘土中粒中最含む 地山砂小ブ
ロゾク少量含む

10YR4/4 
10YR2/2 
10YR3/3 

門

i
n
δ
q
d

lOYR5/6 ややしまる 地山粘土
7.5YR5/8 よくしまる 池山粘土
lOYR4/6 地山粘土部分的に黒土少量;含む
10YR2/3 ややしまる 地山粘土中粒多量;含む
10YR4/6 ややしまる 池山粘土大粒多量含む
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l 黒褐色 2..5Y3/2 よくしまる 地山粘土
大粒多量含む
2 日前島色 7..5Y.5/6 よくしまる 地山粘土
3 黄褐色 lOYR.5/6 よくしまる 地山粘土
4 褐色 7..5YR4/6 よくしまる 地山粘土
.5 I情掲色 lOYR3/4 ややしまる 地山粘土
A 中粒中量含む :::::::::::::::::::::・一一一一 25.70()川
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しまる
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第4章調査の記録

S K F33A 

I(-

C 

。
SN33B 

S K F58A 

D

一¥/v
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一一一一.一...白 τ7

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::土:三 ト ~-:.:-:.:.:.:.:~-::::: 司..ン...χ~プ六マてで子.三...χ..午:ジジ.... ....と.，.午:ジ..γχ....土:と..人

E 
一一一-25. ()()() 111 

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・....................・・.......................・・・.....................・・・・・・・・・...................................... ・....・.....・・・・・・・.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................................

SKF42 
1 黒褐色 7.5YR2/2 ややしまる 炭中粒多量含む
2 黒褐色 10YR2/3 炭中粒中量含む 地山粘土小粒中最含む
3 茨褐色 10YR5/6 よくしまる 地山粘土
4 踏褐色 10YR3/3 炭小粒少量含む 地山粘土小粒多量含む
5 黒渇色 10YR2/3 炭中粒少量含む 池山粘土中粒中盤含む
6 陪褐色 10YR3/3 ややしまる 地山粘土大粒多量含む
7 苦言褐色 10YR5/6 よくしまる 地山粘土
8 褐色 10YR4/4 地山粘土小ブロック多量含む 12を中量:含む
9 n音褐色 10YR3/4 ややしまる 地山粘土小粒多量含む
10 褐色 10YR4/4 ややしまる 9に12を中量含む
11 暗褐色 10YR3/3 ややしまる 地LLi粘土大粒多義含む
12 オリーブ黄色 5Y6/4 よくしまる 地山砂

S K F33A 
日

•••• ••• •••• ••. • 

，
 
•• 
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・・・

•••• 

SKF33A 
1 SK42のl層と同
2 暗褐色 10YR3/3 炭化物多設に含む
3 赤褐色 5YR4/8 焼土 (SN33C) 
4 i時褐色 10YR3/4 地111粘土・炭化物やや多く含む
5 褐色 10YR4/6 :t也山粘土主
6 褐色 10YR4/4 地以l粘土と4層ことの混合 炭化物少量含む
7 R.月賞褐色 10YR6/8 池山粘土史
8 褐色 10YR4/4 
9 i惰褐色 10YR3/3 地山粘土やや多く 炭化物少最含む
10 褐色 7.5YR4匂焼土炭化物やや多く含む(SN33B)

111 

第28図土坑(8 -1) S K F 33A・42・58A・58B、SN33B石間炉
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一一一-25.5()()川
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一一一-25.4()()111 

第 2節検出遺構と出土遺物
J 

L 

SKF58A.SKF58B 
1 褐色 10YR4/6 地山粘土ブ
ロック

2 JI音燭色 10YR3/3 地山粘 i二
多量に含む

3 黒褐色 lOYR2/2 ~く符í~
る :J1!!.山粘土少主主含む

4 黒褐色 10YR2/3 地山粘土
・炭化物やや多く含む

5 明褐色 lOYR5/8 .t白山粘土
二次堆績

6 熔色 10YR4/6 J也ILi粘土ブ
ロック

7 褐色 10YR4/4 
8 褐色 10YR4/4 J也山粘土ブ
ロソク

9 褐色 10YR4/4 
10 Jl月賞褐色 lOYR6/8 地山粘
土二次堆積

11 にぶい黄褐色 10YR4/3 .t也
山粘土'炭化物やや多く含む

12 褐色 10YR4/6 地山粘土多
最に2;む

13 I清掲色 lOYR3/3 地山砂ヨミ

SK47 
1 暗褐色 lOYR3/3 地山
粘土やや多く含む

2 踏褐色 lOYR3/4 池山
粘土やや多く 炭化物少

量含む

3 黒褐色 lOYR3/1 
4 褐色 lOYR4/6 地山粘
土2次土佐積

5 褐色 10YR4/4 j:也山高Ij
土やや多く含む

6 黒褐色 lOYR2/3 

- 49-

10YR3/2 池山粘土多量に 炭化物少盆含む

lOYR3/4 地山粘土多量に 炭化物少量含む

10YR3/3 地山粘土少量炭化物多量に含む

lOYR3/4 竪く締まる 地山粘土・炭化物少量含む

2 111 

第29図土坑(8 -2) S K F 33A • 58 A・58B・46、SK47 
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第4章調査の記録

S K48 S K52 

一一一-~5..[(}O 111 

lOYR3/3 炭少量
lOYR3/2 

SKF39 

1 階褐色 lOYR3/3 炭化物・地山粘土少
盆含む

褐色 lOYR4/6 堅く締まる 地山粘
土
H奈緒色 lOYR3/4 地111粘土・炭化物や
や多く含む

にぶい寅褐色 lOYR4/3 地山粘土・砂
多最に含む

5 賞褐色 lOYRS/S 地山粘土二次土佐積

6 褐色 lOYR4/4 j:也山粘土と III習土の混
合炭化物少量:含む

資褐色 lOYRS/6 J:也山粘土二次土佐積

陪褐色 lOYR3/4 地111粘土と III冨s土の
沼ヨ d込
f.t七 Iコ

陪褐色 lOYR3/3 池山粘土ζ く少量含
む

J 

lOYR3/2 1 ~4謄締まり全体に弱
lOYR2/3 
lOYR3/4 地山粘土多く含む
lOYR3/3 

S K F49 
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一 一
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第32図土坑(1 0) S K F 39 • 49、SK48・52
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C 
一一一-~5.4()() 川

.・.・7・守『町駅千弓..・.・.

l 黒褐色 lOYR3/2 
2 褐色 lOYR4/6 j也山粘土2次取償
3 Il音褐色 lOYR3/4 地山粘土多く含む
4 黒褐色 lOYR2/3 .t也山粘土・炭化物やや多く含む
5 褐色 lOYR4/4 地山粘土多く含む ボソボソ
6 黒渇色 lOYR2/2 炭化物少量含む
7 賞褐f白 lOYR5/6 竪く締まる 地山粘土二次冷積

第2節検出遺構と出土遺物

一一一一25.()()() 111 
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第4章調査の記録

伶
ゆ

S K F43 

1 
1 
1 
1 
1 
¥ 、、、、

¥ 、、、、、、

てう.， /、ト_J;
、、~・_...，..- ~、九四，/ I 

ー一一-_--
--... 〆---

一一一-25.700川 一一_ SKF43 
1 黒褐色 lOYR3/2 地山粘土多量に
炭化物少量含む
2 黄褐色 lOYR5/8 1也山粘土と池山砂
の混合
3 黒褐色 lOYR2/2 締まり弱
4 黄褐色 lOYR5/6 締まり弱地山粘
土二次堆積
5 11音褐色 lOYR3/3 池山粘土等ほとん
ど含まず

SK44 
1 褐色 lOYR4/4 地山粘土フロック状
に入る

lOYR3/3 
lOYR3/2 SK43の1と阿賀

SK53 
1 黄褐色 lOYR5/8 地山粘土主炭化
物少量含む
2 精褐色 lOYR3/3 j:也山粘土多最に
炭化物やや多く含む

3 碕褐色 lOYR3/4~3/3 地山粘土やや
多く 炭化物少量含む

S K53 S K54 

一一一-25.:300111 
一一一-25.700111 

1 黒褐色 lOYR2/2 炭・小型軽少量ま含む

m 

第34図土坑 (12)S K F 43、SK44・53・54
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第2節検出遺構と出土遺物

SKF56 
1 踏褐色 10YR3/3 地山粘土少量含む
2 暗褐色 lOYR3/4 地山粘土・炭化物多量に
含む
3 寅褐色 lOYR5/8 地山粘土主
4 j資褐色 10YR5/6 地山粘土多く含む 土t!2山
崩落土か

にぶい寅渇色 10YR4/3 地山粘土・砂・炭化
物多量に含む
6 明黄褐色 10YR6/8 地山粘土主(3層と肉質)
7 黒褐色 lOYR2/3 地山粘土少量含む
8 オリーブ黄色 5Y6/4 地山砂二次堆積 人

10YR3/2 地111粘土・砂やや多く含

3・6層以外締まり全体に弱

10YR1. 7/1 締まり弱炭化物やや多

10YR2/3 

日::~9~4
7.5YR4/4 締まり弱 焼ことが帯状に

lOYR3/1 締まり弱

~ S K F67 A 
L 
~ 

A 
一一一一25.00()/日

c 
--25.400川 D

第35図土坑 (13) S K F 56・67A、SK67B
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第4章 調査の記録

冷¥
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S K F 59 C • D・E

ち/

S K F41A 

¥ J¥γ/ 
¥. / J // S K F 59 A 

。 2 t11 

u! 
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S K F5~)A 

SKF59A 
l 官宅街色 lOYR5/6 地11!粘土主
2 If街褐色 10YR3/3 1I層相当層の二次堆積か 炭化
物少食含む
3 1実褐色 10YR5/6 地山粘土主 炭化物少最含む
4 褐色 10YR4/4 堅く締まる 池山粘土多議;に含む
5 茨褐色 10YIミ5/8 堅く締まる 地ilJ粘土二次堆績

第2節検出遺構と/i¥土遺物

A 
一一一-LS.L()()lll

_g_LS引)()

SKF59A 
1 I情褐色 10YR3/3 池山粘土少最含む
2 黒褐色 10YR3/2 池山粘土ごく少量含む
3 褐色 10YR4/6 J:t!l山粘土主
4 黒褐色 10YR2/2 51!!山粘土やや多く含む
5 褐色 10YR4/4 地山粘土主 地山崩落二!こか
6 暗樗J色 lOYR3/3 地111粘土多量に 炭化物・磯少量
含む
7 ~安褐色 lOYR5/8 地山粕土二次権償
8 ~有褐色 lOYR5/6 J也山粘土史 炭化物少最含む
9 褐色 lOYR4/6 地山粘土主 7~9層人為堆績か

D SK59B 
10 夜褐色 10YR5/8 
地山粘土二次堆積
ボソボソした感じ

................................・............... 司ー・・・・・・・・・・・・・・・・・...............一ーー今ー・・・・・ ・・・・・・・・・.................・・・・・・・・・・ー....ー・一一一一一一.一 ・・・............................................................................................... ....................................................... ..................... ・.............. ・・・・・.........................................................・.・.・.・.・.・.・.・，・.・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・.................一..._....................-.-.-.".-.-.-.-.-.-.-.-.-.-............・・・・・・・・..一一 一一一一一一 一一一一

S K F59A 

E
一 S K F59 C ・D.E

::::::::::::)~.K f !5.~ P ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ぎ式F59'e'::::::::::::::::::::::::::::::::::::

NA色 7.5YR1.7/1
Jた色 10YR1.7/1 
.'X¥色 7.5YR2/ 1 
1二大事少'f'合む

4 tlt褐色 10YR5/6 ややしまる 池山粘 i二
5 dtf渇色 2.5Y5/4 ややゆるい地I[I{沙
6 .l.1主色 10YR2/1 i災太平わl'1，¥:1苛む 地Il.rf，'i
iゾ1-'N_'I':，t1守主r

7 .'1:¥与局在 10YR3/2
布'ilソトブロック，t，

8 5とl'司じ
9 !.f;¥1&1色 10YR2/2 iえ'-1-'ねcl_1fi¥:子守む 1也ILi
:f，Iicl二大事立少f1¥:p守む

10 /11竹島色 10YR3/3 i災んね少_trt含む 地 ILi
品目 I~太平立少 f_d: fr;む

11 .'!H局在o 10YR2/3 ぷ:メミギ立r::j-Iht古l;-u 1也1[1
料iI二大粒少ht合む

12 15とliiJじ
13 褐色 10YR3/2 地山粘!:大粒r!-tl，¥:合む
地 1[11i'J;少1，¥:合む

14 23 11fT尚色 10YR3/，[ J也111:fr'iI ゾ l' 料 IIIIII:~む
和'i1'tあり

24 !.l.¥尚色 lOYR3/2 i災人f立少hl::>守む 地 111
;j'ii 1:人下主'1If，l合む

25 .r，n渇色 10YR2/3 地山料 i人一卒、，/:'1''11::苛む
土t!!.1[1品'tT'-I'hl:'(守主r

26 jYE褐色 2.5Y5/6 lt!!.I[I:f，'i 1，_大和7多:.-1:含む
I也 I [j{，ゆ多 :I- l: f~む

27 J.l;¥ftl色 2.5Y3/2 よくしまる 地 1[1:f，'i1 
人:t\!:~ltI:f;守む

28 11/'¥-事局在lOYR3/3 よくしまる Jt!!.1 [1車内卜
'1'ブロック多 1f_1_一合む

29 宇品色 lOYR4/6 ペコペコけ〉るし、 1災'J、字、7ノ'J，-"'hi 
f守主工

I也1[I:fii 15 

守む地1[1

16 5と1-司じ
17 ~lll褐色 10YR5/4 よくしまる lt!!.1 [)(i'!; 
18 然科砧色 7.5YR3/2 iJ之'1'料 1-111.1合む 地
山粘土小粒I-I-If，¥:'[守む

19 .';1;'，樹色 10YR3/2 J山1[1粘 iゾl'粒 '1-11，1:{':;-む
上白山似;I-I':flt合む

20 11行褐色 lOYR3/3 i災'-1'粒 1'1'1，1:1':すむ j白山
:fr'il令，t，粒多lll:{:'守む

21 オリーブ渇色 2.5Y4/6 地山:f，'i1:んね多
1，1合む地1[1(1沙少ti¥:f:;-む

22 5とI，'Jじ

111 

第37図土坑 (14-2) S K F 59A . C ~ F、SK59B 
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第4章調査の記録

♀-24.800 五一 24.750m S K59B 
S K F59 F 

.....................三:::::::::::iU三=

SKF59F 
1 j変褐色 2.5Y5/4 池山砂
2 寅渇色 2.5Y5/4 炭小粒少量含む地山砂
3 1と同じ
4 オリーブ褐色 2.5Y4/4 ややしまる 地U-l砂

5 4と問じ
6 オリーブ褐色 2.5Y4/6 地山砂
7 オリーフ'褐色 2.5Y4/3 炭小粒少量含む 地山砂

SK59B 
1 暗褐色 lOYR3/4 ややしまる
2 策褐色 lOYR5/6 よくしまる 地山粘土

3 褐色 lOYR4/6 炭小粒少量含む 地山粘土

4 褐色 lOYR4/4 地山粘土中粒中最含む 地山砂少量含む

5 賀褐色 lOYR5/6 よくしまる 地山砂多最含む

6 褐色 lOYR4/6 池山砂中量含む 地111粘土中粒少量含む

7 褐色 10YR4/6 池山砂多量含む 地山粘土中粒多量含む

S K F59 C P i t 

::::::::::::::::::::::::::::::::::烹叉コ0::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
SKF59C Pit 

黒褐色 lOYR2/3 ややしまる

S K57 

S K F63 

ノ
〆

/
 〆

〆
〆
，
 
，
 

、

一一一一Z5.30()1l1

時褐色 lOYR3/3 地111粘土少量含む
階褐色 10YR3/4 地山粘土多量に含む
黒褐色 lOYR3/2 地山粘土少最含む
全体に締まり弱 1~3層の境判然とせず

一一一-24 .4()Om 

第38図土坑 (14-3) S K F 59 A • C ~ F、SK59B、SK57、SKF63 
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第2節

B 

- SKF61D 

呂

検出遺構と出土遺物

-寸ソ~ 1，l S K F_~;;0.・~) S K F61 D ¥ 
II 岨幽岬___，I:-:-:-:-:

f←ート¥ /::::::::::: 
・・・..プ.............. 円...・.・.・.・.・....・ド【申1・....

SKF61 A 
D 1-a 寅褐色 lOYRS/S 地山粘土主

♀-2S.600m 一一 1 -b 結褐色 10YR3/3 
人為的

しZZ{l::::}):
第39図 土坑 (15)

2 黒褐色 10YR3/2 炭化物情状に入る
3 黒褐色 10YR3/2 炭化物ごく少量含む
4 黒褐色 10YR2/3 地山粘土・炭化物少量含む
5 ff音褐色 10YR3/3 地山粘土やや多く 炭化物少量含む
6 黒褐色 lOYR2/2 地山粘土・炭化物少量含む 土器入る
7 褐色 10YR4/4 地山粘土多量に含む 地山崩落土か
8 にぶい資褐色 10YR4/3 竪く締まる 地rJJ粘土主
9 陪褐色 10YR3/4 堅く締まる 地山粘土多量に含む
10 暗褐色 10YR3/3 しまりやや弱 地山土ほとんど含まず
11 黒褐色 10YR2/2 

S KF61A・61D・62、

- 59-

10YR2/2 地山粘土・炭化物少量含む
10YR2/3 地山粘土少量(10層より多)含む
10YR3/2 地山粘土やや多く 地山砂少量含む
10YR4/4 地山粘土ヨミ 地山崩落土か
10YR2/2 地山粘土・炭化物やや多く含む
10YR3/1 地山粘土・砂少量含む
lOYR3/2 地山粘土・砂やや多く含む
10YRS/S 池山粘土主 人為的に埋めた

S K61C、SN61B焼士遺構



第4章 調査の記録
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一心一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
♀-2;'i.lOOm 

S K F64F 

J;¥A=l二

• • • •• • •• .• • •• • •• • •• • e
-

• •• • •• • •• • •• • •• • •• • •• • •• • •• • •• • •• • •• • • •• • • 
・

日:::::::::::::::::::::::::::::::::::汚烹方所円一一二

第2節検出遺構と出土遺物

SKF64A 
l 黒褐色 lOYR2/3 地山
粘土・炭化物少量含む
2 賭褐色 lOYR3/3 地山
粘土・炭化物・土器やや多
く含む
3 黒褐色 lOYR2/2 地山
粘土・炭化物やや多く含
む
4 糞褐色 lOYR5/S 竪く
締まる 地山粘土二次堆
積
5 褐色 lOYR4/4 地山粘
土二次雄積

D 

SKF64B 
11 にぶい糞褐色 10YR4/3 
地山砂・粘土多量に含
む
12 陪オリーブ褐色 2.5Y3/ 
3 地 山砂・粘土・炭化
物少量含む
13 糞褐色 lOYR5/6 地山
粘土二次堆積
14 階褐色 lOYR3/3 
15 褐色 10YR4/6 池山二
次地積
16 オリーブ黄色 5Y6/3 
え!l山砂二次上位積

SKF64C 
21 賞褐色 10YR5/6 地山
粘土二次被積
22 オリーブ黄色 5Y6/3 
竪く締まる 池山砂二次
堆積
23 寅褐色 10YR5/S 地111
粘土二次堆積
24 黒褐色 lOYR2/3 地山
土含まず

SKF64E 
1 黒褐色 10YR3/2 地山粘土・炭化物少量含む
2 褐色 lOYR4/6 
3 明言実褐色 10YR6/S 地山粘土ブロック
4 暗褐色 lOYR3/4 地山粘土やや多く含む
5 灰オリーフ 5Y5/3 地山砂二次土佐積
6 II部品E. 10YR3/3 ~く締まる 炭化物少量

SKF64F 
1 黒褐色 lOYR3/2 地山粘土・炭化物やや多く
含む
2 暗褐色 lOYR3/3 地山粘土・炭化物やや多く
(11脅より多) 含む
3 ft音褐色 lOYR3/4 1:白山粘土・炭化物やや多く
含む地山砂多く含む
4 黒褐色 10YR2/2 池山粘土・炭化物少最含む
箆く締まる

. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ....................................・・......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a ・・・・・・・・・ ...・・・.・.-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........................................・."・.....................・・・.・ .•.•.•.•..•••.•••.••.•••..•. ・・.......・・・.........................................................・・・ .....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .・・・・・・・...........................・・・・・....・・・・・・・・・...................................................

lOYR2/3 
lOYR3/3 
lOYR4/4 
10YR3/2 
10YR2/3 
10YR3/3 
lOYR4/4 
lOYR4/6 
lOYR4/4 
10YR4/6 
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調査の記録
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一一一-~5.()OOrn

第4章

J 

6 
~.~~-~ '-/ 7 
.....ー...・・¥・.・.・......ア円イマウ子守ずグ.....

SK64L 
1 暗褐色 lOYR3/3 ややしまる
2 褐色 10YR4/4 よくしまる

SKF64J 
l 黄褐色
2 賞褐色
3 精褐色
4 資褐色
5 黒掲色
6 階褐色
7 r暗褐色

炭小粒中量含む

2.5Y5/4 かたくしまる 粘土質池山砂
2.5Y5/4 粘土質池山砂 1の再堆積
10YR3/3 ややしまる 炭小粒中量含む
lOYR5/6 ややしまる 地山砂
10YR2/3 ややしまる 炭小粒中量含む
10YR4/4 ややしまる 炭小粒中量含む
lOYR4/4 ややしまる 池山砂少量含む

:)l.5~プ信→ι: ゴ目:4 

7 9  I-::L 15 ______.. 

1 策褐色 10YR5/6 よくしまる 池山粘土
2 褐色 10YR4/6 ょくしまる 地山粘土大ブロソク多量含む
3 褐色 10YR4/4 よくしまる 地山粘土大粒多量含む
4 ~実褐色 10YR5/6 ややしまる 地山粘土ブロック
5 黒褐色 lOYR3/2 炭中粒少量含む 地山粘土中粒中量含む
6 黒褐色 10YR3/2 地山粘土中粒多量含む 粘性あり
7 黒褐色 10YR2/3 炭小粒中最含む 地山小粒中最含む
8 r渚褐色 10YR3/3 炭小粒中最含む 粘性あり
9 黒褐色 10YR3/2 炭小粒中量含む 地山粘土中粒多量含む
10 暗褐色 lOYR3/4 炭大粒少量含む 地山粘土大粒多量含む
11 褐色 10YR4/4 ょくしまる 粘性あり
12 暗褐色 lOYR3/4 地山粘土中粒少量含む
13 l実褐色 2.5Y5/4 よくしまる 地山砂
14 黒褐色 2.5Y3/2 地山粘土小粒少量含む 粘性あり

粘性あり

S K F68 

⑧ ，----一一』/ ， 
1" ____ ｿ-一一一~、..... :¥ 
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/ 
/ 
/ 

I 

、、
¥ 
¥ 
¥ ， ---戸-/， / 、、、/
、、『ーーー-

S K F64G 

。

lOYR5/6 締まり弱 地山粘土二次土佐積(人為)
10YR3/2 :l也山粘土少量含む
lOYR2/3 

m 

一一一-24.550rn 

.......Y ~ 】 :J ¥・・ 1

:f ____ー~ 17 ¥"...... 
:~ 9 l 8 ¥ '__.): 

褐色 lOYR4!4 ややしまる 地山料け→大約多1試合む
J凶品芭lOYR5!6 よくしまる i也LLi:Wi_I二
宇品色 lOYR4!6 よくしまる 地山車内 i二大事立少Jil一合む
l!ltl事局乞lOYR5!6 よくしまる I也Illf，lil二
11音F島区lOYR3!4 lli!lll:frli 1二戸人牛立'_1"t話守U 1也ILJIi'T'J、ブ

y ク壬~主i

l主f白色 lOYR3!4 炭火粒少f式合む 地 1I1粘 i二人子、.'LI~I;} lil 
t台 u
I也I_LJf，li1:ブー口ソク
説;巴 lOYR4!4 J也LLJIi'T大悦吋 E似合む 土也ILJf，lil一人一宇，'[_づf
上含む

人.f.¥，I!¥¥在 lOYR2!3 以と λ二ネ~'L I-I:I W:ftむ・ I也I_LJfr'i:I:'-I":f'わ1-'ιi
合む

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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一一24.30001

第2節検出遺構と出土遺物

S K72 

一一一25.40001

SK72 
1 黒褐色 10YR2/3 炭化物・地山粘土少量含む
2 褐色 10YR4/6 地山粘土やや多く含む

SK70A、SKF70B
1 黒褐色 10YR2/2 地山粘土中粒少量含む
2 黒褐色 10YR3/Z ややしまる 地山砂少量含む
3 精褐色 10YR3/4 地山砂少量含む
4 黒褐色 lOYR3/2 炭小粒中量含む 地山粘土小ブロック中
最含む
5 黒褐色 lOYR3/2 炭中粒中最含む 地山粘土中粒少量含む
6 褐色 10YR4/4 ややしまる 池山粘土小ブロソク多量含む
7 寅褐色 10YR5/S ややしまる 地山粘土
8 褐色 10YR4/6 ややしまる 地山和土
9 陪褐色 lOYR3/4 炭中粒少量含む 地山粘土大粒中量含む
10 資褐色 2.5Y5/6 地山砂
11 ff音褐色 10YR3/3 よくしまる 炭大粒少量含む

-宇今....................................................... ‘宇...昼................................................... 一一一宇......今一...........................:-:-:-:.:.:-:-:-:-:.:-:-:.:.:-:-:・.......・.・.・.・.・.・.・，・.・...・:・:・...・.....・..........................................一.一.一.一.一.一.一.一.一...............................ー.ー.........................................・・・・・・・・ ・ー・・・・ E・・ー
SKF69A 
1 黒褐色 10YR2/2 地山粘土大粒中最含む
2 1と同じ
3 黒褐色 10YR3/Z 炭中粒少量含む 地山粘土中粒
中量含む
4 ff音褐色 10YR3/3 炭中粒中量含む 地山粘土中粒
中量含む
5 1情褐色 10YR3/4 地山粘土小ブロソク中量含む
地山砂中最含む
6 1時褐色 10YR3/4 地山砂小ブ口、ノケ中最含む よ也
111粘土小ブロック中最含む

SKF69B 
7 暗褐色 2.5Y5/6 地山砂 1・9を少量含む
8 褐色 10YR4/6 ょくしまる 地山粘土
9 褐色 10YR4/4 ややしまる
10 オリーブ褐色 2.5Y4/6 よくしまる
11 褐色 10YR4/6 ややしまる 地山砂中最含む
12 褐色 10YR4/6 ややしまる 地山砂極少量含む
13 褐色 10YR4/6 ややしまる 粘性あり
14 暗褐色 10YR3/4 ややしまる 粘性あり
15 黒色 7.5YR2/1 ょくしまる
16 黒色 7.5YR2/1 よくしまる 地山砂中量:含む
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S K F 66 0 ¥ ~ / / ¥ 
1 、~ /<¥ 、， ¥;".. / 
心/ "， //ノ
¥、_-〆 SR66F
¥、_ /，，/ 1 暗褐色 lOYR3/4 地山粘土や、-_〆 や多く 炭化物少量含む

2 a倍赤褐色 5YR3/4 焼土
3 褐色 lOYR4/4 地山粘土・炭
化物やや多く含む
褐色 lOYR4/6 地山粘土多量

m fこ含む
階褐色 lOYR3/3 地山粘土は
ごく少量のみ含む

第44図土坑(18 -1) S K 66 A • B、SK F 66 C ~ E • H. 1 、 SKF78A~C 、
S K78D • E、SR66F士器埋設遺構、 SD66G溝状遺構
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ムー25.40 S K66A S K66B 

第 2節検出遺構と出土遺物
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S K66B 
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B 
SK66A 
l 黒褐色 10YR2!3 炭化物・地
山粘土少最含む
2 楕縄色 lOYR3!4 :i:t白山粘土多
主主に含む
3 黒褐色 10YR3!2 地山粘土・
炭化物やや多く含む 締まり弱
4 褐色 lOYR4!4 地山粘土:主
地山崩落土か
5 黒褐色 10YR2!2 封!!.山粘土少
盆含む
6 黒得J色 lOYR2!2 炭化物少量
池山粘土ごく少量;含む

SK66B 
7 黒褐色 lOYR2!2 地山粘土・
炭化物少最含む
8 If斎褐色 10YR3!3 池山粘土や
や多く 炭化物少量含む
9 黒褐色 lOYR2!3 地山粘土や
や多く (2層より少)含む
10 苦言褐色 lOYR5!8 堅く締まる
地山粘土二次堆積

11 陪掲色 10YR3!4 地山粘土や
や多く 炭化物少最含む
12 策褐色 2.5Y5/4 地山砂主で
池山粘土やや多く含む
13 ]実褐色 10YR5!6 地山粘土主
で砂・炭化物少量含む 堅く締
まる
14 資褐色 lOYR5!8 6層より堅
く締まる (SD66G) 地
山粘土::t:.

SKF66E 
1 I街褐色 lOYR3!3 地山粘土やや多く
含む
2 黒褐色 10YR3!2 地山粘土やや多く
(1層よりやや少)含む
3 黒褐色 lOYR2!3 地山粘土少量含む

2~6層炭化物やや多く含む
4 褐色 10YR4/4 地山粘土多量に含む
5 黒褐色 10YR2/3 地山粘土やや多く
含む
6 黄褐色 10YR5/6 地山粘土主炭化
物少量含む
7 にぶし、資褐色 10YR4/3 池山粘土や
や多く (5層よりやや多)含む
資褐色 lOYR5!8 ~くしまる
資褐色 2.5Y5!4 地山砂主

P 

SKF66C 
10 寅褐色 10YR5/8 地山粘土二次堆積
11 にぶい寅褐色 10YR4/3 地山粘土と
地山砂の混合
同賞褐色 2.5Y5/4 地山砂主で地山粘
ニt少量含む
13 褐色 10YR4/6 地山粘土主
14 陪褐色 10YR3/3 地山粘土やや多く
炭化物少量含む

m 

第45図土坑 (18ー 2) S K66A • B、SKF66C~E 、 S D66G溝状遺構
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SKF66H 
1 褐色 10YR4/4 地山粘土やや多く
2 褐色 10YR4/6 地山粘土やや多く
3 資褐色 10YR5/6 池山粘土主
4 褐色 10YR4/6 池山粘土やや多く含む

SKF78A・8
1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 

地山粘土多量に含む
10YR4/3 地山粘土多量に含む

10YR3/3 
10YR5/8 地山粘土ブロック

ープ黄色 5Y6/4 地山砂
10YR5/6 地山粘土主
10YR6/8 地山粘土と砂の混合

五一23出)( L 

-・・・・・・・............ ... .............................寸-巴..-守司司....-....，曹P帽冒........・・・・・・・・・・・・・・・・......................... ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・..................................... ・・・・・...................................・・・・・・・・・・............................... ・・・・・・・・・・・.............................

tn 

8 陪褐色 10YR3/4 地山粘土・砂少量含む
9 精褐色 10YR3/3 地山粘土ごく少量含む
10 黒褐色 10YR3/2 地山粘土・砂こく少量含む
11 黄褐色 10YR5/6 竪く締まる 地山粘土主
12 陪褐色 10YR3/3 地山粘土やや多く 炭化物少量含む
13 賞褐色 10YR5/6 池山粘土主炭化物少最含む
14 にぶい資褐色 10YR5/4 地山粘土主
15 褐色 10YR4/6 地山粘土と II層土の混合
16 黄褐色 10YR5/8 池山粘土二次堆積
17 黒褐色 10YR2/3 地山粘土少量炭化物こく少量含む
18 オリーブ黄色 5Y6/4 竪く締まる 地山砂
19 糞褐色 10YR5/6 池山粘土主II層土・砂少量混じる
20 暗褐色 10YR3/4 地山粘土・炭化物ごく少量含む
21 オリーブ褐色 2.5Y4/3 竪く締まる II層土と地山砂の混合
22 にぶし、資褐色 10YR5/4 堅くしまる

SK78D 
1 オリーフヂ黄色 5Y6/3 地山砂の二次推積
2 褐色 lOYR4/4 地山粘土多量に含む
3 黒褐色 10YR3/2 地山粘土・砂少量含む
4 J清褐色 10YR3/4 地山粘土・炭化物ごく少量含む 竪く締まる

第46図土坑 (18…3) S K F66託、 SKF78A~C 、 SK78D 、 S D66G棒状遺構

調査風景
(SKF78A) 
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SK40C 
I 賂褐色 lOYR3/4 地山粘土・炭
化物少量含む
褐色 lOYR4/4 地山粘土やや
多く 炭化物少量含む

SKF71E 
3 緒褐色 lOYR3/3 地UI粘土と
!習相当層の混合
褐色 lOYR4/4 1・2腐とも締ま
り弱地山粘土1:
黒褐色 lOYR2/2 締まりあり
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lOYR5/8 地山粘土主 炭化物・焼土少量含む
lOYR2/3 地山粘土・炭化物やや多く含む 砂・
ロック混じる

lOYR4/4 池山粘土多く 炭化物少量含む
lOYR3/2 J:i!!.山粘土多く 炭化物ごく少量含む
lOYR5/6 J:也山粘土主(人為か)
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7.5YR4/4 地山粘土多量に
5YR4/8 焼こと(SN78B
lOYR5/6 地山粘土多量に 炭化物少量含む
lOYR3/3 締まり弱 炭化物・地山粘土少量含む
lOYR2/3 炭化物やや多く 地山粘土少量含む
lOYR4/6 悶層中に粘土ブロヅケ入り込む 地山粘土
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SKF74A 
1 r蔚褐色 lOYR3/4 池山粘土やや多
く 炭化物少量宣言む
2 J!実褐~ lOYRS/8 堅く締まる 地
山粘土二次堆積

3 にぶい資褐色 lOYR4/3 地山粘土
多量に 炭化物少量含む
4 にぶい資褐色 lOYR4/3 地山粘土ー
・砂多量に含む
5 明資褐色 lOYR6/8 地山粘土二次
堆積
6 寅褐色 2.5YS/4 堅く締まる 地
山砂二次土佐積

資褐色 lOYRS/6 地山粘土二次推
積

8 黒褐色 lOYIミ2/3 地山砂やや多く
炭化物・地山粘土少量含む

9 ]有褐色 lOYRS/8 竪く締まる 地
山粘土二次堆積

10 褐色 lOYR4/6 池山粘土・砂・ II層
土・炭化物の混合

11 ff音褐色 lOYR3/4 締まり弱地山
粘土・炭化物少量含む

B 

SKF74B 
1 黒色 lOYR2/1 締まり弱炭化物
少量含む
2 階褐色 lOYR3/4 地山粘土多量に
含む
3 黒褐色 lOYR3/2 地山粘土やや多
く含む
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SKF75 
1 黒褐色 lOYR2/3 地山粘土少量含む
2 黒褐色 lOYR3/2 地山粘土多量に含む
3 踏褐色 lOYR3/3 締まり弱焼土少量含む
4 I清褐色 lOYR3/4 池山粘土多量に含む
5 Vこぶし、黄褐色 luYR4/3 地山粘土多震に含む 4-51穏ともボゾ
ボソ

寅褐色 lOYR5/S 池山粘土ブロック(壁崩落土か) 竪く締まる
褐色 10YR4/4 地山粘土多量に含む
にぶし、寅褐色 lOYR5/4 堅く締まる

ブ黄色 5Y6/4 砂層ブロック
lOYR3/3 地山粘土やや多く含む
10YR2/3 池山粘土少量含む
lOYR4/4 地山粘土多量に 炭化物少量含む
lOYR2/1 
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第41l't 調査の記録

SKF84 
1 黒褐色 10YR2/3 紡性あり
2 黒色 7.5YR2/1 
3 褐色 10YR4/4 よくしまる 地iJj粘土
4 3とi司じ
5 fifA褐色 10YR2/2 地山粘土小ブロソク中量含む 粘性あり
6 黒褐色 lOYR2/2 池山粘土小ブロソク多量含む 粘性あり
7 黒色 7.5YR2/1 かたくしまる

SK86 
1 黒色 10YRl. 7/1 地山粘土少量 炭化物多量に含む
2 褐色 lOYR4/6 [[ 腐相当土と地はl粘土の混合 炭化物少量含む
3 1有褐色 lOYR5/8 地山粘土の二次堆積
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第2節検出遺構と出土遺物

S K87 

7.5YR2/3 かfこくしま
7.5YR2/2 よくしまる
lOYR3.3 ややしまる
lOYR5/6 よくしまる 地山粘土

SKF8S 
1 
2 
3 
4 

5 
6 

lOYR6/8 地山粘土二次堆穣
lOYR4/6 地山粘土やや多く含む
10YR5/8 竪く締まる 地山粘土二次堆扇(人為)
lOYR3/2 地山粘土・炭化物少量含む
2.5Y5/4 堅く締まる 砂層二次堆積
lOYR3/3 砂層と II層栂当層の混合 炭化物少量

リーブ色 5YS/3 竪く締まる 砂層二次堆積(人為)
リーブ褐色 2.SY4/6 堅く締まる
10YR4/6 ややしまる 地山粘土大粒多量含む
lOYR3/4 地山粘土小粒多量含む

10YR5/3 :tl!!.rl.HjiJ; 

p 

ま1 1 J 

-'----一---ノー

S K F88 

一一-24. 700m 

Nb 

Nc 

I 褐色 10YR4/6 砂質シノレト土 炭化物少量含む

m 

第51図土坑 (23)SKF85・88、SK87 
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第4章調査の記録

土坑・フラスコ状土坑観察表 (II区 .III区)

重複

~~~ 52 1 1 M060 1 130X90ド611巾円形 11' 1 

SK 102 52 1 12 1 MS臼|山001271叫惰円形 !ト l

SK 103 53 1 1 NA 60 1130 X 100 115 1 -1精円形 l ト|小捨場?
土器[107J(後期前葉)，磨製石斧[207J;奈IJ片;蝶 r干飾[126]，黒躍石[205・206] |後期時?

SK 104 I 52 1 12 1 NC64 1 21OX110 1221刈達磨形 |ト l
土器(後期前葉)，盛器;ì~1j器;円形石器[209J; 長IJ片;陳 |後鵬?

SK 105 I 52 1 12 1 MS 64 1 22川 o154ド601隅丸長方形| 11' 1 

SK 1061 53 I 12 I NF65 1 480X215 14313801隅丸長方形| |卜 l
長IJJ十

SK 109 I 52 1 1 NG70 1 160xll5 1171叫抑 1 r 1 

SK 201 I 54 13 I MS 77 I (140) い巾 lホ|
土器(後期前葉)，磨お[201J;剥片;蝶 l後j目前葉?
SKF 202 I 54 1 1 MS77 1 130X120 1(81)115011格円形 |ロ|

土器(中期中葉・後期前葉)，磨石;石血;長IJ片;蝶;原石

SKF 203 I 54 1 13 1畑 78 1 130X110 1(89)1叶楕円形 |ロ l
土器(後期前葉)，15核;長IJ片:瞭;/京石，黒躍石 |後期臨?

SKF 204 I 54 1 13 1 MR川口問 |ω巾 |ロ i
土器(中期中葉)，箆状石器[173J;磨石;華IJ片;礁，黒曜石[172J i柵葉?
SKF 205 I 55 1 - 1 MS 77 1 130X110 1(10い |ロ l
土器(後期前葉)，掻器;削器[174・175・176J;剥片 |後期前葉?

SK 206 I 55 1 13 1 MR 78 1150 X 120 1他)1叫隅丸長方形| 11' 1土騨?

土器(後期前葉)，剥片:瞭 |後鵬?

SKF 207 I 55 1 13 1 MQ78 1 160X150 1(60)1叫略円形 lロ|
土器[81J(後期前葉)，長IJ片;陳 |酬葉?

SKF 208 I 56 1 13 1附 78I 200 X 190 I咋∞|略円形 |ニ|

土器(後期初頭~前葉)，長IJ片;牒 l後期初日葉
SKF 210 I 55 I I MQ78 I (130) 1ω巾 |ロ|

土器[63J(後期中葉)，長iJ片;蝶 |後間

-72-



第2節検出遺構と出土遺物

重複

~ MT78 I 120XllOJ叫 101楕円形 |ト|

土器(後期初頭~古iI葉)，長1])干;1深 |後期i初頭~前葉?

れ 5I 56 I I MS 7 4 _L~~~~110M内丸方形| |ト|

土器(中期中葉・後期前葉)

SKF 21叶 57 13 I MP叶 l∞ |ω巾 |ロ|

土器[64，65，66J (後期初頭~前葉)，掻器[177J;台石;長1]片;礁;原石，土偶[119J |後期冊前葉?

SKF 2168 I 57 l附叶 m ト47)Il7_OJ円形 |ロ|

土器(後期前葉)，台石市1]片;1風土偶 |後脚?

SK 220 56 I M076 I 80X60 は 70 惰円形 |ホ|

土器(後期初頭~前葉)，出器;長1]片;傑;原石 |後期初頭~前葉?

SKF 221 I 57 1 I MM76 I側|叫川円形 |ロ(

土器，箆状石器[178J;剥片

SK 222 I 57 I 14 I阻 67I 240 X 110 1(63) 11山丸長方形| 11' 1 

土器(後期前葉) |後糊?

SKF 223 I 57 I 14川1M叩阻W在狂伍町K即〈σ7九4I川1ロ120初0川 o1叫 6引0バ|同惰丹形 |ロ|

土器[67J(後期前葉)，長I]J十多数，炭化クルミ核 |後期前葉?

SKF 224 I 58 14 I MK75 I (80) ド)180 1田 |ロ l
土器(後期前葉)，瞭 |後期前葉?

SK 225 I 58 14 I阻 76I 70 X 60 I (叶 |卜 l
t器(後期前葉)，損器;凹石;剥片;1時土製品 |後期前葉?

SKF 226 I 58 I 14 I MK76 InOX90 I(吋 |ロ|

土器[68，69，70，71，82，83，84，85J(後期前葉~中葉)，融石;磨お;剥片;牒 |側面

~ 58 14 I MK77 I 190x180 I叫州印 |ロ|

土器[72，86J(後期初頭~前葉)，台石;長1]片;陳;原石 |後lU冊

SK 228 I 58 - I ML 77 I 160X140 I叫巾円形 11' 1 

S凱K229 I卜い1ロ2十一 |削7沌8I川14別4ω0川 o1卜叫54刊叶4ωぺ小)1小|ドl巾円形 |ホ|

土器(後期前葉)，長1]片;原石 |後鵬?

SK 230 I 59 I MQ7-=--l~~X60 Jは~OJ 楕円形 |ロ l
土器，長1]片

SK 231 I 59 - I MM77 I 90 X 40 1 (15) 170 I楕円形 lトl
黒曜石[179]
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第4章調査の記録

SK 233 59 1 14 1阻川町o117190 1隅丸長方形1- 11' 1 

土器[87J(後期前葉)，剥片 |後糊?

SKF 234 I 59 1 15 1 旧 73 1 ロOX11017211701'日刊 |ロ|

土器，剥片;瞭

SKF 235 I 59 1 - 1 MF 72 1120 X 110 1叫巾円形 |ロ l
土器，石槍[180J;剥片

SKF 236 I 60 1 1 MF73 1川 o1971200 1略円形 iロ|
土器[73J(後期前葉)，長IJ片;礁 |後期前葉

SKF 237 I 60 1 15 1附 74 1 100 18311401円形 |ィ|

土器[88J(中期中葉・後期前葉)，磨石;条IJ片;原石

SKF 238 I 60 1 |阻 75 1山 o1491120 1割問形 |ィ|

土器[89，90J(後期前葉)，掻器;石槍[181J;瞭 |後鵬?

SKF 239 I 60 1 15 1阻 75 1 90 X 70 166 1120 1楕円形 |ロ|

土器[75，91，92J (中期末~後期前葉)，長IJ片;牒 |中俳後期間

凱叫 61 1 15 1叩 75 1120 X 110 143 1州各円形 |ホ|

土器，長IJ片

SKF出 I61 1 15 1叩 73 1 (10川叫巾円形 |ィ|

土器(後期初頭~前葉)，融石;削器;打製石斧[182J;剥)十;瞭;原石 |酬頭鴨?

SKF 247 61 1 - 1旧 72 1 160x140 11361叫楕円形 |ロ|

土器(後期前葉)，剥片，牒 |後脚?

SK 248 I 61 1 | 山 77 1 60X50 1叫 40 1 器叩 11' 1 

長t片

SK 250 62 1 1 MS71 1川 00I(叫 601橋円形 1
1
' 1 

土器(後期前葉)，不定形石器;鷹石[202・203J;削器[183J;長IJ片 |棚葉

SK 251 62 1 |四70 1130 X 120 1は1)1州 l 11' 1 

土器[93，94，95，96lC後期初頭~前葉)，損器[184J;長IJJ十;醗 |州ij

SK 252 63 1 15 1 MQ70 1 (250) 1 (38) 11701惰円形 11' 1 

土器(後期前葉)，石核，剥片;陳，原石，炭化クルミ絞 |後期

SK 253 63 1 15 1 MQ71 1 (340) 1 (45) 12川偶丸長方形1SK252つ 11' 1 

土器(後期中葉)，石簸[185・186・187・188J;ち匙[189J;掻器;石錘;凹石;石核，剥片;礁，原石，黒曜石[190J |蜘葉

SK 254 I 63 1 1 MQ71 1川 o1叶801m叩 11' 1 

土器[74J(後期初頭~前葉)，削器[191J;長IJ片;j陳 |倒l初頭~前葉
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第 2節検出遺構と出土遺物

重被

SK 255 I 62 1 15 1 MR 70 1 90 X 60 1 (小川隅城方形| 11' 1 

瞬、

SK 256 I 62 1 | 附山7九11い同2幻却3ぬ0川 o1卜叫3却制叫9引川小)イ小|ト19川0バ|片同長閉円形 11' 1 

土器(後期中葉)，石槍[192・193・1951;顕器;石匙[194J長IJ片 |後期

SKF 260 I 64 1 l 山 70 1120 X 100 I(山。 1四日 |ハ31

土器[97，98，99J (後期前葉)，長IJ片 |後脚?

SKF 261 I 64 1 |山71 1 140X 130 I(叫仲附形 |ロ|

土器[100，101，102，103J (後期前葉)，長IJ)l-;礁 l後鵬?
SKF 262 I 64 1 1凶6 1 閲 70什(川 o 1いω叫7わぺ咋)イ小lトい凶1沼瑚州8別0 (ロ|

土器(後期初頭~前葉)，長IJ片 |後1m初頭~前葉?

K 263 I 64 1 - 1 比山67 1いいロ川2却0川 I(いW同(ω矧側叫8回制3ω) ¥1， I 
土器(後期初頭~前葉)，石核;奈IJ片 l酬日葉?
SKF 269 I 65 1 16 1l¥1M川口o I(叫 801円形 1 (SKF274ト) |ィ|

土器(後期初頭~前葉)，削器[196J;長IJ)十;瞭 |後期初日葉?

SKF 2叶 65 I 16 1州川 130 I(ド叫2却捌29)1別9)1川| lイl
土器防 77，78，79J(後期前葉)三脚石器[199J削器削;石匙[198];蔽石磨石川;石核剥片税;原石 |後期前葉?

SKF 2叶 65 1 1 MN78 1 130 1叫川円形 lイl
土器(後期前葉)，石核;長IJ片;陳;原石 !後鵬?

SKド274I 65 1 1 1制 78い40 1(123)1150 1円形 1 (→SKF269) lイl埋V
土器[80，105，106J (後期前葉~中葉)，石槍[200J;全IJ片;礁 |後鵬~中葉?
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第4章調査の記録

@ 

@ 

S K 101 

S K 109 

S K 102 

S K 105 

一一一一22.700m

SK10l 

2 
3 
4 
SK102 

2.5Y3/1 しまる 粘性あり
ブ褐色 2.5Y4/6 しまる 粘性あり
2.5Y5/4 よくしまる
じ

1 黒色 lOYR2/1 しまる 粘性あり
2 黒褐色 2.5Y3/2 しまる
3 黒褐色 2.5Y3/1 しまる
4 陪オリーブ褐色 2.5Y3/3 
SK104 
1 黒褐色 lOYR3/2 しまる 炭中粒中長含む
2 1と悶じ
3 黒褐色 lOYR2/2 
4 黒色 lOYR2/1 
SK105 
1 黒色 7.5YR2/1 しまる 粘性あり
2 踏オリーブ褐色 2.5Y3/3 粘性あり
3 オリーブ褐色 2.5Y4/6 粘性あり
SK109 
1 黒褐色 lOYR2/2 
2 オリ ブ褐色 2.5Y4/4 よくしまる
3 資褐色 2.5Y5/4 しまる

第52図土坑 (24)S K101・102・104・105・109
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毎N
N
.
0
印
。
コ

三-22.0仙 1

黒色 7.5YR1.7/1 しまる
褐灰色 7.5YR4/1 しまる 粘性あり

D 

第2節検出遺構とU:l士遺物

@ SKI03 

S N 108 

暗褐色 7.5YR3/4 炭大粒多量含む
褐色 7.5YR4/6 炭中粒少量含む
黒褐色 10YR3/Z 炭中粒少量含む 粘性あり

第53図土坑 (25)S K103・106、SN108焼土遺構
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調査の記録

S K201 

第4

一一一-23.4()()川一一一一2:l.S0()m

I清褐~ lOYR3!4 炭化物・地山粘土多量に含む 拳大の傑
褐色 lOYR4!4 締まり 2~7層やや弱 地山粘土二次樵積
踏褐色 lOYR3!3 炭化物・地山粘土やや多く含む
褐色 lOYR4!4 地山粘土二次堆積
にぶし、寅褐色 lOYR4!3 :t也iJ.j粘土主
黒褐色 lOYH.3/2 池山粘土やや多く 炭化物少量含む
明寅褐色 lOYR6/6 地山粘土二次土佐積

ーょっゐつ
J

A
せ

に
d

p

O

門
/

精褐色 lOYR4/4 
暗褐色 lOYR4/4 
時褐色 lOYR3/4 
褐色 7.5YR4/4 
明褐色 7.5YR5!6 
褐色 7.5YR4/3
明褐色 7.5YR5/6 
賠褐色 lOYR3/4 
黒褐色 lOYR3/2 
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検出遺構と出土遺物
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第4章調査の記録
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1 黒褐色 10YR3/2 炭小粒中量含む 地山粘土小粒少
長含む
2 暗褐色 10YR3/3 炭小粒多量含む 地山粘土小粒中
量含む
3 黒褐色 10YR2/3 
4 J渚褐色 10YR3/4 炭中粒少量含む 地山粘土大粒多
最含む
5 オリーブ褐色 2.5Y4/4 ややゆるい
6 陪褐色 10YR3/4 シノレト質地山砂
7 黒褐色 10YR3/2 炭小粒少量含む
8 黄褐色 2.5Y5/4 地山砂
9 暗オリ ブ褐色 2.5Y3/3
10 9と同じ

S K215 話 SK220 
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黒褐色 7.5YR3/2 
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検出遺構と/:1:¥士遺物第 2節
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第4章調査の記録
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検出遺構と出土遺物第2節
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第 2節検出遺構と出土遺物
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1 1I音褐色 lOYR3/3 炭化物 池山砂少量含む

2 黒1'<12¥色 lOYR2/3 i炭化物多く含む
3 1時褐色 lOYR3/3 地山粘土少量含む

4 I!資褐色 lOYR3/4 地山粘土やや多く 炭化物少量含む

5 泉褐色 lOYR2/2 地山粘土少愛含む

6 真綿色 10YR5/8 j也LLi粘土2次Jttt資
7 ~ìえ褐色 lOYE5/6 地iJl粘土2次堆積士に主主褐色

lOYR2/2千百，;;!犬に入る

黒褐色 lOYR3/2 J色山粘土少量 炭化物やや多く含む

オリーブ褐色 2.5Y4/4 堅く締まる 砂層

~23 山 B 

己ι32:::
・::::SKF270A:::・:・・・・・・¥・

SKF274 
1 黒褐色 lOYR2/3 

2 I!音褐色 lOYR3/4 

3 
4 
5 

量含む

SKF270A・8

ロソク多

地LLiliP中量含む

f占1生あり

1 情得色 lOYR3/3 炭化物やや多く 地山粘土少数合む

2 黒褐色 lOYR2/3 炭化物・池山粘土やや多く含む

3 1惰褐色 lOYR3/4 J也iJl粘土f口ソク

4 黒褐色 lOYR2/2 炭化物やや多く 地山粘土少量含む

5 黒渇色 lOYR2/3 J也山粘土多量に 炭化物やや多く含む

6 褐色 lOYR4/6 J也山粘土主 炭化物少量含む(SKF270A)

第65図土坑 (37)S KF269・270A. 270B・274
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第4章調査の記録

4. 土器埋設遺構(第66図)

土器埋設遺構は、 I区北部で8基確認した。理設の形態、堆積土の状況(焼土の有無)、付

属施設の有無ーから 3タイプに類別できる。

A:土器が単独で正位して埋め込まれるものは SR5・7C . 65 . 66 F • 83 B ) 

B:土器が単独で倒立して埋め込まれるもの(1基、 SR60) 

C:埋め込まれた土器(正位)に隣接して焼土の広がりの見られるものは基、 SR 76 • 80) 

A.Cは、 SR83Bを除くと土器が火熱を受け器閣が脆弱しており、堆積土に焼土@炭化物

を含む。このことから住居に伴う炉であった可能性が高いが、間境、柱穴等が明確に確認でき

なかったため、本項に含めている。 SR83BはS183内に位置し、両者の関係は:不明である。

堆積土には焼土を合まず、本類の中では異質である。 企方のBは、堆積土中に少量の炭化物を

含むものの焼土は見られず、土器内部に球状の瞭石器が 2点(第91図166. 167)入れられてい

た。土器桔墓の可能性を推定しておきたい。時期は使用の土器から、 A.Cが縄文時代中期中

葉~後葉に、 Bは晩期前葉~中葉と考えられる。各遺構の検出位置、規模等については土坑同

様に表にしてまとめる。

土器埋設遺構観察表

遺構No j希関H口 土器Nu 図版Nu グリヅド 掘込国 到達同 重複 {共伴遺物 f時 期

SR 5 66 108 17 LP 69 1II N 後期前葉

SR 7C 19，66 109 17 LR 71 1II N S悶<7A歩 剥jヰ 中期後葉

SR 60 66 110 17 LN71 1II W 膳石[167];敵石[165J; 晩期前葉~中葉

SI~ 65 66 III 17 LN71 1II 1II SKF34Dシー 後期前葉

SR 66F 44 112 18 LP 73 SKF66E→ 会IJ片 中期後葉

SR 76 66 113 L恥170 III III 削器[158];石鍛1)57] 後期前葉

SR 80 66 114 18 LT 71 III III 剥Ji- 後期初頭

SR 83B 9，10 2 LR 67 III W (S183) 条IJ片 後期初頭

5. 石田炉(第67図)

石間炉とした遺構は、 I区北東部で隣接して3基検出された (SN33B.34B・41B)。い

ずれもフラスコ状土坑埋土 i二位に構築される。二i二坑との直接的な関係は不可Jで、あるか、少なく

とも土坑が大部分埋まり、血状に窪んだ場に石田の炉を形成させる。 SN41Bは、血l状に窓ん

だ場に褐色の*lli質土 (SKF41A-2層)を}1，ljりその上に石を配している。これら遺構の府間

には柱穴、周壁等を確認できなかったことから、住居に伴う施設ではなく、)主外の炉であった

と推定する。炉内部には比較的厚く焼士が堆積している。炉に使用の石は拳大から半頭大の円

90 



第2節検出遺構と出土遺物

!擦を 10~19個円形に巡らしている。炉の規模は 3 4まとも径が50~60cmであり、うち 2 基には炉

中央に土器がiI立して理められていた。 土器は後期以i年の時期iと忠われるが、地文以外の文様

はなく、時期の特定はできない。しかしSN33B .41Bは、直下の士坑SKF33A .41Aが!日I

士遺物から 11免期~ìíí葉 ~I~I二l葉の構築と判断されることから、これら石間炉は、該期あるいは以降

の時期と考えられる。

6. 焼士遺構(第68~71 図)

!焼土遺構は、 1 基、 II12<~25基、 III 区 1 基の計 48基を確認した。本遺構は、土坑等が 1 • 

III玄北部に集中するのに比較すると、数は少ないものの主に 1. II区の調査区内に点在するよ

うに分布する。各遺構は、単独で位置する場合と、土坑等と重複が認められる場合がある。後

者は重複の位置関係から、前述の石閉炉のように、 L坑が理没し僅かに径んだ場を利用して火

の使用がなされたとも考えられる。 SN33C • 61B • 73B • 217・227B• 243Bの6遺構が該

当する。また SN33Cは、石囲炉SN33Bの真とに位置するが、 10cm程の間層を挟んでおり、

両者一連の遺構ではなく、 33B魔棄後の窪みを利用していることが判明した。

遺構の構築時期は、焼士pヲあるいは周辺出土の土器から後期前葉を中心とすると見られるが、

I区東端中央に位置する SN93~95は、周辺で鉄停の出土が認められることから平安時代かそ

れ以降の可能性もある。各遺構の位置、規模、確認、聞等については以下の表にまとめる。

焼土遺構観察表

j宣構No 挿罷NQ グ1)ソ|、 長i!q!1 勧告h !手さ 平而!杉 確認面 到達面 重 懐 ]宣 物

SN 9 68 LT 54 120 90 10 人形 N N I 

SN 10 68 LQ 54 40 30 10 惰円形 II I 

SN 11 68 L056 40 20 惰円形 W N I 

SN 12 68 LK56 60 40 1有円jf; TI TI I 

SN 13 68 Lj 56 40 30 8 楕円形 TI n I 

SN 14 68 LL 66 80 40 10 稿円形 1II N 条IjJ干

SN 15 68 LM62 40 30 15 略丹)杉 W W 

SN 16 68 L055 60 20 長円)f; N W 

SN 17 68 L055 40 30 三角形 W N 

SN 18 68 L056 110 80 楕円形 N N 

SN 20 69 LP 6] 180 90 16 惰円形

SN 33C 28 LN70 40 30 10 情円形 II n SKF33A->SN33ß~->l-

SN 61B 39 LO 70 40 16 円形 N N SKF61Aゅ

SN 73s 47 L073 70 40 14 瓢簸Jf3 SKI;73A→ 

SN 79 69 品七九66 50 40 10 賠FJ If~ II II 
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遺構No. j電図No. グリッド 長制l 短制l 厚さ 平面形 確認菌 到達麗 重 複 遺 物

SN 81 69 LT 72 30 20 8 略円形 II III 1- 石鍛;剥片

SN 82 69 LR 73 50 40 16 略円形 II III 1- 土器

SN 93 69 LI 61 30 20 8 略円形 II III 1-

SN 94 69 Ll 61 50 30 6 達磨形 II III 1-

SN 95 69 LI 61 70 20 4 三日月!日 II III 1-

SN 98 69 LO 72 40 20 情円形 N N 1-

SN 99 69 LO 71 40 隅丸方形 1II III 1-

SN 108 53 NE 68 70 35 10 情円形 上器(後期前葉)，掻器，出器[208J;*，11片

SN 211 70 h勾 76 80 40 10 楕円形 III N 1 

SN 217 56 MP78 90 40 情円形 1II N SKF208ー》

SN 227B 58 h任¥.77 70 40 隅丸長方形 III W SK227A→ 

SN 227C 58 IVlK 77 50 40 三角形 N N 1-

SN 241 70 MF77 180 70 16 三日月形 II III 1-

SN 242 70 MF76 50 30 14 情円形 II III 1-

SN 243B 61 MG75 80 20 三日月形 III N SK243A→ 

SN 243C 61 MG75 40 20 情円形 W N 1-

SN 245A 12 MM77 60 40 三角形 1Il III SN245C-> 

SN 245B 12 MM78 70 30 瓢箪形 1II III SN245C シ

SN 245C 12 b仏178 50 30 情円形 N W →SN245A; シSN245B

SN 245D 12 MM78 90 40 指円形 III III 1一

SN 249 70 MQ72 80 60 12 1古河Hj W N 1-

SN 257 70 MT70 190 150 14 i明JL長方形 n 1-

SN 258 70 h在R70 50 30 6 摘円形 1II 1II 1- 会IJ月一

SN 264 70 MI 72 40 30 10 楕円形 II 1II 

SN 265A 71 MH72 30 16 略円形 W N 長IJ)l-

SN 265B 71 Mf-172 40 30 24 略河M N N 長IJ)十

SN 266 71 MG72 50 40 10 日制TIM III 1II 全11片;ii来

I SN 267 13 MI 73 110 40 13 liilrJlf3 II III SI273-> 

71 ルロ¥.60 30 20 8 三日!J形 II 1II 1- 器1104J

SN 268B 71 IvlK60 60 20 10 議箆!fJ II T1 1- 土器L104J

SN 271 71 MG72 80 30 8 惰|奇形 1Il N 

SN 272A 71 λ仏162 50 30 10 !~i円形 II n 1一

SN 272B 71 民仏162 70 40 10 話箪形 rr JI 
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7 総状i量鱗

I路状遺鱗は、 I区北京総で2条確認した。土坑との急復あるいは磁認状況から縄文時代に構

築された遺様であることが判明している。

S D66G (第44・45悶}は、およそ荷函から北東方向に延びる〈下る)務で、幅O.6m前後、

確59.できた長さは約4mである。SK66B・66C・78A.78Cと黛複し、各土坑に切られる。

SKF66Bと78Cの問は織が卜 γネル状(帳、高さとも約60cm)を援する。務内部には南商都、

SKF66Cと電鍍する古草分に拳犬の殺が30側ほど集中する(下の写真参!照)。

S D97 (第49図)は、およそ南東から北西方向に延びる (下る)幣で、幅O.6-0.8Sm、磁

認した長さは約5.7mである。深さは、 17-46cmである。本務と直接的な意復関係をもっ遺構

はないが、北世IJに隣接するSKF77と同一部で線認していることから織女時代の機築と判断し

た。

-93-
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SR5 

事 5R65 

-@-
一一一一25.300m 

⑨ 

-む

5 R80 

一一一一 25.300m

5 R60 

み$畏 7C

25.300m 
~S 

25.200m 

4 

Q主
、nw
~

J

 

冗
山

b

b

R

d

v
も
¥

s

b

 

ー司4じ隆二

SR5 
1 暗褐色 7.5YR3/3 竪く締まる
2 暗褐色 7.5YR3/4 堅く締まる 焼土少量含む
3 黒褐色 lOYR3/2 焼土・炭化物・地山粘土やや多く含む 締まり弱
4 暗赤褐色 5YR3/4 焼土ブロック
5 i清褐色 lOYR3/4 焼土少量含む
6 褐色 lOYR4/6 地山粘土を主とする
7 褐色 lOYR4/4 
8 精赤褐色 5YR3/6 火熱による地山の赤変

SR7 C 
l 緒褐色 7.5YR3/4 焼土・炭化物やや多く含む

SR60 
1 i情褐色 lOYR3/4 炭化物少最含む

SR65 
1 i清褐色 lOYR3/4 炭化物少量含む
2 縞褐色 lOYR3/3 炭化物やや多く 焼土少量含む
3 褐色 lOYR4/6 j:白山粘土多最に 炭化物・焼土少量;含む

SR76 
1 騎褐色 10YR3/3 よくしまる 炭大粒少量含む
2 i清褐色 lOYR3/4 よくしまる
3 褐色 lOYR4/6 よくしまる 地山粘土
4 明褐色 7.5Y5/6 炭小粒少最含む 焼土

SR80 
1 陪褐色 7.5YR3/3 :l也山粘土・炭化物少量含む
2 黒褐色 7.5YR3/2 地lli粘土・炭化物多量含む

m 

第66図土器壊設遺構 S R 5 • 7 C • 60・65• 76・80
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付 s叩B

J九一。 G

Ú]J~@ 
一一一一25.400111

2 

ーょっ“内
J
4
A
「

D
p
b

i
i

、

ウ

i

i
 焼土大粒少最含む

10YR3/4 
7.5YR4/6 
7.5YR3/4 m 

石閤炉位置図

一一一一 24.40()111

炭小粒中;量含む焼土大

焼土小粒中長7.5YR4/6 よくしまる

m 7.5YR3/4 ややしまる 焼土小粒少

S N33B • 34B .41B 

- 95-
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SN9 

燈色 7.5YR6/8 よくしまる 焼土

S N12 S N13 

l 燈色 5YR6/8 焼土
2 黒褐色 lOYR2/3 焼土小粒少量含む
3 褐色 lOYR4/4 IIII漫?

@SN15  

三重私-2

1 燈色 5YR7/6 焼土
2 J碕褐色 lOYR3/3 

S NI0 

1 t琵色 5YR6/8 焼土

@SNll  

後色 5YR6/8 よくしまる
焼土

2 黒褐色 lOYR2/2 II層穏当
3 踏褐色 lOYR3/4 IIII替相当

S N18 

S N14 

一一一24.400m2 1 4 

1 燈色 5YR6/8 炭大粒少量含む焼土
2 明赤褐色 5YR5/6 炭小粒中量含む
3 オリーブ褐色 2.5Y4/3 
4 黒褐色 2.5Y3/2 

S N17 

S N16 

m 

第68図焼土遺構(1) S N 9 ~18 

- 96-



検出遺構と出土遺物

S N81 

第2節

骨 SN79 

III 1X怒少ちくミ
寸f

赤褐色 5YR4/6 焼土
炭化物少最含む
にぶい資褐色 lOYR4/3 

明褐色 7.5YR5/8 焼土
陪褐色 10YR3/3 炭・
燐土中量含む

恩褐色 2.5Y3/1 炭大極少量1ff;む λ 

黒褐色 lOYRZ/3 炭大粒少量含む 焼土中粒少量含む

燈色 5YR6/8 焼土
暗褐色 7.5YR3/4 焼土中粒多量含む

黒褐色 lOYRZ/Z 
資褐色 lOYR5/6 

ーム

n
L
q
u
Aふ
伊

b
p
o

ザ)S N95 @s附@SN93  
S N82 

二と訟も了」
25.300 m 

時褐色 7.5YR3/4 焼土
中粒多量含む

黒色 7.5YRZ/l 炭中粒
少量含む

赤褐色 5YR4/6 焼土

Z.5Y3/Z 
7.5YZ/l 炭中粒中

@SN99  ⑮ s附

S N20・79・81. 82 . 93・94・95. 98 . 99 
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褐色 7.5YR4/6 焼土砂質粘土

焼土遺構 (2) 

明褐色 7.5YR5/6 焼土
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⑨ S N211 

一一一一23.400111

燈色 7.5YR6/6 炭大粒中最含む 焼土

S N249 

一一一23.90001

骨 SN 258 S N264 

一一一一乙1.:JIl()rll

明褐色 7.5YRS/5 焼土
日音褐色 lOYR3/3 IIII習相当

6事 S N257 

SN257 
1 燈色 7.5YR6/S
2 俊色 7.5YR6/S 
3 奇陵 7.5YR7/S 
4 黒渇色 10YR2/2 

SN241 
1 黒褐色 lOYR2/3 
2 陪褐色 7.5YR3/4 
3 赤褐色 5YR4/S 
4 褐灰色 7.5YE4/1 
5 明褐色 7.5YR5/S よ

SN242 

S N242 

1 明赤渇色 5YR5/6 よくしまる 焼士
2 オリーフ1Jl1色 2.5Y4/6 

m 

3 11斎褐色 10YR3/3 炭大粒少量含む 焼土中粒少量含む
4 オリーブf品色 2.5Y4/3 ょくしまる
5 オリーブ褐色 2.5Y4/3 ょくしまる 炭中粒"1コ-玩含む

第70図焼土遺構(3) S N211 • 241 • 242 • 249 • 257 • 258・264

- 98-



⑨S吋…
-⑫ 
一一一一 24.300m

明赤褐色 5YR5/8 炭小粒少量含む
焼土
2 暗褐色 lOYR3/3 焼土大粒少量含む
※空潟

⑨ 

燈色 5YR7/8 よくしま
る 炭中粒中最含む

明褐色 7.5YR5/6 よくし
まる焼土

褐色 lOYR4/4 しまる 炭
小粒少量含む

@~間2A

23.600111 

G本

S N272B 

燈色 5YR7/6 焼土
II層相当
IIIJ寝相当

第2節検出遺構と出土遺物

S N268B 

燈色 7.5YR7/6 焼土
俊色 7.5YR6/6 焼土

第71密焼土遺構 (4)S N265A . 265B . 266 . 268A • 268B • 271 • 272A • 272B 
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第72図

- 100-
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口
赤色塗彩
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詩子号 ilUニi立m
5 S 1 2 1 9 (力i)

6 S 1 2 7 3 (炉)

7 S 1 2 7 3 (:lJi) 

8 S 1 2 7 3 

9 S 1 2 3 (:lJi) 

10 S 1 2 7 3 (炉)

11 S 1 2 7 3 

第 2節検出遺構と出土遺物

文総・調絵手

(外)縦RUl立文， (1人j) ミガキ，スス{，jお

ヂ縁? (外)RU1tl文， (内) ミガキ

(外)RL縄文， (内)ミガキ・へ ナデ

(外)RL縄文》泣;線， (lF:j)ミガキ

(外)RL縄文→i:.tl謀、斗が消， (内) ミガキ

(外)RL縄文斗沈線， (内)ミガキ、 9と|司 似体か

1<111珍 i司法， (外)RL縄文

第73図 遺構内出土遺物 (2)土器 (2) 1区
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しグ
弓ヲ、7

口赤目

j存 /1¥[-泣ft't'， :主総・，lI!J'l宇等 Illi 1[:1大係

12 SKF3 、v絞， (タト)弧状沈il~J~ )-ミガキ， (1)']) ミガ 5.0 8.0 8.0 

13 SKF8 (外) 1ミ L縄文，スス付 ~"i ， (1)'])漆Hli (3.2) 

14 S1くド 25 '1::(窓um，(外)1ヨ突起ドILji/;.!コ':;Rバ印ELR縄文状111'1刈・主形文斗仔IVi，(1)1)ミガキ

15 S Kl中 40A 日突起1'1、ド紋， (外)j{甘，;[Zj'l'lx総 'LR#IU文 >$(1111列・形文;サ汗ばj，(1付) ミガキ 10.0 10.7 

l6 Sl¥F6/IA 、IL紋， (タト)突起ぃIL行北t線， (111) ミガキ

17 SK66A (外)1径'IIr-->-!IHJ突タ11， (i付) ミカキ

18 SKF66C 主It波:1た紋， (外)1ぜf，Ji; 寸t~tL R*JI1)(， (1竹) ミガヰ戸

19 SKF74f3 矧jJi+~m (外) I~Hgー >IX線 ;!kH~"í ， (111) ミガキ

第74国遺構内出土遺物 (3)土器 (3) 1 区
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zl 1 (9)器芋 (9)防寒芋同記事詩要 因9L露

曜日E ゴよし区lS8i~ 芋 j辛主主現

主事官ω亙臨 事 F第



第2節検出遺構と出土遺物

34 

勝経唱]l!./
40 

39 

42 44 

審委G
47 

50 51 
52 

49 
第77図遺構内出土遺物 (6)土器 (6) 1区

Z干号 IUcl→{立従 文機・調整等 言干号 /Ji土位l賢 文機・調柊寺:

32 SKF3 (外)LR縄文叶沈線咋際消， (内)ミガキ 43 SKF28A (底)編物痕

33 SKF6 (外)陵情ゆi突， (内)ミガキ 44 SKF28A (外)沈線， (1行)ミガキ

34 SKF7A (外)沈線・引l突， (内)ミガキ 45 SKF28A (外)I理1W→沈線，朱付着， (1可)ミガ干

35 SKF7A (外)条痕， (内)ミガキ 46 SK252 (外)縦RL縄文→沈線， (内)，ガキ

36 SKF25 (外)平行i:t線>}，(IW 列・ LR縄文ト沈線 >I~消， (内)ミガキ 47 SK37 (外)沈線， (内)ミガキ

37 SKF26D (外)LR縄文悦線 >Im!月;jjミ付着， (内)ミガキ 48 SKF56 (外)沈線・刺突， (いJ)ミガキ

38 SKF26D (外)LR縄文…川上線…>111'iit(111) ミガキ 49 SKF59A (外)RL縄文→降線， (内)ミガキ

39 SKF26D (外)L R縄文，沈線砂降消， (内)ミガキ 50 SKF61A (外)縦LR縄文→干1-}沈線イ答j向， (1大l)ミガキ

40 SKF26G (外)沈線， (内) ，ガキ 51 SKF62 (外)沈線， (内)ミガキ

41 SKF27B (外)降'ffT州11711，(1'])ミガキ 52 SKF62 (外)条痕， (1与)ミガキ

42 SKF27B (外)降f背中l突寸μ乳(1句)、ガキ

- 105-



第4章調査の記録

-~ふ...1:!~必ハ
!-.，;~t='..':!'"広」ーー_.. J ¥ . ~ .. - ¥. """ 
9門町 ，_，剛 '¥ 1 一~日目ー

53 

ハυ
ハ
hv

54 

56 

得号 llJ土位[霞 文1ゑ・ 3制在等

53 S KF62 (外)平行沈線引日列・LR縄文》沈線・ミガキ， (内)ミガキ

54 S KF63 (外)litt侃 (1与)ガキ

55 S K F64H (外)I径'lIf-'UfllE縄文， (I)j) ，ガキ

56 SKF65CE (外)沈線， (内)，ガキ

57 S K72 (外)i:t線， (内)，ガキ北線

57 

円

νハい
62 

i存号 1:1-¥上位[泣 文係・品òl~íを

58 SKF741¥ (外)RL縄文》降線， (I'J)，ガキ

59 SKF 41¥ (外)縦LR縦士州突・沈線砂防消， (1付)ミガキ

50 SKF75 (外)沈線， (1与)ミガキ

61 SKF75 (外)沈紘 (1与)，ガキ

62 SK78D (外)I経常 'LR総文ゆl突711.(内)ミガキ

- 106-

第78図遺構内出土遺物(7 )土器(7) 1区



第2節検出遺構と出土遺物

tH I蹴 l 文1采・調教等
話?りー

11 {王 絞大 f王 w，y [，:.} 

63 
SKF210 I附ペガキ

64 
S KF216A I (外)沈線， (州

(8.8) 

65 
S KF216A I波状縁， (外)断g.い附沈線側， (1λJ)ミガキ

I 
66 
S KF216A I慨 (外)似乳 (内)ミガキ

(34.5) 

第79図 遺構内出土遺物 (8)土器 (8) II区

- 107-



第4主主 調査の記録

¥ 

文foR' 訴tl~在等

(外)縦RL縄文， (IJ1) ミカ合キ

(外) ミガキ， (内) ミガキ，([氏)編物痕

波状縁， (外)降'flf ~)>縦一 LR総文>'Iz行lxt，車券ミガキ;主主?H;i's. (IJ1) ミガキ
平総 (LR総文)， (外) LR縄文》品t線， (内)ミガキ

第80図 遺構内出土遺物 (9)土器 (9) II区

- 108 
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玄III(Ll)醤芋(ll)助事芋用制主幹事 国Zg第

キJ(-， (ル1) ')，í íl詩~'1 (材)

4τ序 " (十4'fO{I) ‘L草寺オ、

キJ伴 (f汁) ‘コ~íl時~'1 (十4') ，草寺γl、

牛島(ル1) ')身 f'Fli::平線'1~<--ìf，n:1 (-14') ‘特，1烹

来事t即・ま守本

海?~ωZ芸能 車 F主題



第2節検出遺構と出土遺物

10cm 

第83図 遺構内出土遺物 (12)土器 (12) II区

第75図の観察表

日号'Y IILI:;立鱗 文掠・誠終等 uj壬 最大任 2号!古l

20 SKF8 '1'縁， (外) RL縄文， (内) ミガキ 24.4 24.4 (15.4) 

21 SKF8 (外)網t=1:tX文， (i!'J) ミガキ， (1底)ササ浜 (14.0) (27.1) 

22 SKF22B ミド縁 (RU1[文)， (外) ミガキ， (1)')) ミガキ 15.8 16.3 8.6 

23 SKF28A 波状絃， (外)降，m~--~)>~iIJ づき 911 >R撚糸文， (内) ミガキ， (底)編物痕 (26.8) (26.8) 27.2 

24 SKF28A |平品ij:， (外)括主LRffl[文， (内) ミガキ 21.4 21.8 36.4 

第76図の観察表
高?サ lU土遺構 文係・調整等 /:lj壬 l[X大i壬 器rj:jJ

25 SK37 ;1λ紋， (外)、I'fi沈線， (1)']) ミガキ

26 SKF61A 波状紋， (外)ド葉市けミL総文， (1λJ) ミガキ 25.4 25.4 (27.0) 

27 SKF64D (内外) ミガキ， (底)ササ痕 (17.3) (8.1) 

28 SKF66A 波状絞， (外)降.:g:イ/111・縦RL縄文炉ミガキ，ススHA'I"， (1)')) ミガキ 27.6 (27.6) (18.3) 

29 SKF66A (外)網11:1た文， (外) ミガキ (16.3) (8.3) I 

30 SKF66D マサま， (内外) ミガキ、 (民)ササIl{ 11.9 12.3 11.3 

31 SKF74A (外)縦LRM[文， (1λJ) ミガキ (24.2) (22.7) I 

111 -



第4章調査の記録

81 

85 
86 

総支口
89 

91 -.I，J tγf 

92 

U 襲安o
97 

，. 
102 

1ハρm 107 

f寺号 出 i二{立 i~ 文禄・調殺等 番号 Il:l上f科医 文総"凋T住吉三

~1 SKF207 (外)LR縄文》沈線・判突砂磨消， II司);ガキ 95 SK251 (外)隆'i1i砂崩i突子l卜沈線， (/'J) ミガ干

82 SKF226 (外)I盗7ff!(内)ミガキ 96 SK251 (外)R燃糸文， (/司)ミガキ

83 SKF226 (外)LR縄文， (内)ミガキ 97 SKF260 (外)RL縄文引絞， (/可)ミガキ

84 SKF226 (外)沈線;*付(/司)ミガ干 98 SKF260 (外)沈線， (/'J)ミガキ

85 SKF226 (外)LR縄文， (内)ミガキ 99 jj:!t枠外(MN70) (外)沈線， (内)ミガキ

86 SK227 (外)I怪f背， (/']) ミガキ 100 SKF261 (外)沈線 'RL縄文;HJl'f，(/竹)ミガキ

87 SK233 (外)沈線， (/'])摩滅 101 SKF261 (外)沈線 'RL縄文，朱付話[， (/']) ，ガキ

88 SKF237 (外)I的W">!盗線岐IIII'LR縄文， (1'1);ガキ 102 SKF261 (7~)沈線 'RL縄文 :!t 付着， (/り) ，ガキ

89 SKF238 (外)沈線， (内)ミガキ 103 SKF261 (外)沈線 'RL縄文，朱付1'1，(/'J)ミガキ

90 SKF238 (外)R網Flik文， (内)ミガキ 104 SKF26G (外)縦LR縄文+沈線 '1日消， (ドJ)ミガキ

91 SKF239 (外)抑3卜'LR縄文， (/丹)ミガキ 105 SKF274 (外)R網li:!k文， (内)ミガキ

92 SKF239 (外)R網Ilik文， (内) ;ガキ 106 SKF274 (外)縦RL縄文》沈線， (/I'J) ミガキ

93 S K 2 5 1 (外)降帯 'R撚糸文， (/~J)ミガキ 107 SK103 (外)R木11:!k撚糸文， (内)ミナJキ

94 SK251 (外)隆'f!r--I>沈線， (内)ミガキ

第84図 遺構内出土遺物 (13)土器 (13)II 区

- 112-



第2節検出遺構と出土遺物

文係・調‘!~^，'P

(外) RL縄文+縦絞絡文， (1人J) ミガキ

平縁， (外)RL総文， (Ij']) ガキ

ち突起f、j平縁， (外) LR縄文， (内)ミガキ

子縁， (外) L然、糸文， (内) ミガキ

第85関 遺構内出土遺物(14)土器増設遺構(1 ) 



第4章調査の記録

門

H
H
W
U
H
H
H川パ

U
113 

百干号 IU土i立憐 文様・調終手 111笠 i立大iモ ~il~;i 

112 SR66F (外) RL総文， (/j']) ミガキ 17.8 17.2 24.9 

113 SR76 (外)1;主主主→>11&丹ト→RL事担文， (/付) ミガキ

114 SR80 (外) RJ?!';糸文…イl条借， (/λ']) ミガキ

115 SN34B (外) LR縄文， (内) ミガキ

116 S N 4 1 B i[Z縁， (外) LR;¥Jli文， (/j1) ミガキ 20.6 20.6 15.5 

第86図 遺構内出土遺物 (15)土器埋設遺構 (2) .石圏炉



117 : S K37 121 : S KF25 

118: S K F 26 B 122・123: S KF28A 

119 : S K F 216 A 124・125: S K F74 B 

120: S 1 219 12ιS K 103 

{ 

118 

J

¥

 

/也
120 

第 2節検出遺構と出土遺物

豆云

欠服部分

@
A
 

川
一
息
③122 

117 :鐸形土製品

118-120 :土偶

121 :円盤状土製品

122・126:耳飾

123-125 :袖珍土器

第87翻 遺構内出土遺物 (16)土製品 I~IIII玄



127 

(黒色:アスフアルト)

第4章調査の記録

ζコ

自然面

130 

135 

137 

134 

〈
川
山
川
ν
m
・
8
川
川
口
v
m

ぬ
撒
開
制
W

136 

第88図遺構内出土遺物 (17)石器(1) 1区

128 

~ø 

133 

3干号 tU+i立構 E号11'1 総ll1 長さ 九Iさ 主主'.

127 S I 83 mミ1(11RQ24正1 約 5.2 1.6 0.7 4.3 

128 SKI4 JlI!J: 111 li'i I 5.7 4.2 0.9 19.7 

129 SKF22 J!1l+ :1;lIH(}!.~ lIai :Cí) 3.1 2.4 0.8 6.4 

130 SKF25 - 1 fqlJ %il 5.tl 3.0 1.3 17.3 

131 SKF26E J'J!-I-.lfqIJ if.t 1 2.5 6.1 0.7 9.8 

132 SKF27 Jl!1しむ 鍛 3.2 1.0 0.5 1.1 

133 SKF27 J'!!I二 i査状正I %i 6.7 3.0 1.3 23.3 

134 SKF28A HRJニ fqlJ 総 5.5 5.0 1.3 21.9 

135 SKF28A HI'=Iゐ削 法 7.4 2.8 1.3 16.9 

136 SK34 HI!Iこ 箆状石 r.:'i 8.2 5.0 1.9 62.6 

137 SK34 耳Rl 箆状 1i r，:{ 6.7 3.1 1.4 20.4 



第2節検出遺構と出土遺物

141 

138 139 

142 

ζコ 140 

144 
145 

143 

(ぬ 自然面

146 

147 148 

ffi:サ iUl二遺構 間i!t: 託手やE iミさ !~(さ !TCli¥: 

138 SKF38 )JI!_Iニ j注 (5.2) 4.0 1.1 (15.2) 

139 SKF41A )'!l+ ì~ 1j }lf} 1 5.2 2.3 1.3 12.5 

140 SIく47 J:!fl土 ì~ 1j 能 5.9 3.0 0.8 11.4 

149 
141 SKF56 JifLl: ì~リ i告}1 4.4 2.8 1.0 

142 SKF59C J!!1こi二 石 }色 5.9 6.3 0.8 17.5 

143 SKF61 )1日i二 1， 恰 5.1 1.8 0.5 3.4 

144 SKF 61 )j!U 石 !き 5.8 2.3 1.0 9.2 

145 SKF62 )1日二l二 ぬ 在 1 5.5 2.2 0.9 9.4 

146 SKF63 )!f1~ニ 鍬 3.0 1.5 0.5 0.9 

147 SKF64A )1!U: 1 ì~IJ ~:} 1 6.4 1.8 0.9 8.8 

148 SKF64D 
150 

S6 1 .ffi 16.9 

149 SKF66A i'iリ 法y1 6.4 4.8 1.7 26.3 

150 S 1くF66B RQ1 行 iさ 4.6 5.0 1.0 18.9 

第89図 遺構内出土遺物 (18)石器 (2) 1区



第4章調査の記録

に二二三

156 

159 

151 

153 

157 

152 

。 154 

155 

金 ~e
158 

第90図遺構内出土遺物 (19)石器 (3) 1区

f寺号 出土近隣 !百1立 2抑E 長さ 中K¥ 厚さ 近Ht

151 S K F66C 耳E上石 li'i I 9.7 3.6 1.9 (58.3) 

152 S KF66 j予土 H五 総 4.i 2.6 1.3 10.8 

153 SKF66CE 顕 ;訴 5.4 7.5 2.0 74.1 

154 S K67 J:lJl.土石 針tI4.5 2.1 0.8 5.1 

155 S K67 HHc/っ石 姶 5.6 2.0 1.0 9.2 

156 S K72 HI1J:: 箆状正il* 5.5 3.0 1.1 17.6 

157 S R76 .I1H:/二 l'iIJ ;訴 2.9 1.7 0.5 9.9 

158 S R76 煙J:. 壬i 鍛 4.1 3.0 1.0 2.0 

159 S KF84 HI!l::子i 匙 (6.7)I 2.4 0.6 (8.4) 

Q
U
 



第2節検出遺構と出土遺物

亡二二〉
161 

164 

163 

168 

ラ
f性 1I¥J:j立tp'f- γffi1i 日号何l l~ さ I~íh !亨さ i事_~I t. lH~L:jg儲 回日1 待機 長さ r~hi I'Jさ I長!JI.
160 SKF6 ま! j:iji I 8.7 11. 7 2.8 406 165 SKF66B - 11符 イヲ 8.0 6.1 9.1 265 
161 SKF25 Jl111: 干i j'i[i I 6.5 9.2 2.1 140 166 S R 601)'] S2 If.波 fi 1 10.0 6.5 6.5 673 
162 SKF26H )II!+ 11t"! ul 9.9 5.5 5.7 420 167 SR60 内 RQ111必 Eil 11.8 9.4 8.2 1214 
163 SKF34A 日nし距? {:] I 13.1 11.5 5.4 l∞3 168 SKF66C 一際 行 14.3 6.3 4.4 504 
164 S N41Bカ~(i S2 11"1 fi 1 9.5 7.5 3.6 323 169 SKF34D - l.fi 1][[1(12.9) (19.4) 5.4 (1718) 

第91図遺構内出土遺物 (20)石器 (4) 1区



第4章調査の記録

くこ二〉

くご〉

180 。

刀
ハ
リ
u
I
m

5 CI11 

170 

174 

d l D 

~之二~

八

Uml門
〈
(
二

176 

スブアルト)

第92図遺構内出土遺物 (21)石器 (5)II区

171 

178 

ili号 /1¥土泣椛 1 .... 11立 i~，i締 さ 中高 !~[さ nl1it 

170 S I 2 1 9 JJj!二I~. 石 11J I 7.2 3.7 1.2 22.4 

171 S I 2 7 3 Jjgこlニ削 {!，;.i I 4.0 1.7 0.6 3.1 

172 SKF204 JII!:1二 長11J¥-(T.lAII荏イニi) 3.3 3.5 1.4 13.3 

173 SlくF204 上型二k tfl: :[え石器 (5.6) 3.4 2.0 (42.9) 

174 SKF205 !日u 削 ;器 5.9 4.5 1.1[ 29.4 

175 SIくF2 0 5 JI日二i二 ì~11 w.~ 1(3.7) 4.1 1.1 (12.2) 

176 SKF205 )1日-1二削 ¥*i I 6.1 3.5 1.3 25.0 

177 SKF216 RQ26IJij¥ y，ff I 6.5 5.3 2.0 51.0 

178 SKF221 RQ1 箆 i犬石流+ 7.1 3.9 1.7 33.4 

179 SIく23 1 J:llU日 争11)1-(泉III!t石) 2.9 1.6 0.5 2.5 

180 SKF235 J11!ニ1::Ij行 +fi I 4.5 2.2 0.8 4.8 

181 SKF238 JjjU二王i +1:¥ I 3.2 1.7 0.7 3.4 

- 120-



184 

192 

~ 

183 

第2節検出遺構と出土遺物

日
川
川
げ

M
v
m
A
バ川
W
V
間
内
山
川
日
目
V
即

命
感
守

n
v

J
d
v
 

188 

自然面

189 

190 

191 

ζ二三ラ
番号 f:H二上;立ザヰ 陪{¥/. 日持続 i主さ "共さ m~hÍ 

182 SKF244 .H[!…[:石 j子 15.3 7.9 4.2 386.0 

183 S K 25 0 rKiiii .HJl土 ì~ 1j 器 4.4 5.5 1.1 21.2 

184 S K 25 1床而 Jlll士 J蚤 ;器 4.7 2.7 1.2 12.8 

185 S K 253床l羽 埋上石 議 3.2 2.0 0.4 1.3 

186 SK253M;凶 日H土石 織 2.8 3.9 0.5 1.8 

。 5 cm 

溶け Hjl二遺構 J';ril立 W，1o係 長さ !早さ Ifi-Hl: 

187 S K 253[;友両 日i!土 :fi 鎌 3.3 1.7 0.3 3.0 

188 SK 2531主tili RQ13石 滋 3.2 2.4 0.7 1.0 

189 SK253床面 )'11:[二万 匙 6.3 2.8 0.8 9.3 

190 SK2531正面i 埋上 長IJJi-(黒11荏石) 3.4 2.5 1.5 8.9 

191 SK254床岡 RQl 主主 ll，}} I 5.3 6.7 1.8 47.2 

192 S K 256昨日tili モi tti I 3.6 2.8 1.1 6.9 

第93図 遺構内出土遺物 (22)石器 (6)江区



第4章調査の記録

195 

193 

L6J 
196 

194 

198 
197 

自然面

199 

第94図遺構内出土遺物 (23)石器(7) II区
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201 SK201 J1i!1: 11狩 ι11 6.9 4.9 4.6 i応。

202 SK250 - 11}'l' イ日 6.8 5.3 3.5 174.0 

203 SK250 }野千i 7.4 7.0 4.5 
3110 0 6 

204 S KF270A J'U J祭f-i([lIj 行) 6.1 2.0 2.3 241. 

205 STI03 J:lllj 加jJl-(N~ 1I1ii石) 3.1 2.0 0.7 2. 

第95図 遺構内出土遺物 (24)石器 (8)II.m 区



第4章調査の記録

第3節遺構外出土遺物

遺構外出土の遺物は、縄文時代の土器・土製品・お器・石製品、及び平安時代かそれ以降の

鉄倖等である。出土量は、整理用コンテナで約42箱である。内訳は、土器・土製品14箱、石器・

石製品27箱、鉄倖等 1箱である。出土位置は、遺構の集中する 1• II 区北部にまとまる。

( 1) 土器@土製品(第96~98図)

遺構外出土の土器(第96図)は、縄文時代前期後葉から晩期中葉まで、各時期にわたるが、後

期後葉の時期は欠落する。各時期毎の土器の分布は、量的に最も多い後期前葉期は、該期遺構

の分布にあわせるように遺跡ほぼ全体に広がりを見せる。一方、 210は中期初頭~前葉に属す

北陸系の土器であり、遺構内を含め I区北東部でのみ出土する。晩期中葉期の土器もこの区域

でのみ散見される。これらの土器は小破片が多く、器形全体を復元し得た資料はない。

土製品のうち土偶は、遺構内出土を合わせ、 7個体確認した。胴部から脚部が残る資料は、

いずれも扇平で裾広がりの形態を示す自立形の仁|ご1実土偶である。文様は縦方向の円形刺突列を

主構成とする。 221はII区M 1 74グリッド (SKF237に隣接)で 3片に分かれて出土した土偶

であり、残存部分から当初より頭部の存在しないT字形の形態を示していたと思われる。

から脇の下にかけて径3mm程の貫通孔が穿たれる。腹面には粘土粒で両乳房と腐を表現し、正

中と左右縁辺には 1~3 条一組の円形刺突が配される。背面には左右縁辺に、陸線貼付後、円

形ないしはC宇形の刺突が穿たれ、正中部分には背骨を表すように沈線がヲ|かれる。 222• 223 

は、 I区北東部LL69グリッド (SK 123Aに隣接)出土の脚部、頭部資料である。 2点は隣

り合う形で確認されたが、胎士、作りから同一の個体とは考えられなし )0 222は他の土偶と比

較して形態的にも異質であり、足形土製品とでも称すべき遺物かもしれなし )0 223は逆三角形

の顔面を有する土偶頭部である。後顕部に横方向の、側頭部(ヰ部)には縦方向の貫通孔がそ

れぞれ穿たれる。 顔面にはT字形の隆線を貼り付け、眉から鼻を-体的に表現し、両目、鼻孔、

口を写実的に刻む。顔面上部を中心に221などにも付される円形の刺突も加えられる。 224はII

区M078グリッド (SK F270に隣接)出土の土偶服部である。ボタン状の貼付による

現され、腹面、背面とも縦3チIJの円形刺突が付される。

また225• 226は、 II匹MP71グリッド出土の土製品である。 225は傘状、 226は棒状の形態を

(2) 石器@お製品(第98~l07図)

本遺跡における遺構外の石器。石製品は27箱に及ぶ。このうち、定型的と考えられる石器を

抽出し、次の器種に分類の上で代表的な石器を図示した。

器種は、石主族、石槍、石錐、異形石器、 トランシェ様石器、箆状石器、石匙、円形石器、ノッ



第 3節遺構外出土遺物

チのある石器、削器、石錘、半円状扇平打製石器、擦石、磨石、凹右、敵百、石盟、台石、磨

製石斧、三脚石器、線刻磯などである。各石器の出土位置、法量は}]IJ添の表を参照いただきた

しiO

①石鱗 (227~243)

いわゆる弓矢の矢の先端に装着したと考えられる石器である。長さ 4cm未満、重さ 4g未満

を一応の基準とし、次に述べる石槍と区別した。 37点出土し、うち17点を図示した。

を素材としている。基部の形態から 3細分する。

A類 (227~232) :いわゆる無茎鎌のうち、基部に扶入の見られる四基無茎鍛の類である。 23

0と232の基部にはアスファノレトが付着している。 16点確認し、うち15点までが I区出土であるo

B類 (233~236) :いわゆる無茎鎌のうち、基部が直線的な平基無茎鎌の類である。 236は2

側縁下部に緩い扶入を加えた特異な形態をなす。 7点確認した。

C類 (237~243) :いわゆる有茎鎌の類である。基部が車線的なもの (237• 238など)と、突

出するもの (240など)があり、 241は基部に扶入のある凹基有茎鍛である。 240の基部にはア

スフアルトが付着している。 14点の確認である。

②石槍 (244 ・ 248~250)

槍先形の石器である。 6点確認し4点を図示する。石材はいずれも頁岩である。 244は先端

ともに欠損しており、分類上石槍としているが、 2側縁が鋸歯状を呈する異形の石器であ

る。

③石錐 (245・246)

いわゆる石製の穿孔具と考えられる。 5点確認している。形態的には全体が棒状を呈するも

の3点 (245)、錐部とつまみ部が明瞭に分離するもの2点 (246)の別がある。いずれも

を素材としている。

④異形石器 (247)

定型的な石器、石製品以外で特異な形態を示す石器を 1点だけ紹介する。 247は黒曜石製の

石器であり、石匙に見られるようなつまみが頭部に2つ存在する。刃部は両面調整により仕上

げられるが粗く、かつ大きく湾曲していることから実用の具とは断ずることはできない。

⑤トランシェ様石器 (256~259)

楼形を呈する片刃の右器であり、直刃斧とも称される。 5点確認した。長さはいずれも6.5cm

前後の数値を示す。石材は頁岩である。

⑥箆状石器 (260~272)

平面形が援形あるいは精円形@短冊形などいわゆる箆状を呈する石器である。図示下面が刃

部となる。 21点確認し13点を図示した。石材は265がメノウ質である以外は頁岩である。
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(長さ)から 2細分する。

A類 (260~267) :長さが 6cm以一上の石器をまとめた。 14点確認した。刃部がトランシェ様石

器のように i直線的なもの (260~263) と丸みのつくもの (264~267) が見られる。

B 類 (268~272) :長さがおよそ 5cm未満の石器をまとめた。 7点確認した。刃部はいずれも

丸みをもっO

⑦石匙 (273~281)

両側縁から快りを入れつまみ部を作り出し、片面あるいは両面からの調整剥離により刃部が

作られる石器である。 12点確認し 9点を図示している。中車ID線あるいは刃部とつまみの中軸線

の交わる角度によって2大別できる。石材はいずれも頁岩である。

A類 (273~275) :つまみの中軸線にほほ平行する刃部を有する縦型のものである o 5点確認

しfこO

B 類 (276~281) :つまみの中軸線と刃部が約45度から90度の角度で交わる斜型@横型のもの

である。 7点確認した。

⑧円形石器 (251• 252) 

全体の形状が円盤状を呈する石器である。両面調整により全局に刃部が作られ、断面が凸レ

ンズ状を示す。 252は刃部形成後に敵打による潰れが観察される。石材は頁岩である。

⑨ノッチのある石器 (253)

側縁に扶入の認められる石器である。 253は図示面の 2側縁に半円状の扶入が加えられ、

体として分銅形を呈する。石材は頁岩である。

⑩削器 (254・255)

主に縦長長IJ片の側縁に片面からの二次調整によって刃部を作り出した石器であり、いわゆる

サイドスクレイパーである。石材は頁岩である。

⑪石錘 (282~292)

一般に漁網錘あるいは編物の錘と想定される石器である。 21点確認し11点を図示している。

I区で5点、 II区で16点出土する。特にII区北東部に集中し、 MF76グリッド 3点、 MH76グ

リッド 2点、 MJ76グリッド 2点出土している。扇平でおよそ惰円形を呈する際を素材とする。

長辺の両端部に打ち欠きあるいは敵打による扶りをもっo 289は長方形様の石材を用いている 0

292は下面にも敵打による潰れが♂見られる。

⑫半円状篇平拝製石器・擦石 (293・294)

およそ半円状を呈する扇平な礁を素材とし、下辺に刃部・擦面を作り出している石器である 0

II区SK260外西側で 1点 (293)、I区北東部L073グリッドで 1点 (294)出土している。 29

4は擦面に赤色の付着物が認められることから、ベンガラ生成用の擦石と想定される。 2点と



も図示面右側縁に扶入が加えられる。

⑬磨石・回石・磁石類 (295~299)

第3節遺構外出土遺物

扇平あるいは球状の傑の 1~4 聞に敵打・磨りなどが認められる石器である。 50点ほど確認

し、大部分は磨石と称される石器である。 295は2面に磨面をもっ磨石、 296は2面に敵打によ

る佃面を有する凹省、 297・298は凹石と 2側縁に敵打による潰面をもっ敵石の機能を併せ持つ

もの、 299は握手部を有する磁石である。

⑭石血・台石類 (300・301)

堅果類などの植物を擦り演す、あるいは磨製の石器@石製品などの製作等に使用したと考え

られる石器である。 20点ほど確認しているが、いずれも欠損品である。ここには周堤(縁)を

もっ石盟2点を図示した。 300は半欠の石皿で底面には 2脚が削り出されているが、本来は 4

脚をもつものと思われる。上国にはrlr高8~12mm程の溝状の回線が長軸方向に沿って数本認めら

れる。後者の用途が想定される。

⑮磨製石斧 (302~305)

ここには完形品のみ4 した。破片の資料を加えると 7点出土している。またIII区SK

103で出土しているミニチュアの磨製石斧も 2点確認している。図示した4点とも両側縁と頭

部が研磨されており、定角式の磨製石斧と称される。刃部は直刃か緩い丸刃で、側聞観は両凸

刃となる共通点がある。石材は主に緑色凝灰岩である。

⑬石製品 (306~310)

306は軽石製品で、図示問正面と側面の九周には沈線が刻まれる。右側面には成形時と考

えられる磨面が見られる。 309は扇平で精円形の礁に惰円状の線刻を施している。また全面に

は長軸方向とほぼ平行に細かな擦痕が観察される。 310も板状の陳片面に太い線刻と細かい線

刻が見られる。 307は三脚石器、 308は円盤状石製品である。

(3) その他の遺物

家の下遺跡では、上記縄文時代の遺物の他に、ごく僅かではあるが、平安時代かこれ以降と

想定される鉄倖も出土している。これは調査区(I区)東端中央部の東向き緩斜面部、 LI • 

J 58~62 グリッド第 I~II層中において確認され、総量で約4.5kgある。この区域では S N93 

~95焼土遺構が検出されており、鉄停の出土から推定される製鉄炉等の施設は確認できなかっ

たものの、鉄生産に係わる何らかの施設が存在していた可能性は指摘しておきたい。
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216 219 220 

悉号 /.!l J:(立 t~~ 文禄・調教等 I.Jl"， 故大径 %~r~'金、，] 

210 LM711 平縁， (外)沈線→粘土統貼付， (内)ミガキ

211 L S 63 1 平縁， (外)I堤'f告….RL縄文 .LI主将IEE縄文， (内) ミガキ

212 ML  781 (外)降，;背叶』リ突列…令RL総文， (内) ミガキ

213 L070II (外)1経，計→l略総決LR総文吋尤線， (内)ミガキ

214 LT 71 II (外)I峰子持→突起イリ臼'R総文吋主繰り停滞， (内) ミガキ 13.4 (15.6) (16.1) 

215 MG751 (/t口部)アスフアルト付清， (外)ミガキ

216 MN70 平縁， (外) R撚糸文， (内) ミガキ

217 MQ79 (外) LR総文吋北線， (内)ミガキ

218 MN70 (外) R J!:~糸文， (J人1) ミガキ

219 MN70 (外)沈紛1， (JJg) ミガキ

220 MN70 (外)沈線， (内)ミガキ

第96図 遺構外出土遺物(1 )土器

- 128-
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第97図 遺構外出土遺物 (2)土製品(1 ) 

第3節遺構外出土遺物

221 : M 1 74( II区)
222・223: L L69( 1区)
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/ぺL
225 

ζ 
226 

224 : M 0 78 ( II区)
225・226:MP71(II区)

^ ^ 

227 228 

229 
230 

(黒色:アスフアルト)

l宅!t'コJ IJlJ:i、，i.ln 間{立 r.IHT[ 長さ 中高 Hlさ iをli-!

227 LP73 rr lfi 簸 (2.2) 1.5 0.4 (0.8) I 

228 LM61 E 滋 (2.8) 1.7 0.5 (1.3) 

229 L S 5 2 rr I 鍬 3.1 1.5 0.5 1.9 

230 表係 ιi 滋 (3.2) 1.5 0.5 (1.7) 

231 LK62 II 干i 鍛 3.5 1.6 0.5 1.9 

232 LR67 N 11i 鍬 2.9 1.7 0.5 

232 

第98図 遺構外出土遺物 (3)土製品 (2) ・石器(1 ) 
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233 
¥ I 

235 

236 237 

I I 239 

242 

241 

f昏‘寸 1l1H、，1.[改 ，，;守(企 総領 l~ さ 1'/さ ifl:hl: 

233 LQ  64 rr 111 鍛 3.3 1.0 0.4 0.9 

234 M J 72 I イI 鍛 (3.7) 1.2 0.5 (2.1) 

235 MM77 イ1 鍛 1.1 1.8 0.5 2.2 

236 LT  71 [] 11i 鉄 3.3 2.5 0.6 4.0 

237 M J 76 1 イi 綴 2.8 2.0 0.5 1.0 

238 ;}<採 イ1 鍛 (2.5) 1.9 0.3 (0.9) 

239 採 1i 綴 2.5 1.7 0.3 0.7 

240 LQ  61 II イi 綴 3.2 1.2 0.7 1.8 

241 表採 干i 鍛 3.0 1.7 0.5 1.6 

242 MR72 イi 絞 2.5 1.7 0.5 1.6 

213 孔117 3 I イi 簸 1.6 I 1.6 I 0.7 3.8 

243 0 
2.5cm 

第99図遺構外出土遺物 (4)石器 (2) 
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244 
く). 245 

く〉
246 

247 
自然面

第100随遺構外出土遺物 (5)石器 (3) 
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248 

249 

250 

251 

253 

くコ
252 

園前による潰れ

254 

隠f立 器種 長さ 申扇 厚さ :iftl辻
255 LP70 II 1;釘 給 4.4 1.8 0.9 5.8 

自然面 MT77 I 石 検 6.1 1.3 0.6 4.0 

250 M I 76 I 石 槍 6.9 2.7 1.3 21.6 

251 L I 5 7 円形手 2告 5.6 4.7 2.0 45.3 

252 表採 円形1::; II号 4.5 4.6 2.3 54.3 

253 札1]77 ノソチのある正送告 5.1 4.2 1.9 31.8 

254 II区表採 一 時リ 務 7.0 3.8 1.3 28.0 

255 MI 77 持リ 務 9.7 5.8 1.5 84.8 

第101図遺構外出土遺物 (6)石器 (4)

- 133-
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256 

ど六

258 

260 

257 

259 

261 

く〉

263 

第102図 遺構外出土遺物 (7)石器 (5) 
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265 

264 

正三
自然面

267 

266 

270 

268 269 

爪
川
川
川
川
川
wv
272 271 

苦?号 /_jJ二i二frlirt mui: r.:~1\Tî 長さ !亨さ l1tht 

268 LM  52 箆状:fir，}i 5.2 3.2 1.3 16.2 

269 TIj玄炎採 箆状石r.:~ 5.1 3.0 1.1 14.1 

270 LT71 Jl 箆;伏イj 襟 4.7 2.4 0.8 9.1 

271 ME74 箆状石r.:~ 4.6 3.2 1.2 19.6 

272 TIj玄表紙 f宣 jたまi ~-} 4.3 3.6 0.7 8.6 I 

第103図遺構外出土遺物 (8)石器 (6) 
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273 

276 

278 

274 

275 
(黒色:アスフアルト)

280 

A
川
山

V
281 

277 

279 

ぅ日?号 uu二位 It~l= 陪f<ι 器;毛E fえさ I[IM 1手さ lfU註

273 LP  71 TI 1:fJ 匙 7.3 3.0 1.3 15.7 

274 MM78 石 j色 7.6 2.7 1.1 10.7 

275 L055 I 石 !色 8.9 3.4 1.3 33.6 

276 MM77 石 l'生 7.2 2.8 1.0 10.1 

277 MH  73 1 Ili J，'I; 1 6.8 6.9 1.2 10.1 

278 LT63 I 石 J&I 5.1 5.0 1.3 23.9 

279 MP72 ィ W，，"I 5.1 6.1 1.0 22.0 

280 MH  74 石 12巨 4.3 6.9 0.8 11.1 

281 LL64 1 I:{三 j色 (3.7) 5.2 1.1 (20.2) 

第104図遺構外出土遺物 (9)石器(7 ) 
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ぐ一一コ
282 

285 

ど 〉

くL J 

ぐ〉
283 

286 

第3節遺構外出土遺物

284 

爪
闘
附
V

〈了ーコ
287 

288 
ζ 

2

〉

番号 出土位置 層位 2号種 長さ 中両 厚さ 議i孔|

282 MJ 76 石 銭 6.6 7.5 1.8 1∞0 0 
283 MF76 石 鐙 6.8 7.1 1.6 113. 

284 III友重量採 石 鐙 6.4 8.0 1.8 101.0 

285 MI 75 石 鍾 7.1 9.3 2.0 168.0 

286 ML62 石 録 7.4 9.5 2.0 141.0 

287 M 177 石 鐙 6.3 9.3 2.2 156.0 

288 MF76 む 鍾 7.3 10.1 2.3 2おO

289 LQ72 II 16 鍾 6.4 16.1 2.0 243.0 

290 LP60 II 石 鐙 7.1 10.4 1.9 186.0 

291 MF76 録 9.4 9.1 2.1 219.0 

292 II区表採 1:I 鍾 6.1 7.6 3.2 196.0 

293 MN70 半111状扇平打製石器 7.6 18.2 2.6 359.0 

290 

〈一〉

293 

擦り

10cm 

第105図遺構外出土遺物 (10)石器 (8)

291 ζ 亀
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307 

く¥ーJ し「
309 

く二二コ
怒号 LUJ二 f立 íð~ ml~L 探検 iミさ 中高 時ーさ 豆i辻

302 LK56 Ii'i製石芹 6.9 3.8 1.5 58.4 

303 LT62 日寺製石持 8.0 3.2 1.8 70.3 

304 LK65 !時製石斧 8.2 4.0 1.1 56.6 

305 LK56 I 磨製[J汗 7.9 2.8 1.6 64.4 

306 LP73 程J:i製イIrlii l'I製品 5.7 4.5 2.8 49.0 

第107殴 遺構外出土遺物(12)石器 (10)
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第5章 然科学分析

はじめに

家の下遺跡(秋田県山本郡琴丘町鹿渡字長信田家の下に所在)は、八郎潟東岸に形成された

海成段丘上(森岳II面)に位置し、!日石器時代の遺物、縄文時代前・中期~後@晩期にかけて

の住居跡・土坑などの遺構や土器@石器など遺物が検出されている。

今回、基本土層の堆積環境を検討するために珪藻分析を、土坑の内容物・燃料材の検討およ

び周辺のイネ科植生について検討するために横物珪酸体分析を、土坑の構築年代を検討するた

めに放射性炭素年代測定をそれぞれ実施した。

1 .基本土層の堆積環境

( 1 )層序および試料

本遺跡の基本土層は、下位から V層~I 層に分層されており、 V膚が Ve層~Va層に、 W層

が Nc}脅~Na層にそれぞれ細分されている。発掘調査所見によると、 V層が海成砂層とされて

おり、 N震が粘土層(風化帯)とされている。

試料は、基本土層W層を対象に上部@中部@下部から採取された 3点である 1 )。試料

の層相は、下部(試料番号15)が燈色砂質シル卜、中・上部(試料番号14・13)が明褐色粘土

混じり砂質シルトである。

表上諸藻分析試料の…覧

試料番号

13 

14 

15 

試料採取層位

Na層

Nb層

Nc層

( 2 )珪藻分析の方法

試料名

地山N層上部土壌

地山W層上部土壌

地山W層上部土壌

層相

明褐色粘土混じり砂葉シルト

明褐色粘土混じり砂質シルト

撞色砂質シルト

珪藻化石は、試料湿重約6g秤量し、過酸化水素水、塩酸の順に化学処理し、試料の泥化と

有機物の分解・漂白を行う。自然沈降法で粘土分、傾斜法で砂分を除去した後、適当量計り取

りカバーガラス上に滴下、乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入する。検鏡は、

顕徴鏡で油浸600倍あるいは1，000倍で行い、メカニカルステージで、任意の測線に沿って走査し、

珪藻殻が半分以上残存するものを対象に同定・計数する。
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( 3 )結果および考察

試料番号15~13の 3 試料とも荘藻化石は、全く検出されない。珪藻化石が産出しなかった原

因としては、①段丘上の乾いた場所から風成堆積したため堆積物中に珪藻がほとんど取り込ま

れなかった、①堆積後の続成作用により元々存在した珪藻化石が溶解消失した、などのことが

考えられる。しかし、今回の場合は、このうちのどれに相当するか判断が難しい。このように

珪藻化石が検出されなかったことから、 Nc 謄~Na 層の堆積環境について検討することは困

難である。

2. 土坑の内容物、燃料材、周辺のイネ科植生

( 1 )試料

試料は、土坑の埋積物・焼土および土坑の周辺の土壌から採取された合計12点である(表2)。

試料が採取された土坑は、基本土層のW層.v謄を削り構築されている。試料の層相は、土坑

埋積物@周囲土壌が主に褐色~黒褐色のシル卜~砂、焼土が明赤褐色~褐色のシノレト~砂から

なる。

表2.植物珪酸体分析試料の一覧

試料番号 採取地点 採取層位 層相

1 SK33A 底部土壌 暗褐色シルト質砂

2 SN33B 上面焼土 赤褐色シルト混じり砂

3 SN33B 周囲土壌 !暗褐色シルト質砂

4 SK34A 底部土壌 極暗褐色シルト質砂

5 SN34B 上回焼土 褐色シルト質砂

6 SN34B 周囲土壌 極暗褐色シルト質砂

7 SN34B SRI)~土壌 黒褐色シルト質砂

8 SN34B SR腹面焼土 明赤褐色砂混じり粘土質シルト

9 SK41A 底部土壌 褐色砂質シルト

10 SN41B 法部とl二壌 赤褐色砂混じり粘土質シルト

11 SN41B 周囲土壌 陪褐色砂混じりシルト

12 SN41B SR内土壌 暗褐色シノレト質砂
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( 2 )植物珪酸体分析の方法

植物珪酸体は、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W，250KHz， 1分間)、沈定法、

重液分離法(ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.6)の順に物理@化学処理を行って分離@

濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、フ。

リュウラックスで封入しプレパラ 卜を作製する。 400倍の光学顕徴鏡下で全面を走査し、そ

の聞に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体(以下、短細胞

珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、

近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて向定@計数する。結果は、検出された植物珪酸体の種類

と{回数を一覧表で示す。

表3.植物珪酸体分析結果

種 類 (T位 a) 試料番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

イネ科葉部短細胞珪酸体

キビ族 2 2 8 4 4 4 8 6 2 1 4 

タケ亜科 22 12 28 6 11 8 19 6 17 7 10 20 

ウシクサ族ススキ属 4 3 i 1 l 

イチゴツナギ亜科 2 1 

不明キビ型 7 15 22 21 12 19 28 8 4 21 6 22 

不明ヒゲシパ型 4 10 9 10 10 1 8 3 3 1 3 4 

不明ダンチク型 16 4 21 23 7 18 1 5 5 5 12 

イネ科葉身機動細胞珪酸体

タケ亜科 6 3 11 2 6 10 4 5 2 8 10 

不明 1 1 1 1 1 1 

主仁』1 計

イネ科葉部短細胞珪酸体 51 47 91 64 44 32 84 24 29 37 27 62 

イネ科葉身機動細胞珪酸体 7 3 12 2 7 11 4 6 ιつd 。9 10 
検出個数 58 50 103 66 51 43 88 30 31 37 36 72 

( 3 )結果およ

結果は、表3に示す。植物珪酸体は、短縮!抱珪酸体・機動細胞珪酸体ともにほとんど検出さ

れず、キビ族@タケ亜科・ウシクサ族ススキ属・イチゴツナギ亜科などがわずかに検出される
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程度であり、また保存状態も非常に悪い。

周閤土壌からは、植物珪酸体がほとんど検出されないため、周辺植生について検討すること

は困難である。ただし、わずかに検出された種類は、当時、周辺に生育していたイネ科植物に

由来する可能性がある。一方、土坑埋積物底部および焼土も、周囲土壌と同様に植物珪酸体が

ほとんど検出されない。また、わずかに検出される種類も、周囲土壌と同様な種類である。こ

れより、ここで検出された植物珪酸体は、周辺から混入した可能性がある。以上のことから、

今回の横物珪酸体の産状から土坑内容物や燃料材の種類について検討することは困難で、ある。

3. 土坑の構築年代について

( 1 )試料

試料は、 SK06およびSK74Aの土坑埋積物底部から検出された炭化材2点(試料番号16• 17) 

である。なお、測定は、学習院大学放射性炭素年代測定室に依頼した(表4)。

( 2 )結果および考察

放射性炭素年代測定の結果、年代値は試料番号16が2390土130y.B.P.(440B.C.年:Gak-1 

8362)、試料番号17が3500士90y.B. P. (1550B. C.年:Gak-18363)であった。再試料が出土

したのは、いずれも縄文時代(中期~後期)とされる土坑である。年代値からみる限り、前者

は縄文時代晩期末、後者は縄文時代後期に相当すると言えよう(日本第四紀学会編， 1992)。

表4.放射性炭素年代測定結果

Code No. 

GaK 18362 

試*+
炭化木 from 家の下遺跡

No.l6 3 1 N S S K 0 6 

炭化木 f r 0 m 家の下遺跡

No.17 3 1 N S S K 7 4 A 

年代(1950年よりの年数)

GaK-18363 

2390::1:130 

440 B. C. 

350 0土 90 

155 0 B. C. 

引用文献

近藤錬三@佐瀬 隆 (1986)植物珪酸体分析，その特性と応用.第四紀研究， 25， p.31-64. 

日本第四紀学会編 (1992)図解・日本の人類遺跡.東京大学出版会， 50p. 
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第6章まとめ

家の下遺跡の発掘調査により、縄文時代中期中葉~晩期中葉にかけての竪穴住居跡、土坑@

フラスコ状土坑など251基の遺構が確認された。また I区北部の地山面より 15，000点を超す旧

石器も出土した。遺構外を含めた遺物は旧石器を除くと、縄文時代前期後葉から晩期中葉まで

の土器@石器類と平安時代かそれ以降の鉄浮が出土している。出土量は整理用コンテナで約80

箱になる。ここでは縄文時代各時期における場の使用@変遷を前章までの記録の再整理からま

とめてみる。

〔前期後葉~中期前葉〕この時期に特定できる遺構は確認されていない。ただし I区北東端部

出土の 2点の北|控系の土器は該期に属する。第96図210(LM71グリッド出土)と SKF64A 

出土の第74図16であり、上部での短く内屈する度合いは異なるもののキャリパー形の深鉢とな

るであろう。文様は、口縁下部には 2点とも半裁竹管を用いた縦{立の半隆起線文を密に施すO

口縁上部は210は斜行させた半隆起線に るように細い粘土紐が~I~付A され、 16は王子行沈線

で区画された内部に鋸歯状の刻みを横位に展開させる。これらの土器は、器形や文様構成から、
( 1 ) 

北陸地方に分布の中心をおく新保@新崎式士器に類似し、石川県真脇遺跡等で出土している。

土器様式で、は新保@新!埼様式のうち古手(第 I様式)に属すると思われ、時期的には中期初頭

~前葉にあたる。北陸系の土器は、県内では男鹿市大畑台遺跡、秋田市下堤D遺跡・坂ノ上F
(2 ) 

遺跡などで出土例が報告されている。また SKF64Aにほど近い SKF64H埋土出土の土器片

(55)は、円筒上層b式に比定されることから、北陸系の土器と併行する時期の遺物と考えら

れる。一方、 SK47埋土中より胎土に多量の細砂粒と微量の繊維を含む土器片(円筒下層d式

か)が 2点H:¥土し、さらに前期に属するとされる卜ランシェ様石器、半円状扇平打製石器も 1• 

II区内より散在的ではあるが出土している。これらのことから該期の縄文人の活動は、遺跡全

体に薄く広く印されたものと推測される。

[仁|二1期中葉〕この時期に入ると少なくとも住居 1軒、フラスコ状土坑4基が構築される。 1区

で、は長軌13mの大型住居である S183と、フラスコ状土坑SK F 6 • 71 D • 78 D、II区では北

西部でSK F204をそれぞれ検出した。 S183とSKF6は、重複する位置関係にあるが、同

時存在の可能性もある。この 2遺構以外は台地の縁辺部に立地するものの、次代の遺構立地に

比較すると最縁辺(緩斜面部)ではなく、いくらか内側(平坦部)に構築するようにも読める。

各遺構出土の土器は、円筒土器様式の円筒上層 c~d 式、大木土器様式の大木 7 b~ 8 a式

期に比定される。 S183では|可ーレベルで円筒

共伴する。

-145-
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〔中期後葉~末葉}この時期は、 II区で竪穴住居2軒 (S1 219 • 273)、フラスコ状土坑1基

(S KF239)、I誌のSR66F 土器埋設遺構が構築される。 1区のSKF66Cも中期末葉から

後期初頭の土器が混在することから該期構築の可能性もある。しかしこれらの竪穴住居とフラ

スコ状土坑は、出土土器型式の上からは同時存在とは言い難い。すなわち 2軒の竪穴住居は炉

に使用の土器が中期後葉の大木9式併行であり、 S1273埋土最上謄出土の土器(8 )も同一

型式内に収まる。一方のフラスコ状土坑は、後葉の土器はなく末葉の大木10式併行あるいは後

期初頭の土器が出土していることから、住居が構築された時期にはフラスコ状土坑は存在して

いないと考えられる。またSR66Fは、土器が火熱を受け脆弱となり、内部に焼土も含むこと

から炉に使用の土器であった可能性がある。しかし周辺の精査によっても周壁、柱穴等を確認

できず、屋外炉のような機能を推定する。

2軒確認された竪穴住居跡は、それぞれが形態の異なる炉を有する。 S1219は土器埋設炉

十周堤をもっ掘り込み部からなる棲式炉、 S1273は土器埋設炉+掘り込み部からなる後式炉

である。複式炉は、 「本来、土器埋設炉と石組炉がセットになった炉跡に対してつけられた形
(3 ) 

態上の一区分である」と定義づけられており、その意味で、は複式炉と称することはできない。

しかし秋田県内で確認されている炉のうち、土器埋設炉に隣接する施設に石を使用しない掘り

込み部を有す石炉が比較的多く検出されている。これらの炉跡に対しても複式炉として報告さ

れる事例があり、ここでも「形態的に異なる複数の施設からなる炉Jを複式炉とする。

土器埋設!炉十周堤をもっ掘り込み部タイプの複式炉は、類例は少ないようであり、近似する
(4 ) 

形態の炉は、八竜町萱刈沢貝塚6号住居跡(中期中葉)における地床炉十周堤をもっ掘り込み

部タイプであり、一般に周堤をもっ掛り込みは、単独で住居の縁辺部に位置する例が多いよう
( 5 ) 

である。また土器埋設炉十掘り込み部タイプの複式炉は、八竜町萱刈沢II遺跡S125竪穴住居
(6) (7) 

跡(中期中葉)や秋田市下堤B遺跡(中期末葉、大木10式)などで確認されている。 ド堤B遺

跡では検出した45!~干の中期の住毘跡のうち、 26軒までが土器埋設炉十掘り込み部タイフ。の夜式

炉をもっO

また、遺構内外出土の 7個体の土偶は、法量に大小はあるものの、ほぼ同一の形態、文様構

成をとる資料であり、時期的には本期に属すると見られる。逆三角形様を示す頭部土偶は近く

の古館堤頭遺跡で、腕部から脚部では、扇子で裾広がりの形態は、二ツ井町烏野遺跡、秋田市
(8 ) 

坂ノ上E遺跡などにそれぞれ類例が認められる。

〔後期初頭~古iI葉]この時期になると、土坑・フラスコ状土坑が数多く構築され、本遺跡最大

のピークを迎える。時期の推定できる94基の土坑・フラスコ状土坑のうち、少なくとも 8割に

あたる76基は、該期の構築である。本時期は中央に切断土器を埋設する住居 (S192) も構築

される。なお、切断土器はSKF74Bでも している。また土器理設遺構SR5・65・76・
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80もこの時期に属す。各遺構は台地中央の平坦部にも住居を含め散在するが、土坑の多くは I

区北東端部に密集して配される傾向がある。土坑が密集して構築される例は、周辺遺跡でも認

められる。琴丘町宝竜前遺跡@地蔵長根遺跡などである。宝竜前では、 8区とした1200m
2程

の範囲内より中期中葉を中心とする時期の土坑@フラスコ状二|二坑が43基確認され、地蔵長根は

未調査の遺跡ではあるが、宅地造成に伴う土取りにより、法面にフラスコ状土坑が30基以上確

認できる。

本期の士坑は、第4章でイ~トに類別した各類型が併存する。イ~ニ類型のフラスコ状土坑

は、他遺跡での例から多くは食料貯蔵を主とする施設と推定されよう。事実、 II区SKF223 

などでは炭化した胡桃(オニク守ルミの炭化した核)が誌面から出土している。またロ類型のS

K86は、関口部周囲に柱穴状ピットを巡らす事例であり、上震を構築するための施設と考えら

れる。同種の施設は、八竜町萱メIJ沢貝塚において県内では初めて検出され (FP13、中期前葉)、

その後、山本町吉館堤頭遺跡(2 墓、前期後葉と中期Rtr~中葉)等でも確認されている。一方、

ホ類型の土坑 (10基)は、 1基 (SKF66B 、時期不明)を除き、関口部径がおよそ1. 1~1. 4

mの円形を呈し、深さは 1m前後の円筒状に掛り込まれる。黒褐色シルト質土で人為的に埋め

られる例が多いことから、墓の可能性を推測する。更に I区で3基確認したへ類型の土坑は、

径1~1. 4mの円形を示し、確認面からの深さは0.6m未満と比較的浅い。坑底面の 4 隅には杭

状の細いピットが穿たれる。 SK30は本期と見られるが、他2基は不明である。この種の土坑

は、時期を問わなければ、北海道等の統縄文期に見られる「ウサクマイ型」の土坑墓に形態的
(9 ) 

には類似する。 II区SK206 (卜類型、隅丸長方形)は、へ類型のようにピットは伴わないも

のの、黄褐色粘質土で、人為的に樫められた土坑であることから、これも土坑墓と考える。

これら該期遺構出土の遺物は、土器で、は23・28等のように口縁部に刺突@刻目を伴う|珪起帯

をもっ例、 214のように 2条一組の縦方向の降線による区画文をもつものは、青森県牛ケ沢
(10) 

( 3 )遺跡(第III若手土器)や韮窪遺跡等の例から後期初頭に位置づけられよう。また66等は、

無文地に口縁部から胴下半部まで渦巻・入組様の沈線を多様するものであり、後期前葉の~l-腰

内I式に比定できる。また117の鐸形土製品は、 I区SK37確認面上出土で、ある。器面上に施

される主文様は、隆線による環状文であり、一見すると中期中葉の大木8a式のそれに類する。

しかし;土製品の胎土・焼成は、 SK37に隣接する SKF61A出土土器 (26)等に酷似する。こ

の点に着目すれば後期初頭とも推定できょう。

〔後期中葉〕この時期に入ると、遺構数は極端に減少する。 1区でフラスコ状土坑1基 (SK 

F 3)、II区でj二坑3基 (SK F210、SK253・256)を確認できるのみである。 ただ後期前葉

から中葉にかけての遺物を出土するフラスコ状土坑がII区から 2基 (SK F226・274)検出さ

れており、これらも該期構築の可能性がある。 遺構の分布は、 SK F210を除き台地の中央寄
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りに位置する。 II区北西端部に立地する SKF210は前述のSK206同様、黄褐色粘質土で人為

的に埋められた土坑であることから墓と推定する。

遺構内出土の土器は、 SKF3坑底面直上で小型の注口土器 (12)が正立状態で検出され、

耳状を呈する突起破片 (63)、69• 79などは、十腰内II式の範時で捉え得る。

〔晩期前葉~中葉]この時期に属する遺構は、 I区の 7基(S K31 • S K F 33A • 41A、SN

33B .34B・41B、SR60)のみである。 SR60土器埋設遺構(晩期前葉~中葉)を除き晩期

中葉に構築される。これらの遺構は I区北東部に位置し、平坦面から緩斜面に移行する近辺に

立地する。

S N33B .34B・41Bは、それぞれSKF33A・34A・41A埋土最上位に構築された石囲炉

である。 SKF33A .41Aは出土土器から晩期中葉に構築されていることから、その上位に位

ー置する SN33B .41Bは当然該期かそれ以降となる。 SN41Bに埋設の土器から晩期中葉を下

るものではなく、土坑廃棄後程なく石間炉が作られたと考えられる。 SN34B直下の SKF34 

Aは、後期前葉の構築であることから、土坑の廃棄から石間炉形成までは前2者より間があく。

S R60は倒立埋設で、焼土等なく内部に磨石が2点納められていることから土器棺墓と推測す

る。

該期の遺物は上記遺構分を除くと、前葉の土器は、 II区SKF207 (後期前葉の構築)埋土

出土の 1点 (81)のみのようである。一方中葉の土器は、 I区に限定される。 SKF25で壷形

土器 (14)、SKF40Aで台付鉢 (15)などがいずれも埋土中より得られている。

(1 ) 加藤三千雄「新保・新11時式土器様式J W縄文土器大観~ 3 中期II 1988 (昭和63年)

(2) 高樫泰時「秋田県における北陸系の土器についてJ W本荘市史研究~ 4 1984 (昭和田年)

(3) 中村良幸 II複式炉Jについて一岩手県を中心として-J W考古風土記』第7号 1982 
(昭和57年)

(4) 八竜町教育委員会『萱刈沢貝塚~ 1979 (昭和59年)

(5) 下堤A遺跡27~29号住居跡でも馬蹄形状の周堤をもっ小土坑が住居の縁に位置する。秋田

市教育委員会「下堤A遺跡JW秋田市秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報

1988 (昭和63年)

(6) 秋田県教育委員会「萱メIJ沢II遺跡」 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化

財調査報告書N~ 秋田県文化財調査報告書第231集 1993 (平成5年)

(7) 秋田市教育委員会「下堤B遺跡JW秋田市秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財ー発掘調
1988 (昭和63年)

(8) 富樫泰時・磯村亨「秋田県の土偶JW東北・北海道の土偶 1~ 1994 (平成6年)
(9) ウサクマイ遺跡研究会[烏棚舞~ 1975 (昭和50年)、菊池徹夫「アイヌ史と擦文文化」

『北からの日本史』第2集 1990 (平成2年)

)
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『牛ケ沢(3 )遺跡発掘調査報告書~ 1984 (昭和59年)
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長信旧家の下

5 ~ 6，500 

20 15 19941125 (農業関連)
1-5外

所立さj室跡名 種別 主なH寺代 主な遺構 主な遺物 特記事:J_BI

家の下遺跡 旧石器|時代 ブイブ形石器 !日石器時代遺物は

ぅf:ヶ森型台形石器 約15，000点以上

(7)IJ朝日tの予定)。

集落 縄文WJj:代I-I::)-Wj tI::J古跡 4 i!iT 縄文 i二器@石器 石田:J灯iは:HIUJtj全中

後期 I~坑 183基 など の=1二坑を利用して

IぬJm f-I囲炉 3 4;~ 設営している。

焼二i二j立十時 48基

など


